
※掲載記事は編集作業の都合上３月16日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

新型コロナウイルスワクチン接種が始まります。

※福岡県からの要請により、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

　 花見に伴う宴会は自粛くださいますようお願いします。

※福岡県からの要請により、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

　 花見に伴う宴会は自粛くださいますようお願いします。

◆接種会場 ◆コールセンター

　☎0570-003-336・いきいき情報センター2階

・とびうめアリーナ（市総合体育館）1階
平日：午前9時〜午後7時

土・日曜、祝日：午前9時〜午後5時

※詳しくは14、15ページをご覧ください。
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大宰府史跡100年記念フォーラム

令和発祥の都太宰府

太宰府市副市長

清水　圭輔

「人の命は我にあり、天にあらず」と古代中国の

思想家老子は言っています。人の命はもともと天か

ら授かった生まれつきのものであり、養生すれば長く、養生しなければ短

い。すなわち長命か短命かは、自分の心がけ次第であると言っています。

時あたかも日本列島、いや世界中でまん延している新型コロナウイルス

感染症の感染が止まりません。新薬ワクチン接種対応で、太宰府市でも

連日協議、準備中でありますが、皆さんの日常生活においても三密（密

集、密接、密室）や不要不急の外出などを避け、手指の消毒や咳エチケッ

ト（マスク着用）を心がけ、これ以上の新型コロナウイルス感染症の感染

者が出ませぬよう基本的な感染防止対策の徹底をお願いいたします。

世界中にも定着したマスク着用現象が一刻も早く解消され“普通の生

活”に戻れますことを念じています。

「冬来りなば春遠からじ」新型コロナウイルス感染症も必ずや沈静す

ると確信します。
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大宰府跡・水城跡が国指定の史跡となって100年を迎えたことを記念し、市主催

のフォーラムを３月７日、プラム・カルコア太宰府で開催しました。

午前は、日本文学に造詣が深く太宰府ともゆかりのあるロバート キャンベル先生

をお迎えし、「日本近代の黎明と太宰府」と題してご講演をいただきました。博覧会

は文化や近代化の取り組みを紹介する場となっていますが、九州初の博覧会が明治

６年に太宰府で開かれたこと、江戸時代には太宰府で展覧会が催されていること、

こうした文化的なエネルギーが史跡指定前の太宰府にあったことなどを紹介されま

した。

午後のシンポジウムでは、前半は「古代大宰府の客館と国際交流」と題し、太宰

府の源流である古代の大宰府や客館について専門家の先生方にご紹介いただきま

した。後半は「これから100年－太宰府の未来を語

る」と題し、キャンベル先生、楠田市長らを交え、魅力

を伝える仕組みづくり、拠点の創出、広域連携、子ど

もたちにどう伝えるかなどの意見が交わされました。

 し  み ず 　 　け い す け

き た

フォーラム前日に客館跡を視察する
キャンベル先生

キャンベル先生の講演会や
楠田市長らを交えたシンポジウム
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海外向けオンラインツアーを実施

民間との連携

太宰府市や九州電力などで構成された九州観光促

進コンソーシアムが２月17日、外国人を対象にしたオン

ラインツアーを実施しました。九州の魅力を生かした旅

程や体験などを開発するプロジェクト「九州観光促進

プラットフォーム―reQreate」の取り組みの一つ。

コロナ禍で訪日

できない外国人に

向け、万葉衣装を

まとった楠田市長

が太宰府観光の

魅力をアピールし

ました。

福岡農業高校で植樹セレモニー

市内高校との連携

高齢者福祉功労者が県知事表彰受賞

市民の活躍

令和２年度福岡県高齢者福祉功労者知事表彰の伝

達式が２月22日、太宰府市役所で行われました。同賞

は、高齢者の福祉増進のため、多年にわたり献身的活

動を続けられている皆さんに贈られる賞で、毎年福岡

県が実施しています。

老人クラブ会長表彰を鹿島会 (榎区)の福元醇さん、

優良老人クラブ表彰を香寿会（梅香苑区）、老人ホー

ムヘルパー表彰を社会福祉法人梅香福祉会の山下三

紀子さん、池田一美さんが受賞されました。楠田市長

から、これまで

の活動への感

謝とねぎらい、

受賞へのお祝

いの言葉が贈

られました。

ケア・トランポリン体験会

運動習慣定着促進事業

太宰府市では「ケア・トランポリン」の体験会を２月

15日、とびうめアリーナで開催しました。ケア・トランポ

リンは転倒防止用の手すりが付いた１人用のトランポ

リンで、膝や腰に負担が少なく、全身の筋肉を鍛えら

れるという運動器具です。跳ぶのではなくトランポリ

ンにかかとを押し沈めたり、トランポリンの上で歩いた

りして安全に運動することができます。健康寿命を延

ばすための取り

組みとして、太宰

府市でも今後、

スポーツ教室な

どに取り入れる

予定です。

大宰府政庁跡で梅の花の採取式

民間との連携

令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト第１弾として

大宰府政庁跡で２月26日、㈱山口油屋福太郎の田中

洋之社長と楠田市長による梅の花の採取式が行われ

ました。プロジェクトは、梅花の宴の舞台となった太宰

府の梅を使った新製品の開発推進、梅の産地拡大な

どが目的です。㈱ベーカリーイノベーション研究所に

て、今回採取した梅の花から花酵母菌が採取・培養さ

れ、㈱山口油屋福太郎にてパンやお菓子が作られま

す。新製品は、地場みやげやふるさと納税返礼品とし

て地域振興につなげます。

太宰府市と福岡農業高校が新品種の梅を使った商

品開発を行うことを記念して２月24日、同高で植樹セ

レモニーを行いました。実が大きく、果肉が鮮紅色の

「露茜」と、糖度が高く酸味の少ない「ニコニコット」

の２種類で、敷地内に計15本を植樹しました。

令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト推進事業の

一貫で、これまで食品メーカーなどとポテトチップスや

サイダー、チョコレートなどの梅製品を共同開発してき

た同高梅研究班と、梅の栽培から収穫、そして新たな

梅の商品の開発まで進めてまいります。

か  し ま か い

こ う じ ゅ か い

ば い こ う ふ く し か い

ふ く も と あつし

や ま し た  み 　

き 　 こ い け  だ  か ず  み

た  な か

ひ ろ ゆ き

受賞された皆さん（前列）

記念プレートを囲んで記念撮影

㈱山口油屋福太郎の田中洋之社長（写真左）

音楽に合わせて楽しく運動した参加者

ホテルカルティア太宰府から配信

つゆあかね

レ ク リ エ イ ト
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「いいまちアプリ」完成報告会

民間との連携

太宰府高校がごじょう保育所の
卒園証書を制作

市内高校との連携

ごじょう保育所は２月26日、太宰府高校芸術科書

道専攻クラスの生徒から、手描きの卒園証書を受け取

りました。同高が国際高校生選抜書展など多くの大会

で活躍していたことから、平成29年度にごじょう保育

所が筆耕を依

頼しました。そ

れ以降、卒園証

書の名前などを

書いてもらって

います。

明治安田生命保険相互会社寄付金贈呈式

寄　付

明治安田生命保険相互会社の生井俊夫福岡支店長ら

が２月17日に市役所を訪れ、寄付金を贈呈されました。

昨年８月にも「私の

地元応援募金」として

寄付をいただきました

が、いまだに猛威を振

るう新型コロナウイル

ス感染症の影響を踏

まえ、今年も同社から

「地元の元気応援寄

付」をいただきました。

大型プロジェクションで大宰府政庁
南門を再現

イベント

２月12日、13日に客館跡で、大宰府政庁をＣＧで再現

した大型プロジェクションが行われました。一般社団法

人福岡デザインアクション（Fuda）による観光庁採択事

業です。大型スクリーンに、縦15m、横30mの南門をほぼ

原寸大で再現。大型プロジェクションを背景に、雅楽と

舞なども披露され、観客を魅了しました。

だざいふ景観・市民遺産フェスタ2021

式典・表彰式

だざいふ景観・市民遺産フェスタ2021が２月20日、

太宰府天満宮余香殿で開催されました。新型コロナウ

イルス感染症対策として、一部のプログラムを変更し

無観客で実施されました。

今年は太宰府市民遺産の取り組みが10周年を迎え、

それを記念した式典、こども絵画コンテストの表彰式、

「四王寺山の三十三石仏」「宝満山のヒキガエル」の

認定書授与式などが行われました。

一般社団法人住宅流通促進協議会と本市が共同研

究してまいりました太宰府市民向け住宅維持支援サー

ビスを目的としたアプリ「いいまちアプリ」が完成し、３

月２日報告会が行われました。

良質な住宅ストックを増やし、中古住宅の流通を活

性化させることを目的としたアプリで、住宅価値を維持

するための情報や知識を求める住宅所有者と、維持管

理やメンテナンスなどのサービスを提供する事業者の

マッチングを図るものです。気軽に相談できる環境を

整えて、住み継がれる家を拡大し、持続可能な地域社

会の形成を狙います。

同高の中山魅咲さん（中央）と中島紗樹さん（右）

完成報告会での記念撮影

こども絵画コンテストの受賞者

生井福岡支店長（左）

なま い  とし  お

色と光で美しく再現された南門

なかしま さ　きなかやま み さき
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福岡県知事選挙のお知らせ福岡県知事選挙のお知らせ
問い合わせ　選挙管理委員会事務局（☎内線609・646）

今回の県知事選挙では、次の要件に当てはまる

人が本市の選挙人名簿に登録され投票すること

ができます。

※基本的な要件を記載したものです。転入転出を

した人など、自分が投票できるか確認したい人

は問い合わせてください。

投票日に仕事や学業、冠婚葬祭などの用務があるため投票所

に行けない人は期日前投票ができます。

期　 間　 ３月26日㈮～４月10日㈯

時　 間　 午前８時30分～午後８時

投票所　 市役所４階大会議室

平成15年４月12日までに生まれた人

令和２年12月24日以前に本市に転入届

出をして（住民票が作成され）、引き続き

住民登録をしている人

※投票日までに県外に転出した人は投票できません。

投票日 ４月11日㈰

午前７時～午後８時

期
日
前
投
票

投票時間

投票所一覧

投票所

太宰府小学校体育館

太宰府市体育センター

太宰府南小学校体育館

国分小学校体育館

水城小学校体育館

太宰府市南体育館

水城西小学校体育館

太宰府西小学校体育館

太宰府東小学校体育館

対象行政区

北谷・内山・松川・三条・三条台・連歌屋・馬場・大町

湯の谷・湯の谷西・新町・白川・五条・秋山・東観世

梅香苑・緑台・高雄・高雄台・梅ヶ丘

水城・水城ヶ丘・水城台・国分

坂本・観世音寺・榎寺・芝原・通古賀

五条西・桜町・榎

都府楼・向佐野の一部（県道31号線：通称５号線より東側）・吉松

大佐野・つつじヶ丘・ひまわり台・大佐野台・長浦台・青葉台
向佐野の一部（県道31号線：通称５号線より西側）

五条台・東ヶ丘・星ヶ丘

本市で投票できる人

年齢要件

住所要件
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ナ
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市
長
任
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年
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和

３
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に
よ
り
ま
し
て
一
年
目
で
着
実
に
混
乱
は
収
ま

り
、
初
年
度
か
ら
市
税
が
約
６
千
７
百
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
３
千
万
円
余
り
の
増
加
を
記
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
生
太
宰
府
元
年
と
銘
打
っ
た
二
年
目
は
、

西
鉄
太
宰
府
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
地
元
筑
陽
学

園
高
校
の
春
夏
甲
子
園
出
場
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ 

太
宰
府
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
何

よ
り
、
新
元
号
令
和
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
な
ど
慶

事
が
続
き
ま
し
た
。

政
策
面
で
も
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た

小
学
校
水
泳
授
業
、
甲
子
園
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
市
内
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
時
の
旅
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
意
欲
的
な
試
み
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

誇
り
う
る
歴
史
に
改
め
て
注
目
を
受
け
対
応

に
追
わ
れ
る
な
か
で
も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て

確
実
に
飛
躍
を
遂
げ
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

41
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
私
が
公
約
で
標
榜
し
ま

し
た
日
本
を
代
表
す
る
世
界
に
冠
た
る
都
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

に
終
わ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
緊
急
事

態
宣
言
は
続
い
て
お
り
、
本
市
で
も
陽
性
判
明
者

は
累
計
200
名
に
迫
り
、
今
後
も
対
策
対
応
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
令
和
２
年
度
予
算
を
令
和
還
元
予
算

と
銘
打
ち
、
当
時
過
去
最
大
の
250
億
円
を
超
え
る

予
算
を
組
み
、
一
年
目
二
年
目
の
着
実
な
市
税
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
を
可
能
と
し
た
積
極
的
財
政
投

資
と
地
域
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
た
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
際
観
光
都
市
、
令
和
発
祥
の
都

と
し
て
一
昨
年
多
く
の
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
の
４
月
５
月
は
実
に
96
％
減
と
い
う

壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
近
隣
市
の
３
倍
の

額
と
な
る
最
大
30
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
令
和
支
援

金
な
ど
思
い
切
っ
た
策
を
断
行
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
車
制
度
の
廃
止
な
ど
身
を
切
る

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
よ
る
剰
余
金
、
本
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
分
で
３
億
円
の
独
自
財
源

を
捻
出
し
、
総
計
15
億
円
に
及
ぶ
充
実
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
さ
ま
ざ
ま
ご
ざ
い
ま

し
た
。
就
任
二
年
目
と
な
る
令
和
元
年
度
決
算

も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の
意
欲
的
な
取
組
の

成
果
が
実
り
、
市
税
が
約
１
億
２
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
約
４
倍
、
２
億
１
千
万
円
の
大
幅
な

増
加
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
活
用
に
努
め

る
一
方
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
極
力
抑
え
、
繰
り

上
げ
分
も
含
め
市
債
約
６
億
７
千
万
円
の
償
還
を

実
現
し
ま
し
た
。
基
金
も
新
た
に
２
億
１
千
万
円

上
積
み
す
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
取
り
崩

し
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社

の
全
国
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
20
位
、
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
の
市
区
町
村
魅
力
度
調
査
で
は

42
位
と
上
位
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
も
多
様
な
地

域
参
加
部
門
が
１
位
、
行
政
情
報
発
信
部
門
が
６

位
と
最
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
３
月
に
は
か
ね
て
よ
り
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
私
の
公
約
を
基
に
本
市
の
底
力

総
発
揮
構
想
、
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
、
大

太
宰
府
構
想
、
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
を
柱
と

し
た
「
太
宰
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
(
通
称
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
)
」
を
打
ち
立
て
、
鋭
意
実
行
に
移
し
て
お
り

ま
す
。

４
月
に
は
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
横
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
務
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
従
来
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
西
の
役
割
分
担
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
い
高
齢
者
の
総
合
的
な
支
援

を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
４
月
に
は
特
別
史
跡
大
宰
府
跡

の
一
部
古
代
の
客
館
跡
を
整
備
し
て
史
跡
広
場
と

し
、
６
月
に
は
従
来
の
日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

西
の
都
」
を
大
太
宰
府
構
想
の
一
環
と
し
て
近
隣

地
域
に
広
域
化
す
る
な
ど
、
史
跡
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
本
市
初
め
て
と
な
る
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
を
実
現
し
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
東
谷

氏
を
観
光
経
済
部
理
事
と
し
て
迎
え
、
本
市
若
手

職
員
を
先
方
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
氷

河
期
世
代
採
用
も
初
め
て
行
い
、
７
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
国
や
県
と
の
人
材
交
流
も
積
極
的
に

実
行
し
ま
し
た
が
、
民
間
勤
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫

折
を
経
験
し
た
新
た
な
人
材
も
複
数
受
け
入
れ
る

こ
と
で
本
市
の
職
場
風
土
も
活
性
化
し
、
市
の
為

市
民
の
為
に
さ
ら
に
働
く
組
織
に
脱
皮
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
に

は
西
日
本
鉄
道
㈱
と
、
11
月
に
は
九
州
電
力
㈱
と

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
、
早
速
、
年
末
年
始
の
コ
ロ

ナ
対
策
や
観
光
振
興
、
産
品
開
発
な
ど
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
太
宰
府
ら
し
さ
や
独
自
性
を
追
求
し
た
返
礼

品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
着
実
に
寄
附
額
が
増
え

て
お
り
、
就
任
当
初
額
の
10
倍
と
な
る
４
億
円
の

大
台
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

陽
性
判
明
者
が
全
国
的
に
増
加
す
る
な
か
、

市
に
最
も
お
客
様
が
訪
れ
る
年
末
年
始
初
詣
の
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
西
鉄
太
宰

府
駅
な
ど
で
マ
ス
ク
の
配
布
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
設
置
を
行
い
、
来
訪
者
の
体
調
管
理
と
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
や
西
日
本
鉄
道
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
３
月
末
ま
で
の
分
散
参

拝
を
呼
び
か
け
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を
例
年
と
変
更

い
た
だ
く
と
と
も
に
交
通
状
況
や
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
を
積
極
的
に
周
知
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
情
報
案
内
サ
イ
ト
に
は
前

年
と
比
べ
て
正
月
３
が
日
で
３
割
増
、
３
連
休
は

５
倍
増
と
い
う
多
数
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、

人
出
は
前
年
比
７
割
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
年
末
年
始
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
改
め
て
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
感
染

し
た
本
市
職
員
や
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
市

民
の
方
の
声
を
受
け
、
県
内
で
初
め
て
自
宅
療
養

者
向
け
の
食
料
、
生
活
物
資
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
バ
イ
ト
や
仕
送
り
が
な
く
な
り
厳
し
い
学

生
生
活
を
強
い
ら
れ
る
大
学
生
留
学
生
へ
の
食
事

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
所
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
が
届
く
市
政
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
目
は
未
曽
有
の
混
乱
か

ら
の
脱
却
、
二
年
目
は
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の

飛
躍
、
三
年
目
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
、
一
年
一
年
異
な
る
難
題

に
立
ち
向
か
う
起
伏
の
激
し
い
三
年
間
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
政
混
迷
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
の
発
信
を
心
が

け
、
議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
市
政
再
建
に
邁
進
し
、
太
宰
府
の
底
ヂ

カ
ラ
を
引
き
出
し
本
市
を
日
本
を
代
表
す
る
都
に

す
る
べ
く
、
私
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
は
、
今
な
お
続
く

コ
ロ
ナ
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
つ
つ
、
私
の

公
約
に
従
い
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
を

総
仕
上
げ
、
総
決
算
し
、
集
大
成
と
す
る
二
正
面

作
戦
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
決
意
の
も
と
、
令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
積

極
的
に
投
資
す
る
側
面
と
、
市
長
任
期
最
終
年
度

に
お
け
る
公
約
達
成
の
集
大
成
の
側
面
を
併
せ
持

つ
「
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る

積
極
的
集
大
成
予
算
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
比
５
億
円
、
２
％
増
の
総
額
255

億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

昨
年
度
策
定
し
た
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
「
成
長
戦
略
」
「
移
住
定
住
戦
略
」
「
圏
域

拡
大
戦
略
」
「
行
財
政
改
革
戦
略
」
と
い
う
４
つ

の
戦
略
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活
性
化
」
「
財
政

健
全
化
」
「
新
た
な
生
活
様
式
」
と
い
う
コ
ロ
ナ

対
策
の
３
つ
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
、
大
胆
か
つ

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
方
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務

的
な
支
出
以
外
の
経
費
を
前
年
度
予
算
比
で
５
％

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
単
位
で

３
つ
以
上
提
案
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
際
は
既
存
事
業
の

改
善
・
廃
止
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
財
源
の
捻

出
・
確
保
を
行
う
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
」
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
事
業
の
精

査
を
行
い
、
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
、
い
わ
ゆ

る
無
駄
の
削
減
、
効
率
の
よ
い
運
営
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
員
一
人
一
人
が
常
に
世
の
為
人
の

為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
企
画
立
案
を

心
掛
け
る
よ
う
、
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議

並
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針
を
語

り
か
け
、
そ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
実
に
約
６
億

円
、
７
・
３
％
激
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
市

税
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
３
つ
の
２
億
円
を
捻
出

い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
に
お

け
る
運
賃
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し

に
よ
り
ま
す
収
入
増
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
等
人
件
費
の
予
算
の
削
減
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
公
共
施
設
改
修
の
抑

制
、
緑
地
公
有
化
の
見
直
し
、
そ
の
他
徹
底
し
た

事
業
の
精
査
を
行
い
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
徹
底
し
た
行
革
、
聖

域
な
き
歳
出
入
一
体
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
、

約
２
億
円
を
捻
出
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度

の
寄
附
額
目
標
を
令
和
２
年
度
当
初
予
算
時
の
３

億
円
か
ら
４
億
円
増
の
７
億
円
に
設
定
し
、
経
費

を
差
し
引
い
た
実
質
増
収
分
約
２
億
円
を
新
た
な

財
源
と
い
た
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
私
の
市
長

就
任
以
来
積
み
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
財
政
調
整

資
金
積
立
金
約
２
・
７
億
円
の
う
ち
２
億
円
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
私
の
持
ち
う
る
力
の
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
重
点
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
順
次
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
を
太
宰
府
天
満

宮
を
始
め
と
す
る
名
所
や
、
令
和
発
祥
の
地
と

な
っ
た
大
宰
府
政
庁
跡
な
ど
の
価
値
あ
る
史
跡
、

５
つ
も
の
大
学
・
短
大
な
ど
他
市
を
圧
倒
す
る
多

く
の
歴
史
的
文
化
的
資
源
を
有
し
、
活
気
あ
る
福

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
も
位
置
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
都
と
位
置
付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
を
始
め

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
知
恵
を
駆
使
し
て
総
結
集
し
、

本
来
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
、

「
令
和
発
祥
の
都
」
と
し
て
さ
ら
に
羽
ば
た
き
、

我
が
国
そ
し
て
地
方
の
牽
引
役
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
回
遊
型
観
光
ル
ー
ト
活
用
促
進
事
業
」

一
昨
年
の
10
月
に
待
望
の
宿
泊
及
び
飲
食
施

設
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ　

太
宰
府
」

が
開
業
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
密
と
な
り
に
く
い
独
立
し
た
空
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
稼
働
率
も
今
な
お
高

く
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
更
に
２
棟
が
開
業
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
太
宰
府
の
資
産
を
活
用
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル

を
始
め
と
し
た
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
に
よ
り
中

長
期
滞
在
型
旅
行
者
の
市
内
へ
の
取
り
込
み
を
図

り
、
さ
ら
な
る
地
場
産
業
創
出
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
と
も
観
光
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
観
光
客
の
さ
ら

な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
奨
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
旅
行
企
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
既
存
路
線
を
観
光

路
線
と
し
て
も
活
用
し
な
が
ら
、
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
太
宰
府
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
古

民
家
や
門
前
町
周
辺
の
建
物
の
改
修
等
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
の
街
な
み
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
「
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
」

か
ね
て
よ
り
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
超
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た

太
宰
府
の
梅
の
価
値
に
改
め
て
注
目
し
、
史
跡
地

の
梅
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
規
制
緩
和
を
追
い

風
に
、
梅
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
注
力
し
ま

す
。そ

の
製
品
を
新
た
な
地
場
み
や
げ
産
業
と
し

て
振
興
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す

る
事
で
税
収
の
飛
躍
的
増
加
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
梅
の
木
を
植
栽
し
、
産
地
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
生
産
者
が
、
梅
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
を
出
荷
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
の
原
材

料
と
な
る
農
産
物
の
可
能
性
の
拡
大
に
寄
与
し
ま

す
。な

お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
梅

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
事
業
費
の
一
部
を
寄
附
金
で
賄

い
ま
す
。

◆
「
起
業
創
業
支
援
、
地
場
産
業
育
成
・
活
性
化

事
業
」

令
和
２
年
度
に
本
市
の
制
度
融
資
に
お
け
る

預
託
額
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
が

ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
融
資
の
円
滑
化
と
貸

付
額
の
増
加
に
向
け
、
こ
の
預
託
額
を
更
に
増
額

し
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
業
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
本
市
の
産
業
・
特
産
品
等
に
関
す
る
進
む
べ

き
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
創
業
者

及
び
既
存
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

更
な
る
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
等
、
事
業
者
へ
の
経
営
相
談
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
庁
内
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

◆
「
民
間
企
業
と
の
積
極
的
交
流
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
西
鉄
や
九
電
を
始
め
多
く
の
民

間
企
業
や
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流
し
、
民
間
の
活
力
や

資
本
を
最
大
限
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
や
人

材
育
成
な
ど
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」

「
市
域
西
側
に
お
け
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
業
」

現
在
は
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
と
い
っ
た
各
種
証
明
書
が
市
役
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
と
即
日
発
行
が
で
き
ず
、
市
役
所
か
ら
遠
方

の
方
に
ご
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
ま
し
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
の
交
付
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書

を
交
付
す
る
窓
口
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務
所
内
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

開
設
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
緊
急
時
に
備

え
た
窓
口
機
能
の
分
散
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
効
率
の
よ
い
運
営
を
心
が
け
ま

す
。

◆
「
人
材
育
成
活
性
化
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
職
員
を
積
極
的
に
国
、
県
、

周
辺
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
外
部
と
交
流
さ
せ

る
な
ど
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
な
ど
役
所
内
の
チ
ー
ム
力

を
発
揮
さ
せ
、
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
卒
者
向
け
の
採
用
試
験
に
お
き
ま
し
て

は
、
能
力
や
適
正
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
養
試
験
や
面
接
試
験

だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
知
識
偏
重
で
は
な
く
「
性
格
特
徴
」
や
「
知
的

能
力
」
を
測
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
験
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
評
価
者
、
被
評
価
者
が
客
観
的
基
準
に
基
づ

き
運
用
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
制
度
の
精
度
向

上
、
人
材
育
成
に
お
け
る
評
価
結
果
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
人
材
の
獲
得
、
育

成
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
採
用
も
再

び
行
い
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
改
革
事
業
」

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
寄
付
額
は
約
４

千
万
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
太
宰
府
ら

し
い
返
礼
品
開
発
や
甲
子
園
応
援
、
令
和
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
コ
ロ
ナ
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
令
和
２
年
度
は
既
に
４
億
円
を
超
え
、
10
倍

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
寄
付
額
７
億
円
を
目
標
に
、

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
及

び
返
礼
品
数
の
更
な
る
拡
大
、
寄
附
者
へ
の
寄
附

金
の
使
途
の
明
確
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
の
全

庁
的
な
取
り
組
み
へ
の
拡
大
及
び
寄
附
者
の
約
７

割
を
占
め
る
関
東
・
関
西
圏
へ
の
広
報
強
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
更
な
る
増
設
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
の
事
業
財
源
確
保
へ
の
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
な
ど
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
増
収
を
図
り
ま
す
。

こ
の
戦
略
、
構
想
は
、
本
市
を
近
隣
に
比
べ

高
齢
化
率
が
高
く
、
一
方
で
学
生
が
多
く
集
う
市

で
あ
り
、
ま
た
活
力
あ
る
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
令
和
効
果
に
よ
り
居
住
意
欲
度
も
上

昇
中
で
、
子
育
て
世
代
の
自
然
増
や
社
会
増
も
期

待
で
き
る
と
分
析
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
か
つ
て
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
万
葉
集
の

精
神
に
も
な
ら
い
、
全
世
代
が
居
場
所
と
出
番
を

持
て
る
本
市
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
、
換
言
す
れ
ば
生
活
支
援
戦
略
を
進
め

る
こ
と
で
、
日
本
一
住
み
や
す
く
世
界
一
元
気
な

都
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
広
報
戦
略
関
係
事
業
」

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
参
画
の
行
政
、

街
づ
く
り
で
地
域
を
創
生
し
て
い
く
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
よ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
市
民
の
意
見
箱
へ
の
オ
ー

プ
ン
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
三
役
も
登
場

す
る
広
報
だ
ざ
い
ふ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
広

報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
分
野
で

全
国
６
位
の
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
昨
年
11
月
に
導
入
い
た
し
ま
し
た

「
太
宰
府
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
動
画
に
よ
る
配
信

な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
も
対
応
可
能
な
、
多

様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
果
的
な
情
報
発
信

を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
を
定
期
的
に
自

治
会
ご
と
に
開
催
し
、
市
長
室
に
招
い
た
り
自
ら

学
校
な
ど
に
出
向
く
な
ど
の
か
た
ち
で
も
積
極
的

に
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
は
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
活
用
し
、
そ

の
数
は
年
間
100
回
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
で
は
高
校
生

か
ら
学
校
内
へ
の
目
安
箱
設
置
を
提
言
さ
れ
、
早

速
小
中
高
大
学
校
に
設
置
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
際
に
は
産
官
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
り
ま

す
太
宰
府
市
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
令
和
元
年
度

に
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
に
基
づ
い
た
貴
重
な
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
多
様
な
市
民
参
加
の
機
会
の
分

野
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
全
般
に

つ
い
て
も
大
所
高
所
か
ら
引
き
続
き
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
で
大
胆
な
市
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の

声
も
参
考
に
し
つ
つ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
教
育
推
進
事
業
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

主
要
な
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
令
和
２
年
度
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
以
降
は

基
本
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
す
る
先
進
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
個
別
学
習
や
家
庭
学
習
を
含
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
事
業
」

市
内
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
も
の
づ
く
り
、
科
学
体
験

と
い
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
先
進
教
育
の
学
び
の
場
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
新
た
な
人
材
の
輩
出
と
先
端
知
的
集
約
産
業

創
生
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
拡
大
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
就
学
援
助
の
対
象
と
し
た
り
、

利
便
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
食
率
は
二

桁
台
ま
で
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
予

算
を
倍
増
し
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
や
事
業
者
の
調
査
研
究
、

中
学
校
在
校
生
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
の
試
食
会

を
行
う
な
ど
、
内
容
の
充
実
や
児
童
生
徒
へ
の
魅

力
の
周
知
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
喫
食
率

の
倍
増
を
目
標
に
利
用
拡
大
を
図
り
、
中
学
生
の

よ
り
良
い
給
食
環
境
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
今
後

さ
ら
な
る
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
事
業
」

福
岡
県
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
通
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
現
在
の
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

◆
「
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
減
免
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
課

税
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
の
５
割
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
」

こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
既
存

施
設
の
増
改
築
に
よ
り
、
定
員
増
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
保
育
士
確
保
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
受

入
れ
児
童
の
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
解
消
の
取

組
み
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
定

員
120
名
規
模
の
保
育
施
設
１
園
を
公
募
し
、
令
和

３
,
４
年
度
の
２
か
年
で
整
備
を
行
い
、
更
な
る

待
機
児
童
対
策
を
進
め
ま
す
。

◆
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
「
太
宰
府
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
健

師
)
」
と
「
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
育

士
)
」
を
配
置
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
に

対
し
て
支
援
を
行
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、
就
任
時
か

ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
学
童
保
育
の
充
実
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
短
大
と

の
連
携
な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
城
小
学
校
の
改
築
に
係
る
基
本
実
施
設
計

や
障
が
い
を
持
つ
児
童
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
な
ど
に
も
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
問
の
神
様

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子

育
て
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
」

第
三
次
地
域
福
祉
計
画
の
実
施
期
間
が
令
和

３
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
中
に
、
「
全
世
代
に
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
太
宰
府
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
目
標
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
指
針
と
な
る
第
四
次
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
既
存
の
各
福
祉
分
野
の
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
拡
充
事
業
」

令
和
２
年
度
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
五

次
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
拡
充
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
失
業
や
収

入
減
少
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困
窮
者
家
計
相
談
支
援

や
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
予
算
の
拡
充
な
ど
、
各
種
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
内
全
域
で
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
の
関
係
課
と
連
携
し
、
高

齢
者
へ
の
個
別
支
援
と
高
齢
者
の
「
通
い
の
場
」

へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
保
健
指
導
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
健
康
教

育
・
相
談
等
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

◆
「
地
域
に
お
け
る
運
動
習
慣
定
着
促
進
事
業
」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
門
と
介
護
予
防
部
門
が
連

携
し
、
民
間
事
業
者
と
協
力
し
た
ケ
ア
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
並
び
に
医
療
費
等
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
活
動
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

つ
ば
さ
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
、
「
第
２
つ
ば
さ
学
級
(
仮

称
)
」
を
定
期
的
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
き
め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
事
業
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

１
年
延
期
に
合
わ
せ
、
本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
も
令

和
３
年
５
月
11
日
に
変
更
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
内
容
の
簡
素
化
及
び
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
空
家
等
対
策
事
業
」

空
家
と
な
る
原
因
と
し
て
、
不
動
産
評
価

額
、
固
定
資
産
税
、
相
続
問
題
等
の
理
由
で
空
家

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
不
動
産
団
体
や

各
種
専
門
家
等
の
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
連

携
、
協
力
し
、
所
有
者
の
相
談
内
容
に
適
し
た
各

団
体
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
空
家
化
の
予
防
、
空

家
の
解
消
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

令
和
２
年
12
月
25
日
に
「
太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
条
例

の
主
旨
目
的
な
ど
を
市
民
に
対
し
て
広
く
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
総
合
行
政
と

し
て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
が
太
古
か
ら
世

界
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
、
我
が
国
・
西
日

本
・
九
州
の
政
治
・
外
交
・
防
衛
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
当
時
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人

に
よ
る
梅
花
の
宴
の
様
子
を
描
い
た
万
葉
集
よ
り

新
元
号
令
和
が
生
ま
れ
た
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
時
空
を
超
え
て
こ
の
地
を
捉
え
直
し
、
令
和

発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
視
点
で
史
跡
の

維
持
保
存
・
活
用
や
国
際
交
流
、
地
域
間
連
携
を

考
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
よ
る
経
済
効
果
上
昇
や
交
通
手
段
の
充
実
に
踏

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
史
跡
100
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

本
年
は
、
大
正
10
年
に
本
市
が
誇
る
大
宰
府

跡
・
水
城
跡
が
我
が
国
で
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
て
か
ら
100
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
１
３
０
０
有
余
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
更

な
る
100
年
先
の
未
来
へ
の
展
望
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

先
日
は
昨
年
断
腸
の
思
い
で
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
令
和
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
の
講

演
会
を
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

し
、
直
々
に
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
の
意
義
を
ひ

も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
後
世

に
も
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
に
は
近
世
・
近
代
の
日
本
文
学
に
造
詣

が
深
く
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
な
ど
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太

宰
府
の
歴
史
や
文
化
の
意
義
や
こ
れ
か
ら
の
100
年

先
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
全
国
619
自
治
体

で
構
成
す
る
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
太
宰

府
大
会
を
、
令
和
３
年
度
に
異
例
の
仕
切
り
直
し

を
し
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

史
跡
100
年
の
記
念
事
業
と
し
て
本
市
の
誇
る

史
跡
を
改
め
て
内
外
に
知
ら
し
め
、
大
太
宰
府
的

な
観
点
か
ら
本
市
の
取
り
組
み
や
提
言
を
全
国
に

向
け
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
100
年

に
向
け
た
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
取

り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
100
年
先
を
見
据
え
た
大
宰
府
政
庁
跡
を

始
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
意
欲

的
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

◆
「
史
跡
地
管
理
事
業
」　

「
令
和
発
祥
の
都 

太
宰
府
」
の
個
性
の
ひ
と

つ
で
あ
る
史
跡
の
維
持
管
理
及
び
史
跡
整
備
を
効

果
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
地
方
分
権
改
革
推
進

提
案
で
実
現
し
た
史
跡
地
の
規
制
緩
和
を
活
か
し

ま
し
て
史
跡
管
理
の
た
め
に
生
じ
る
廃
棄
材
等
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
史
跡
散
策
な
ど
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

◆
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」

様
々
な
形
で
継
続
的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
向
け

て
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
旅
人

の
た
び
と
」
「
れ
い
わ
姫
」
「
お
と
も
の
タ
ビ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。

既
に
、
中
西
進
先
生
を
お
招
き
し
た
史
跡
100

年
記
念
事
業
で
は
、
地
元
学
生
が
「
旅
人
の
た
び

と
」
「
れ
い
わ
姫
」
に
扮
し
会
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の

製
作
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
し
て
新
規
ま
た
は
変
更
登
録
の
際
希
望
者
に

交
付
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
ア
ッ

プ
と
太
宰
府
市
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
内
幹
線
道
路
渋
滞
対
策
事
業
」

本
市
は
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
り
、
渋

滞
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
着
実
な
道
路
整
備
、
交
差
点
、

信
号
な
ど
の
改
善
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
の
継

続
活
用
、
交
通
規
制
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進
な
ど
で
渋
滞
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
メ
ン
バ
ー
も

含
む
総
合
交
通
計
画
協
議
会
や
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
光
客
に
よ
る
密
集

対
策
と
し
て
太
宰
府
市
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的
活
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
混
雑
時

期
に
合
わ
せ
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム
活
用
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
市
内
の
主
要
交
差
点
や
駐
車
場

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

太
宰
府
観
光
の
分
散
化
を
促
し
、
言
わ
ば
環
境
重

視
の
逆
転
発
想
で
渋
滞
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
・
坂
本
地
区
は
住
宅
開
発
に
よ

る
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
後
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

分
・
坂
本
地
区
の
幹
線
道
路
整
備
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、
引
き
続
き
国
や
県

と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰

府
が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
０
年
を
超
え
る
国
際

的
、
文
化
的
都
市
と
し
て
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
次
な
る
１
３
０
０
年
後
ま
で
そ
の
時
の

流
れ
と
令
和
の
慶
び
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
本
市

な
ら
で
は
の
防
災
力
の
強
化
、
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
施
設
や
諸
団
体
な
ど
の
再
編
、
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
編
、
ご
み

減
量
を
始
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
更
新
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
敷
地
内

防
火
水
槽
の
改
修
及
び
梅
香
苑
地
域
防
火
水
槽
の

移
設
工
事
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
や
防
災
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
や
関
係
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
災
害
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
「
川
原
地
下
道
浸
水
対
策
事
業
」

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
増
加
や
市
街
地

開
発
の
進
展
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
な
ど
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
特
に
豪
雨
の
際
は
冠
水
の

危
険
が
あ
る
川
原
地
下
道
の
排
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆
「
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
事
業
」

市
街
地
の
活
性
化
の
項
目
に
お
い
て
五
条
エ

リ
ア
に
お
け
る
駅
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
活
性

化
を
検
討
す
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法

を
使
っ
た
再
開
発
、
整
備
を
鉄
道
会
社
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
道
路
網
の
改
善
や
有
効
な
土
地
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
市
内
生
活
道
路
整
備
拡
大
事
業
」

側
溝
蓋
掛
け
工
事
や
交
差
点
改
良
工
事
等
の

生
活
道
路
改
良
工
事
を
、
計
画
の
前
倒
し
等
で
令

和
３
年
度
の
事
業
予
算
を
拡
大
し
実
施
い
た
し
ま

す
。

◆
「
河
川
改
良
事
業
」

高
尾
川
周
辺
は
、
全
体
と
し
て
宅
地
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
雨
水
の
流
出
が
増
大

し
、
集
中
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
道
路
や
農

地
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
改
善

に
向
け
た
高
尾
川
改
修
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
し
た
蓋
の

更
新
を
前
倒
し
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
地
区

に
は
蓋
に
市
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
や
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
公
共
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
右
記
三
事
業
は
、
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち

込
む
経
済
活
性
化
を
図
る
「
太
宰
府
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
１
億
円
超
の
予
算
を
か
け

て
緊
急
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
事
業
」

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
公

共
施
設
等
の
総
合
的
な
適
正
管
理
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
現
行
施
設
の
統
合
や
複

合
化
も
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
な
公
共
施
設
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
公
共
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
「
第
四
次
環
境
基
本
計
画
策
定
・
推
進
事
業
」

国
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
「
地
域
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
・
循
環
型
都
市
」
の
３
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
て
、
現
在
第
四
次
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
策
定
後
は
、
市

民
・
自
治
会
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
本
市
の
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
の
た
め
に
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
「
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
」

令
和
３
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
住
民
情
報
に
係
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
(
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
更
新
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
本
市
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
を
公
募
し
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
予
算
「
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る
積
極
的
集
大
成
予

算
」
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。重

ね
て
と
な
り
ま
す
が
、
実
に
６
億
円
、

７
・
３
％
も
の
市
税
の
激
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曽

有
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、
公
約
実
現
の
集

大
成
と
も
す
る
二
正
面
作
戦
は
至
難
の
業
と
言
え

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
戦
後
以
来
国
家
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
が
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
始
ま
り
、
市
を
あ
げ
て

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
基
礎
的
自
治

体
は
そ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
市
民
本
位
を
追
求
し
つ
つ
、
一

日
も
早
い
収
束
を
目
指
す
た
め
、
ま
ず
は
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

本
市
が
誇
る
最
も
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
公
共
施

設
の
一
部
を
接
種
会
場
に
選
定
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
を
日
頃
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。な

お
、
昨
日
の
大
臣
会
見
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
の
後
ろ
倒
し
発
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
状
況
や
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
よ
り
今
後
急

き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

可
能
な
限
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
市
だ

け
で
は
決
定
し
か
ね
る
部
分
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。ま

た
、
後
日
提
案
を
い
た
し
ま
す
が
、
緊
急

事
態
再
発
出
の
の
ち
改
め
て
観
光
客
は
減
少
し
、

市
民
生
活
も
委
縮
す
る
な
か
、
新
た
な
経
済
対

策
、
生
活
支
援
策
な
ど
も
速
や
か
に
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
透
明
さ
を
増
す
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
必
定
で
あ

り
ま
す
が
、
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為

に
、
私
の
持
ち
う
る
力
を
振
り
絞
り
、
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
改
め
ま
し
て
、
議
員
各
位
、
市
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

カ

ル

テ

ィ

ア

楠田大蔵市長が2月25日、太宰府市議会第１回定例会において、

令和３年度の施政方針演説を行いました。

「施政方針」とは、これからの市政運営に向けての基本的な考

え方と主な施策を示すものです。

コロナ禍を乗り越えるため積極的に投資する側面と、市長任

期最終年度における公約達成の集大成の側面を併せ持つ

「コロナ危機を乗り越え公約を実現する積極的集大成予算」

施 政 方 針

令和３年度　令和発祥の都　太宰府

は
じ
め
に
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こ
の
定
例
会
は
、
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
私
に
与
え

ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
令
和

３
年
度
の
市
政
の
根
幹
と
な
り
ま
す
予
算
案
を
は

じ
め
、
主
要
施
策
並
び
に
条
例
案
を
ご
審
議
い
た

だ
く
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。議

案
提
案
に
先
立
ち
ま
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
臨
む
私
の
所
信
を
披
歴
し
、
議
員
各
位
や

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
月
１
月
28
日
を
も
ち
ま
し
て
市
長
に
就
任

し
て
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば

３
年
前
の
そ
の
日
の
深
夜
、
選
挙
結
果
が
確
定
す

る
と
同
時
に
市
長
に
就
任
し
、
御
礼
廻
り
は
お
ろ

か
睡
眠
も
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
ま
ま
翌
朝
に
は
早

速
市
役
所
に
初
登
庁
い
た
し
ま
し
た
。

前
職
と
の
引
き
継
ぎ
は
な
く
、
副
市
長
も
教

育
長
も
空
席
で
、
旧
知
の
職
員
も
お
ら
ず
、
ま
さ

に
一
人
き
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、

太
宰
府
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
未
曽
有
の
混

乱
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、
そ
の
日
以
来
ひ
た

す
ら
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
議
員
各

位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
一
年
目
で
着
実
に
混
乱
は
収
ま

り
、
初
年
度
か
ら
市
税
が
約
６
千
７
百
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
３
千
万
円
余
り
の
増
加
を
記
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
生
太
宰
府
元
年
と
銘
打
っ
た
二
年
目
は
、

西
鉄
太
宰
府
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
地
元
筑
陽
学

園
高
校
の
春
夏
甲
子
園
出
場
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ 

太
宰
府
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
何

よ
り
、
新
元
号
令
和
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
な
ど
慶

事
が
続
き
ま
し
た
。

政
策
面
で
も
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た

小
学
校
水
泳
授
業
、
甲
子
園
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
市
内
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
時
の
旅
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
意
欲
的
な
試
み
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

誇
り
う
る
歴
史
に
改
め
て
注
目
を
受
け
対
応

に
追
わ
れ
る
な
か
で
も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て

確
実
に
飛
躍
を
遂
げ
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

41
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
私
が
公
約
で
標
榜
し
ま

し
た
日
本
を
代
表
す
る
世
界
に
冠
た
る
都
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

に
終
わ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
緊
急
事

態
宣
言
は
続
い
て
お
り
、
本
市
で
も
陽
性
判
明
者

は
累
計
200
名
に
迫
り
、
今
後
も
対
策
対
応
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
令
和
２
年
度
予
算
を
令
和
還
元
予
算

と
銘
打
ち
、
当
時
過
去
最
大
の
250
億
円
を
超
え
る

予
算
を
組
み
、
一
年
目
二
年
目
の
着
実
な
市
税
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
を
可
能
と
し
た
積
極
的
財
政
投

資
と
地
域
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
た
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
際
観
光
都
市
、
令
和
発
祥
の
都

と
し
て
一
昨
年
多
く
の
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
の
４
月
５
月
は
実
に
96
％
減
と
い
う

壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
近
隣
市
の
３
倍
の

額
と
な
る
最
大
30
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
令
和
支
援

金
な
ど
思
い
切
っ
た
策
を
断
行
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
車
制
度
の
廃
止
な
ど
身
を
切
る

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
よ
る
剰
余
金
、
本
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
分
で
３
億
円
の
独
自
財
源

を
捻
出
し
、
総
計
15
億
円
に
及
ぶ
充
実
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
さ
ま
ざ
ま
ご
ざ
い
ま

し
た
。
就
任
二
年
目
と
な
る
令
和
元
年
度
決
算

も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の
意
欲
的
な
取
組
の

成
果
が
実
り
、
市
税
が
約
１
億
２
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
約
４
倍
、
２
億
１
千
万
円
の
大
幅
な

増
加
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
活
用
に
努
め

る
一
方
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
極
力
抑
え
、
繰
り

上
げ
分
も
含
め
市
債
約
６
億
７
千
万
円
の
償
還
を

実
現
し
ま
し
た
。
基
金
も
新
た
に
２
億
１
千
万
円

上
積
み
す
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
取
り
崩

し
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社

の
全
国
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
20
位
、
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
の
市
区
町
村
魅
力
度
調
査
で
は

42
位
と
上
位
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
も
多
様
な
地

域
参
加
部
門
が
１
位
、
行
政
情
報
発
信
部
門
が
６

位
と
最
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
３
月
に
は
か
ね
て
よ
り
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
私
の
公
約
を
基
に
本
市
の
底
力

総
発
揮
構
想
、
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
、
大

太
宰
府
構
想
、
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
を
柱
と

し
た
「
太
宰
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
(
通
称
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
)
」
を
打
ち
立
て
、
鋭
意
実
行
に
移
し
て
お
り

ま
す
。

４
月
に
は
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
横
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
務
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
従
来
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
西
の
役
割
分
担
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
い
高
齢
者
の
総
合
的
な
支
援

を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
４
月
に
は
特
別
史
跡
大
宰
府
跡

の
一
部
古
代
の
客
館
跡
を
整
備
し
て
史
跡
広
場
と

し
、
６
月
に
は
従
来
の
日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

西
の
都
」
を
大
太
宰
府
構
想
の
一
環
と
し
て
近
隣

地
域
に
広
域
化
す
る
な
ど
、
史
跡
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
本
市
初
め
て
と
な
る
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
を
実
現
し
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
東
谷

氏
を
観
光
経
済
部
理
事
と
し
て
迎
え
、
本
市
若
手

職
員
を
先
方
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
氷

河
期
世
代
採
用
も
初
め
て
行
い
、
７
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
国
や
県
と
の
人
材
交
流
も
積
極
的
に

実
行
し
ま
し
た
が
、
民
間
勤
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫

折
を
経
験
し
た
新
た
な
人
材
も
複
数
受
け
入
れ
る

こ
と
で
本
市
の
職
場
風
土
も
活
性
化
し
、
市
の
為

市
民
の
為
に
さ
ら
に
働
く
組
織
に
脱
皮
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
に

は
西
日
本
鉄
道
㈱
と
、
11
月
に
は
九
州
電
力
㈱
と

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
、
早
速
、
年
末
年
始
の
コ
ロ

ナ
対
策
や
観
光
振
興
、
産
品
開
発
な
ど
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
太
宰
府
ら
し
さ
や
独
自
性
を
追
求
し
た
返
礼

品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
着
実
に
寄
附
額
が
増
え

て
お
り
、
就
任
当
初
額
の
10
倍
と
な
る
４
億
円
の

大
台
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

陽
性
判
明
者
が
全
国
的
に
増
加
す
る
な
か
、

市
に
最
も
お
客
様
が
訪
れ
る
年
末
年
始
初
詣
の
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
西
鉄
太
宰

府
駅
な
ど
で
マ
ス
ク
の
配
布
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
設
置
を
行
い
、
来
訪
者
の
体
調
管
理
と
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
や
西
日
本
鉄
道
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
３
月
末
ま
で
の
分
散
参

拝
を
呼
び
か
け
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を
例
年
と
変
更

い
た
だ
く
と
と
も
に
交
通
状
況
や
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
を
積
極
的
に
周
知
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
情
報
案
内
サ
イ
ト
に
は
前

年
と
比
べ
て
正
月
３
が
日
で
３
割
増
、
３
連
休
は

５
倍
増
と
い
う
多
数
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、

人
出
は
前
年
比
７
割
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
年
末
年
始
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
改
め
て
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
感
染

し
た
本
市
職
員
や
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
市

民
の
方
の
声
を
受
け
、
県
内
で
初
め
て
自
宅
療
養

者
向
け
の
食
料
、
生
活
物
資
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
バ
イ
ト
や
仕
送
り
が
な
く
な
り
厳
し
い
学

生
生
活
を
強
い
ら
れ
る
大
学
生
留
学
生
へ
の
食
事

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
所
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
が
届
く
市
政
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
目
は
未
曽
有
の
混
乱
か

ら
の
脱
却
、
二
年
目
は
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の

飛
躍
、
三
年
目
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
、
一
年
一
年
異
な
る
難
題

に
立
ち
向
か
う
起
伏
の
激
し
い
三
年
間
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
政
混
迷
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
の
発
信
を
心
が

け
、
議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
市
政
再
建
に
邁
進
し
、
太
宰
府
の
底
ヂ

カ
ラ
を
引
き
出
し
本
市
を
日
本
を
代
表
す
る
都
に

す
る
べ
く
、
私
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
は
、
今
な
お
続
く

コ
ロ
ナ
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
つ
つ
、
私
の

公
約
に
従
い
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
を

総
仕
上
げ
、
総
決
算
し
、
集
大
成
と
す
る
二
正
面

作
戦
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
決
意
の
も
と
、
令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
積

極
的
に
投
資
す
る
側
面
と
、
市
長
任
期
最
終
年
度

に
お
け
る
公
約
達
成
の
集
大
成
の
側
面
を
併
せ
持

つ
「
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る

積
極
的
集
大
成
予
算
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
比
５
億
円
、
２
％
増
の
総
額
255

億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

昨
年
度
策
定
し
た
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
「
成
長
戦
略
」
「
移
住
定
住
戦
略
」
「
圏
域

拡
大
戦
略
」
「
行
財
政
改
革
戦
略
」
と
い
う
４
つ

の
戦
略
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活
性
化
」
「
財
政

健
全
化
」
「
新
た
な
生
活
様
式
」
と
い
う
コ
ロ
ナ

対
策
の
３
つ
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
、
大
胆
か
つ

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
方
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務

的
な
支
出
以
外
の
経
費
を
前
年
度
予
算
比
で
５
％

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
単
位
で

３
つ
以
上
提
案
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
際
は
既
存
事
業
の

改
善
・
廃
止
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
財
源
の
捻

出
・
確
保
を
行
う
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
」
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
事
業
の
精

査
を
行
い
、
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
、
い
わ
ゆ

る
無
駄
の
削
減
、
効
率
の
よ
い
運
営
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
員
一
人
一
人
が
常
に
世
の
為
人
の

為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
企
画
立
案
を

心
掛
け
る
よ
う
、
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議

並
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針
を
語

り
か
け
、
そ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
実
に
約
６
億

円
、
７
・
３
％
激
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
市

税
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
３
つ
の
２
億
円
を
捻
出

い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
に
お

け
る
運
賃
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し

に
よ
り
ま
す
収
入
増
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
等
人
件
費
の
予
算
の
削
減
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
公
共
施
設
改
修
の
抑

制
、
緑
地
公
有
化
の
見
直
し
、
そ
の
他
徹
底
し
た

事
業
の
精
査
を
行
い
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
徹
底
し
た
行
革
、
聖

域
な
き
歳
出
入
一
体
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
、

約
２
億
円
を
捻
出
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度

の
寄
附
額
目
標
を
令
和
２
年
度
当
初
予
算
時
の
３

億
円
か
ら
４
億
円
増
の
７
億
円
に
設
定
し
、
経
費

を
差
し
引
い
た
実
質
増
収
分
約
２
億
円
を
新
た
な

財
源
と
い
た
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
私
の
市
長

就
任
以
来
積
み
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
財
政
調
整

資
金
積
立
金
約
２
・
７
億
円
の
う
ち
２
億
円
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
私
の
持
ち
う
る
力
の
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
重
点
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
順
次
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
を
太
宰
府
天
満

宮
を
始
め
と
す
る
名
所
や
、
令
和
発
祥
の
地
と

な
っ
た
大
宰
府
政
庁
跡
な
ど
の
価
値
あ
る
史
跡
、

５
つ
も
の
大
学
・
短
大
な
ど
他
市
を
圧
倒
す
る
多

く
の
歴
史
的
文
化
的
資
源
を
有
し
、
活
気
あ
る
福

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
も
位
置
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
都
と
位
置
付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
を
始
め

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
知
恵
を
駆
使
し
て
総
結
集
し
、

本
来
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
、

「
令
和
発
祥
の
都
」
と
し
て
さ
ら
に
羽
ば
た
き
、

我
が
国
そ
し
て
地
方
の
牽
引
役
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
回
遊
型
観
光
ル
ー
ト
活
用
促
進
事
業
」

一
昨
年
の
10
月
に
待
望
の
宿
泊
及
び
飲
食
施

設
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ　

太
宰
府
」

が
開
業
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
密
と
な
り
に
く
い
独
立
し
た
空
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
稼
働
率
も
今
な
お
高

く
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
更
に
２
棟
が
開
業
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
太
宰
府
の
資
産
を
活
用
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル

を
始
め
と
し
た
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
に
よ
り
中

長
期
滞
在
型
旅
行
者
の
市
内
へ
の
取
り
込
み
を
図

り
、
さ
ら
な
る
地
場
産
業
創
出
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
と
も
観
光
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
観
光
客
の
さ
ら

な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
奨
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
旅
行
企
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
既
存
路
線
を
観
光

路
線
と
し
て
も
活
用
し
な
が
ら
、
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
太
宰
府
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
古

民
家
や
門
前
町
周
辺
の
建
物
の
改
修
等
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
の
街
な
み
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
「
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
」

か
ね
て
よ
り
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
超
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た

太
宰
府
の
梅
の
価
値
に
改
め
て
注
目
し
、
史
跡
地

の
梅
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
規
制
緩
和
を
追
い

風
に
、
梅
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
注
力
し
ま

す
。そ

の
製
品
を
新
た
な
地
場
み
や
げ
産
業
と
し

て
振
興
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す

る
事
で
税
収
の
飛
躍
的
増
加
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
梅
の
木
を
植
栽
し
、
産
地
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
生
産
者
が
、
梅
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
を
出
荷
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
の
原
材

料
と
な
る
農
産
物
の
可
能
性
の
拡
大
に
寄
与
し
ま

す
。な

お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
梅

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
事
業
費
の
一
部
を
寄
附
金
で
賄

い
ま
す
。

◆
「
起
業
創
業
支
援
、
地
場
産
業
育
成
・
活
性
化

事
業
」

令
和
２
年
度
に
本
市
の
制
度
融
資
に
お
け
る

預
託
額
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
が

ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
融
資
の
円
滑
化
と
貸

付
額
の
増
加
に
向
け
、
こ
の
預
託
額
を
更
に
増
額

し
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
業
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
本
市
の
産
業
・
特
産
品
等
に
関
す
る
進
む
べ

き
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
創
業
者

及
び
既
存
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

更
な
る
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
等
、
事
業
者
へ
の
経
営
相
談
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
庁
内
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

◆
「
民
間
企
業
と
の
積
極
的
交
流
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
西
鉄
や
九
電
を
始
め
多
く
の
民

間
企
業
や
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流
し
、
民
間
の
活
力
や

資
本
を
最
大
限
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
や
人

材
育
成
な
ど
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」

「
市
域
西
側
に
お
け
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
業
」

現
在
は
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
と
い
っ
た
各
種
証
明
書
が
市
役
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
と
即
日
発
行
が
で
き
ず
、
市
役
所
か
ら
遠
方

の
方
に
ご
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
ま
し
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
の
交
付
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書

を
交
付
す
る
窓
口
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務
所
内
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

開
設
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
緊
急
時
に
備

え
た
窓
口
機
能
の
分
散
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
効
率
の
よ
い
運
営
を
心
が
け
ま

す
。

◆
「
人
材
育
成
活
性
化
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
職
員
を
積
極
的
に
国
、
県
、

周
辺
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
外
部
と
交
流
さ
せ

る
な
ど
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
な
ど
役
所
内
の
チ
ー
ム
力

を
発
揮
さ
せ
、
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
卒
者
向
け
の
採
用
試
験
に
お
き
ま
し
て

は
、
能
力
や
適
正
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
養
試
験
や
面
接
試
験

だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
知
識
偏
重
で
は
な
く
「
性
格
特
徴
」
や
「
知
的

能
力
」
を
測
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
験
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
評
価
者
、
被
評
価
者
が
客
観
的
基
準
に
基
づ

き
運
用
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
制
度
の
精
度
向

上
、
人
材
育
成
に
お
け
る
評
価
結
果
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
人
材
の
獲
得
、
育

成
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
採
用
も
再

び
行
い
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
改
革
事
業
」

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
寄
付
額
は
約
４

千
万
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
太
宰
府
ら

し
い
返
礼
品
開
発
や
甲
子
園
応
援
、
令
和
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
コ
ロ
ナ
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
令
和
２
年
度
は
既
に
４
億
円
を
超
え
、
10
倍

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
寄
付
額
７
億
円
を
目
標
に
、

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
及

び
返
礼
品
数
の
更
な
る
拡
大
、
寄
附
者
へ
の
寄
附

金
の
使
途
の
明
確
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
の
全

庁
的
な
取
り
組
み
へ
の
拡
大
及
び
寄
附
者
の
約
７

割
を
占
め
る
関
東
・
関
西
圏
へ
の
広
報
強
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
更
な
る
増
設
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
の
事
業
財
源
確
保
へ
の
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
な
ど
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
増
収
を
図
り
ま
す
。

こ
の
戦
略
、
構
想
は
、
本
市
を
近
隣
に
比
べ

高
齢
化
率
が
高
く
、
一
方
で
学
生
が
多
く
集
う
市

で
あ
り
、
ま
た
活
力
あ
る
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
令
和
効
果
に
よ
り
居
住
意
欲
度
も
上

昇
中
で
、
子
育
て
世
代
の
自
然
増
や
社
会
増
も
期

待
で
き
る
と
分
析
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
か
つ
て
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
万
葉
集
の

精
神
に
も
な
ら
い
、
全
世
代
が
居
場
所
と
出
番
を

持
て
る
本
市
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
、
換
言
す
れ
ば
生
活
支
援
戦
略
を
進
め

る
こ
と
で
、
日
本
一
住
み
や
す
く
世
界
一
元
気
な

都
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
広
報
戦
略
関
係
事
業
」

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
参
画
の
行
政
、

街
づ
く
り
で
地
域
を
創
生
し
て
い
く
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
よ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
市
民
の
意
見
箱
へ
の
オ
ー

プ
ン
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
三
役
も
登
場

す
る
広
報
だ
ざ
い
ふ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
広

報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
分
野
で

全
国
６
位
の
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
昨
年
11
月
に
導
入
い
た
し
ま
し
た

「
太
宰
府
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
動
画
に
よ
る
配
信

な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
も
対
応
可
能
な
、
多

様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
果
的
な
情
報
発
信

を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
を
定
期
的
に
自

治
会
ご
と
に
開
催
し
、
市
長
室
に
招
い
た
り
自
ら

学
校
な
ど
に
出
向
く
な
ど
の
か
た
ち
で
も
積
極
的

に
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
は
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
活
用
し
、
そ

の
数
は
年
間
100
回
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
で
は
高
校
生

か
ら
学
校
内
へ
の
目
安
箱
設
置
を
提
言
さ
れ
、
早

速
小
中
高
大
学
校
に
設
置
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
際
に
は
産
官
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
り
ま

す
太
宰
府
市
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
令
和
元
年
度

に
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
に
基
づ
い
た
貴
重
な
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
多
様
な
市
民
参
加
の
機
会
の
分

野
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
全
般
に

つ
い
て
も
大
所
高
所
か
ら
引
き
続
き
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
で
大
胆
な
市
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の

声
も
参
考
に
し
つ
つ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
教
育
推
進
事
業
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

主
要
な
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
令
和
２
年
度
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
以
降
は

基
本
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
す
る
先
進
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
個
別
学
習
や
家
庭
学
習
を
含
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
事
業
」

市
内
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
も
の
づ
く
り
、
科
学
体
験

と
い
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
先
進
教
育
の
学
び
の
場
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
新
た
な
人
材
の
輩
出
と
先
端
知
的
集
約
産
業

創
生
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
拡
大
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
就
学
援
助
の
対
象
と
し
た
り
、

利
便
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
食
率
は
二

桁
台
ま
で
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
予

算
を
倍
増
し
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
や
事
業
者
の
調
査
研
究
、

中
学
校
在
校
生
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
の
試
食
会

を
行
う
な
ど
、
内
容
の
充
実
や
児
童
生
徒
へ
の
魅

力
の
周
知
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
喫
食
率

の
倍
増
を
目
標
に
利
用
拡
大
を
図
り
、
中
学
生
の

よ
り
良
い
給
食
環
境
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
今
後

さ
ら
な
る
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
事
業
」

福
岡
県
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
通
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
現
在
の
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

◆
「
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
減
免
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
課

税
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
の
５
割
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
」

こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
既
存

施
設
の
増
改
築
に
よ
り
、
定
員
増
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
保
育
士
確
保
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
受

入
れ
児
童
の
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
解
消
の
取

組
み
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
定

員
120
名
規
模
の
保
育
施
設
１
園
を
公
募
し
、
令
和

３
,
４
年
度
の
２
か
年
で
整
備
を
行
い
、
更
な
る

待
機
児
童
対
策
を
進
め
ま
す
。

◆
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
「
太
宰
府
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
健

師
)
」
と
「
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
育

士
)
」
を
配
置
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
に

対
し
て
支
援
を
行
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、
就
任
時
か

ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
学
童
保
育
の
充
実
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
短
大
と

の
連
携
な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
城
小
学
校
の
改
築
に
係
る
基
本
実
施
設
計

や
障
が
い
を
持
つ
児
童
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
な
ど
に
も
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
問
の
神
様

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子

育
て
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
」

第
三
次
地
域
福
祉
計
画
の
実
施
期
間
が
令
和

３
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
中
に
、
「
全
世
代
に
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
太
宰
府
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
目
標
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
指
針
と
な
る
第
四
次
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
既
存
の
各
福
祉
分
野
の
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
拡
充
事
業
」

令
和
２
年
度
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
五

次
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
拡
充
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
失
業
や
収

入
減
少
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困
窮
者
家
計
相
談
支
援

や
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
予
算
の
拡
充
な
ど
、
各
種
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
内
全
域
で
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
の
関
係
課
と
連
携
し
、
高

齢
者
へ
の
個
別
支
援
と
高
齢
者
の
「
通
い
の
場
」

へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
保
健
指
導
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
健
康
教

育
・
相
談
等
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

◆
「
地
域
に
お
け
る
運
動
習
慣
定
着
促
進
事
業
」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
門
と
介
護
予
防
部
門
が
連

携
し
、
民
間
事
業
者
と
協
力
し
た
ケ
ア
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
並
び
に
医
療
費
等
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
活
動
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

つ
ば
さ
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
、
「
第
２
つ
ば
さ
学
級
(
仮

称
)
」
を
定
期
的
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
き
め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
事
業
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

１
年
延
期
に
合
わ
せ
、
本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
も
令

和
３
年
５
月
11
日
に
変
更
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
内
容
の
簡
素
化
及
び
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
空
家
等
対
策
事
業
」

空
家
と
な
る
原
因
と
し
て
、
不
動
産
評
価

額
、
固
定
資
産
税
、
相
続
問
題
等
の
理
由
で
空
家

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
不
動
産
団
体
や

各
種
専
門
家
等
の
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
連

携
、
協
力
し
、
所
有
者
の
相
談
内
容
に
適
し
た
各

団
体
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
空
家
化
の
予
防
、
空

家
の
解
消
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

令
和
２
年
12
月
25
日
に
「
太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
条
例

の
主
旨
目
的
な
ど
を
市
民
に
対
し
て
広
く
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
総
合
行
政
と

し
て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
が
太
古
か
ら
世

界
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
、
我
が
国
・
西
日

本
・
九
州
の
政
治
・
外
交
・
防
衛
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
当
時
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人

に
よ
る
梅
花
の
宴
の
様
子
を
描
い
た
万
葉
集
よ
り

新
元
号
令
和
が
生
ま
れ
た
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
時
空
を
超
え
て
こ
の
地
を
捉
え
直
し
、
令
和

発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
視
点
で
史
跡
の

維
持
保
存
・
活
用
や
国
際
交
流
、
地
域
間
連
携
を

考
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
よ
る
経
済
効
果
上
昇
や
交
通
手
段
の
充
実
に
踏

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
史
跡
100
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

本
年
は
、
大
正
10
年
に
本
市
が
誇
る
大
宰
府

跡
・
水
城
跡
が
我
が
国
で
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
て
か
ら
100
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
１
３
０
０
有
余
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
更

な
る
100
年
先
の
未
来
へ
の
展
望
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

先
日
は
昨
年
断
腸
の
思
い
で
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
令
和
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
の
講

演
会
を
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

し
、
直
々
に
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
の
意
義
を
ひ

も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
後
世

に
も
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
に
は
近
世
・
近
代
の
日
本
文
学
に
造
詣

が
深
く
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
な
ど
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太

宰
府
の
歴
史
や
文
化
の
意
義
や
こ
れ
か
ら
の
100
年

先
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
全
国
619
自
治
体

で
構
成
す
る
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
太
宰

府
大
会
を
、
令
和
３
年
度
に
異
例
の
仕
切
り
直
し

を
し
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

史
跡
100
年
の
記
念
事
業
と
し
て
本
市
の
誇
る

史
跡
を
改
め
て
内
外
に
知
ら
し
め
、
大
太
宰
府
的

な
観
点
か
ら
本
市
の
取
り
組
み
や
提
言
を
全
国
に

向
け
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
100
年

に
向
け
た
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
取

り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
100
年
先
を
見
据
え
た
大
宰
府
政
庁
跡
を

始
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
意
欲

的
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

◆
「
史
跡
地
管
理
事
業
」　

「
令
和
発
祥
の
都 

太
宰
府
」
の
個
性
の
ひ
と

つ
で
あ
る
史
跡
の
維
持
管
理
及
び
史
跡
整
備
を
効

果
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
地
方
分
権
改
革
推
進

提
案
で
実
現
し
た
史
跡
地
の
規
制
緩
和
を
活
か
し

ま
し
て
史
跡
管
理
の
た
め
に
生
じ
る
廃
棄
材
等
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
史
跡
散
策
な
ど
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

◆
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」

様
々
な
形
で
継
続
的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
向
け

て
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
旅
人

の
た
び
と
」
「
れ
い
わ
姫
」
「
お
と
も
の
タ
ビ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。

既
に
、
中
西
進
先
生
を
お
招
き
し
た
史
跡
100

年
記
念
事
業
で
は
、
地
元
学
生
が
「
旅
人
の
た
び

と
」
「
れ
い
わ
姫
」
に
扮
し
会
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の

製
作
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
し
て
新
規
ま
た
は
変
更
登
録
の
際
希
望
者
に

交
付
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
ア
ッ

プ
と
太
宰
府
市
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
内
幹
線
道
路
渋
滞
対
策
事
業
」

本
市
は
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
り
、
渋

滞
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
着
実
な
道
路
整
備
、
交
差
点
、

信
号
な
ど
の
改
善
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
の
継

続
活
用
、
交
通
規
制
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進
な
ど
で
渋
滞
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
メ
ン
バ
ー
も

含
む
総
合
交
通
計
画
協
議
会
や
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
光
客
に
よ
る
密
集

対
策
と
し
て
太
宰
府
市
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的
活
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
混
雑
時

期
に
合
わ
せ
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム
活
用
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
市
内
の
主
要
交
差
点
や
駐
車
場

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

太
宰
府
観
光
の
分
散
化
を
促
し
、
言
わ
ば
環
境
重

視
の
逆
転
発
想
で
渋
滞
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
・
坂
本
地
区
は
住
宅
開
発
に
よ

る
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
後
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

分
・
坂
本
地
区
の
幹
線
道
路
整
備
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、
引
き
続
き
国
や
県

と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰

府
が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
０
年
を
超
え
る
国
際

的
、
文
化
的
都
市
と
し
て
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
次
な
る
１
３
０
０
年
後
ま
で
そ
の
時
の

流
れ
と
令
和
の
慶
び
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
本
市

な
ら
で
は
の
防
災
力
の
強
化
、
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
施
設
や
諸
団
体
な
ど
の
再
編
、
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
編
、
ご
み

減
量
を
始
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
更
新
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
敷
地
内

防
火
水
槽
の
改
修
及
び
梅
香
苑
地
域
防
火
水
槽
の

移
設
工
事
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
や
防
災
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
や
関
係
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
災
害
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
「
川
原
地
下
道
浸
水
対
策
事
業
」

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
増
加
や
市
街
地

開
発
の
進
展
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
な
ど
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
特
に
豪
雨
の
際
は
冠
水
の

危
険
が
あ
る
川
原
地
下
道
の
排
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆
「
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
事
業
」

市
街
地
の
活
性
化
の
項
目
に
お
い
て
五
条
エ

リ
ア
に
お
け
る
駅
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
活
性

化
を
検
討
す
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法

を
使
っ
た
再
開
発
、
整
備
を
鉄
道
会
社
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
道
路
網
の
改
善
や
有
効
な
土
地
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
市
内
生
活
道
路
整
備
拡
大
事
業
」

側
溝
蓋
掛
け
工
事
や
交
差
点
改
良
工
事
等
の

生
活
道
路
改
良
工
事
を
、
計
画
の
前
倒
し
等
で
令

和
３
年
度
の
事
業
予
算
を
拡
大
し
実
施
い
た
し
ま

す
。

◆
「
河
川
改
良
事
業
」

高
尾
川
周
辺
は
、
全
体
と
し
て
宅
地
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
雨
水
の
流
出
が
増
大

し
、
集
中
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
道
路
や
農

地
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
改
善

に
向
け
た
高
尾
川
改
修
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
し
た
蓋
の

更
新
を
前
倒
し
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
地
区

に
は
蓋
に
市
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
や
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
公
共
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
右
記
三
事
業
は
、
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち

込
む
経
済
活
性
化
を
図
る
「
太
宰
府
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
１
億
円
超
の
予
算
を
か
け

て
緊
急
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
事
業
」

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
公

共
施
設
等
の
総
合
的
な
適
正
管
理
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
現
行
施
設
の
統
合
や
複

合
化
も
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
な
公
共
施
設
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
公
共
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
「
第
四
次
環
境
基
本
計
画
策
定
・
推
進
事
業
」

国
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
「
地
域
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
・
循
環
型
都
市
」
の
３
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
て
、
現
在
第
四
次
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
策
定
後
は
、
市

民
・
自
治
会
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
本
市
の
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
の
た
め
に
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
「
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
」

令
和
３
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
住
民
情
報
に
係
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
(
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
更
新
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
本
市
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
を
公
募
し
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
予
算
「
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る
積
極
的
集
大
成
予

算
」
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。重

ね
て
と
な
り
ま
す
が
、
実
に
６
億
円
、

７
・
３
％
も
の
市
税
の
激
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曽

有
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、
公
約
実
現
の
集

大
成
と
も
す
る
二
正
面
作
戦
は
至
難
の
業
と
言
え

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
戦
後
以
来
国
家
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
が
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
始
ま
り
、
市
を
あ
げ
て

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
基
礎
的
自
治

体
は
そ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
市
民
本
位
を
追
求
し
つ
つ
、
一

日
も
早
い
収
束
を
目
指
す
た
め
、
ま
ず
は
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

本
市
が
誇
る
最
も
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
公
共
施

設
の
一
部
を
接
種
会
場
に
選
定
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
を
日
頃
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。な

お
、
昨
日
の
大
臣
会
見
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
の
後
ろ
倒
し
発
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
状
況
や
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
よ
り
今
後
急

き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

可
能
な
限
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
市
だ

け
で
は
決
定
し
か
ね
る
部
分
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。ま

た
、
後
日
提
案
を
い
た
し
ま
す
が
、
緊
急

事
態
再
発
出
の
の
ち
改
め
て
観
光
客
は
減
少
し
、

市
民
生
活
も
委
縮
す
る
な
か
、
新
た
な
経
済
対

策
、
生
活
支
援
策
な
ど
も
速
や
か
に
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
透
明
さ
を
増
す
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
必
定
で
あ

り
ま
す
が
、
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為

に
、
私
の
持
ち
う
る
力
を
振
り
絞
り
、
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
改
め
ま
し
て
、
議
員
各
位
、
市
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。
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こ
の
定
例
会
は
、
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
私
に
与
え

ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
令
和

３
年
度
の
市
政
の
根
幹
と
な
り
ま
す
予
算
案
を
は

じ
め
、
主
要
施
策
並
び
に
条
例
案
を
ご
審
議
い
た

だ
く
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。議

案
提
案
に
先
立
ち
ま
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
臨
む
私
の
所
信
を
披
歴
し
、
議
員
各
位
や

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
月
１
月
28
日
を
も
ち
ま
し
て
市
長
に
就
任

し
て
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば

３
年
前
の
そ
の
日
の
深
夜
、
選
挙
結
果
が
確
定
す

る
と
同
時
に
市
長
に
就
任
し
、
御
礼
廻
り
は
お
ろ

か
睡
眠
も
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
ま
ま
翌
朝
に
は
早

速
市
役
所
に
初
登
庁
い
た
し
ま
し
た
。

前
職
と
の
引
き
継
ぎ
は
な
く
、
副
市
長
も
教

育
長
も
空
席
で
、
旧
知
の
職
員
も
お
ら
ず
、
ま
さ

に
一
人
き
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、

太
宰
府
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
未
曽
有
の
混

乱
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、
そ
の
日
以
来
ひ
た

す
ら
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
議
員
各

位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
一
年
目
で
着
実
に
混
乱
は
収
ま

り
、
初
年
度
か
ら
市
税
が
約
６
千
７
百
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
３
千
万
円
余
り
の
増
加
を
記
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
生
太
宰
府
元
年
と
銘
打
っ
た
二
年
目
は
、

西
鉄
太
宰
府
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
地
元
筑
陽
学

園
高
校
の
春
夏
甲
子
園
出
場
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ 

太
宰
府
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
何

よ
り
、
新
元
号
令
和
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
な
ど
慶

事
が
続
き
ま
し
た
。

政
策
面
で
も
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た

小
学
校
水
泳
授
業
、
甲
子
園
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
市
内
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
時
の
旅
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
意
欲
的
な
試
み
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

誇
り
う
る
歴
史
に
改
め
て
注
目
を
受
け
対
応

に
追
わ
れ
る
な
か
で
も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て

確
実
に
飛
躍
を
遂
げ
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

41
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
私
が
公
約
で
標
榜
し
ま

し
た
日
本
を
代
表
す
る
世
界
に
冠
た
る
都
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

に
終
わ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
緊
急
事

態
宣
言
は
続
い
て
お
り
、
本
市
で
も
陽
性
判
明
者

は
累
計
200
名
に
迫
り
、
今
後
も
対
策
対
応
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
令
和
２
年
度
予
算
を
令
和
還
元
予
算

と
銘
打
ち
、
当
時
過
去
最
大
の
250
億
円
を
超
え
る

予
算
を
組
み
、
一
年
目
二
年
目
の
着
実
な
市
税
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
を
可
能
と
し
た
積
極
的
財
政
投

資
と
地
域
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
た
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
際
観
光
都
市
、
令
和
発
祥
の
都

と
し
て
一
昨
年
多
く
の
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
の
４
月
５
月
は
実
に
96
％
減
と
い
う

壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
近
隣
市
の
３
倍
の

額
と
な
る
最
大
30
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
令
和
支
援

金
な
ど
思
い
切
っ
た
策
を
断
行
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
車
制
度
の
廃
止
な
ど
身
を
切
る

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
よ
る
剰
余
金
、
本
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
分
で
３
億
円
の
独
自
財
源

を
捻
出
し
、
総
計
15
億
円
に
及
ぶ
充
実
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
さ
ま
ざ
ま
ご
ざ
い
ま

し
た
。
就
任
二
年
目
と
な
る
令
和
元
年
度
決
算

も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の
意
欲
的
な
取
組
の

成
果
が
実
り
、
市
税
が
約
１
億
２
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
約
４
倍
、
２
億
１
千
万
円
の
大
幅
な

増
加
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
活
用
に
努
め

る
一
方
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
極
力
抑
え
、
繰
り

上
げ
分
も
含
め
市
債
約
６
億
７
千
万
円
の
償
還
を

実
現
し
ま
し
た
。
基
金
も
新
た
に
２
億
１
千
万
円

上
積
み
す
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
取
り
崩

し
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社

の
全
国
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
20
位
、
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
の
市
区
町
村
魅
力
度
調
査
で
は

42
位
と
上
位
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
も
多
様
な
地

域
参
加
部
門
が
１
位
、
行
政
情
報
発
信
部
門
が
６

位
と
最
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
３
月
に
は
か
ね
て
よ
り
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
私
の
公
約
を
基
に
本
市
の
底
力

総
発
揮
構
想
、
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
、
大

太
宰
府
構
想
、
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
を
柱
と

し
た
「
太
宰
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
(
通
称
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
)
」
を
打
ち
立
て
、
鋭
意
実
行
に
移
し
て
お
り

ま
す
。

４
月
に
は
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
横
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
務
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
従
来
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
西
の
役
割
分
担
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
い
高
齢
者
の
総
合
的
な
支
援

を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
４
月
に
は
特
別
史
跡
大
宰
府
跡

の
一
部
古
代
の
客
館
跡
を
整
備
し
て
史
跡
広
場
と

し
、
６
月
に
は
従
来
の
日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

西
の
都
」
を
大
太
宰
府
構
想
の
一
環
と
し
て
近
隣

地
域
に
広
域
化
す
る
な
ど
、
史
跡
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
本
市
初
め
て
と
な
る
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
を
実
現
し
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
東
谷

氏
を
観
光
経
済
部
理
事
と
し
て
迎
え
、
本
市
若
手

職
員
を
先
方
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
氷

河
期
世
代
採
用
も
初
め
て
行
い
、
７
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
国
や
県
と
の
人
材
交
流
も
積
極
的
に

実
行
し
ま
し
た
が
、
民
間
勤
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫

折
を
経
験
し
た
新
た
な
人
材
も
複
数
受
け
入
れ
る

こ
と
で
本
市
の
職
場
風
土
も
活
性
化
し
、
市
の
為

市
民
の
為
に
さ
ら
に
働
く
組
織
に
脱
皮
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
に

は
西
日
本
鉄
道
㈱
と
、
11
月
に
は
九
州
電
力
㈱
と

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
、
早
速
、
年
末
年
始
の
コ
ロ

ナ
対
策
や
観
光
振
興
、
産
品
開
発
な
ど
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
太
宰
府
ら
し
さ
や
独
自
性
を
追
求
し
た
返
礼

品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
着
実
に
寄
附
額
が
増
え

て
お
り
、
就
任
当
初
額
の
10
倍
と
な
る
４
億
円
の

大
台
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

陽
性
判
明
者
が
全
国
的
に
増
加
す
る
な
か
、

市
に
最
も
お
客
様
が
訪
れ
る
年
末
年
始
初
詣
の
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
西
鉄
太
宰

府
駅
な
ど
で
マ
ス
ク
の
配
布
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
設
置
を
行
い
、
来
訪
者
の
体
調
管
理
と
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
や
西
日
本
鉄
道
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
３
月
末
ま
で
の
分
散
参

拝
を
呼
び
か
け
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を
例
年
と
変
更

い
た
だ
く
と
と
も
に
交
通
状
況
や
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
を
積
極
的
に
周
知
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
情
報
案
内
サ
イ
ト
に
は
前

年
と
比
べ
て
正
月
３
が
日
で
３
割
増
、
３
連
休
は

５
倍
増
と
い
う
多
数
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、

人
出
は
前
年
比
７
割
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
年
末
年
始
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
改
め
て
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
感
染

し
た
本
市
職
員
や
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
市

民
の
方
の
声
を
受
け
、
県
内
で
初
め
て
自
宅
療
養

者
向
け
の
食
料
、
生
活
物
資
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
バ
イ
ト
や
仕
送
り
が
な
く
な
り
厳
し
い
学

生
生
活
を
強
い
ら
れ
る
大
学
生
留
学
生
へ
の
食
事

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
所
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
が
届
く
市
政
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
目
は
未
曽
有
の
混
乱
か

ら
の
脱
却
、
二
年
目
は
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の

飛
躍
、
三
年
目
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
、
一
年
一
年
異
な
る
難
題

に
立
ち
向
か
う
起
伏
の
激
し
い
三
年
間
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
政
混
迷
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
の
発
信
を
心
が

け
、
議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
市
政
再
建
に
邁
進
し
、
太
宰
府
の
底
ヂ

カ
ラ
を
引
き
出
し
本
市
を
日
本
を
代
表
す
る
都
に

す
る
べ
く
、
私
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
は
、
今
な
お
続
く

コ
ロ
ナ
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
つ
つ
、
私
の

公
約
に
従
い
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
を

総
仕
上
げ
、
総
決
算
し
、
集
大
成
と
す
る
二
正
面

作
戦
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
決
意
の
も
と
、
令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
積

極
的
に
投
資
す
る
側
面
と
、
市
長
任
期
最
終
年
度

に
お
け
る
公
約
達
成
の
集
大
成
の
側
面
を
併
せ
持

つ
「
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る

積
極
的
集
大
成
予
算
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
比
５
億
円
、
２
％
増
の
総
額
255

億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

昨
年
度
策
定
し
た
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
「
成
長
戦
略
」
「
移
住
定
住
戦
略
」
「
圏
域

拡
大
戦
略
」
「
行
財
政
改
革
戦
略
」
と
い
う
４
つ

の
戦
略
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活
性
化
」
「
財
政

健
全
化
」
「
新
た
な
生
活
様
式
」
と
い
う
コ
ロ
ナ

対
策
の
３
つ
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
、
大
胆
か
つ

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
方
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務

的
な
支
出
以
外
の
経
費
を
前
年
度
予
算
比
で
５
％

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
単
位
で

３
つ
以
上
提
案
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
際
は
既
存
事
業
の

改
善
・
廃
止
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
財
源
の
捻

出
・
確
保
を
行
う
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
」
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
事
業
の
精

査
を
行
い
、
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
、
い
わ
ゆ

る
無
駄
の
削
減
、
効
率
の
よ
い
運
営
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
員
一
人
一
人
が
常
に
世
の
為
人
の

為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
企
画
立
案
を

心
掛
け
る
よ
う
、
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議

並
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針
を
語

り
か
け
、
そ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
実
に
約
６
億

円
、
７
・
３
％
激
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
市

税
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
３
つ
の
２
億
円
を
捻
出

い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
に
お

け
る
運
賃
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し

に
よ
り
ま
す
収
入
増
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
等
人
件
費
の
予
算
の
削
減
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
公
共
施
設
改
修
の
抑

制
、
緑
地
公
有
化
の
見
直
し
、
そ
の
他
徹
底
し
た

事
業
の
精
査
を
行
い
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
徹
底
し
た
行
革
、
聖

域
な
き
歳
出
入
一
体
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
、

約
２
億
円
を
捻
出
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度

の
寄
附
額
目
標
を
令
和
２
年
度
当
初
予
算
時
の
３

億
円
か
ら
４
億
円
増
の
７
億
円
に
設
定
し
、
経
費

を
差
し
引
い
た
実
質
増
収
分
約
２
億
円
を
新
た
な

財
源
と
い
た
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
私
の
市
長

就
任
以
来
積
み
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
財
政
調
整

資
金
積
立
金
約
２
・
７
億
円
の
う
ち
２
億
円
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
私
の
持
ち
う
る
力
の
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
重
点
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
順
次
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
を
太
宰
府
天
満

宮
を
始
め
と
す
る
名
所
や
、
令
和
発
祥
の
地
と

な
っ
た
大
宰
府
政
庁
跡
な
ど
の
価
値
あ
る
史
跡
、

５
つ
も
の
大
学
・
短
大
な
ど
他
市
を
圧
倒
す
る
多

く
の
歴
史
的
文
化
的
資
源
を
有
し
、
活
気
あ
る
福

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
も
位
置
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
都
と
位
置
付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
を
始
め

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
知
恵
を
駆
使
し
て
総
結
集
し
、

本
来
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
、

「
令
和
発
祥
の
都
」
と
し
て
さ
ら
に
羽
ば
た
き
、

我
が
国
そ
し
て
地
方
の
牽
引
役
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
回
遊
型
観
光
ル
ー
ト
活
用
促
進
事
業
」

一
昨
年
の
10
月
に
待
望
の
宿
泊
及
び
飲
食
施

設
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ　

太
宰
府
」

が
開
業
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
密
と
な
り
に
く
い
独
立
し
た
空
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
稼
働
率
も
今
な
お
高

く
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
更
に
２
棟
が
開
業
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
太
宰
府
の
資
産
を
活
用
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル

を
始
め
と
し
た
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
に
よ
り
中

長
期
滞
在
型
旅
行
者
の
市
内
へ
の
取
り
込
み
を
図

り
、
さ
ら
な
る
地
場
産
業
創
出
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
と
も
観
光
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
観
光
客
の
さ
ら

な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
奨
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
旅
行
企
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
既
存
路
線
を
観
光

路
線
と
し
て
も
活
用
し
な
が
ら
、
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
太
宰
府
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
古

民
家
や
門
前
町
周
辺
の
建
物
の
改
修
等
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
の
街
な
み
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
「
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
」

か
ね
て
よ
り
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
超
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た

太
宰
府
の
梅
の
価
値
に
改
め
て
注
目
し
、
史
跡
地

の
梅
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
規
制
緩
和
を
追
い

風
に
、
梅
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
注
力
し
ま

す
。そ

の
製
品
を
新
た
な
地
場
み
や
げ
産
業
と
し

て
振
興
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す

る
事
で
税
収
の
飛
躍
的
増
加
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
梅
の
木
を
植
栽
し
、
産
地
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
生
産
者
が
、
梅
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
を
出
荷
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
の
原
材

料
と
な
る
農
産
物
の
可
能
性
の
拡
大
に
寄
与
し
ま

す
。な

お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
梅

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
事
業
費
の
一
部
を
寄
附
金
で
賄

い
ま
す
。

◆
「
起
業
創
業
支
援
、
地
場
産
業
育
成
・
活
性
化

事
業
」

令
和
２
年
度
に
本
市
の
制
度
融
資
に
お
け
る

預
託
額
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
が

ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
融
資
の
円
滑
化
と
貸

付
額
の
増
加
に
向
け
、
こ
の
預
託
額
を
更
に
増
額

し
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
業
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
本
市
の
産
業
・
特
産
品
等
に
関
す
る
進
む
べ

き
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
創
業
者

及
び
既
存
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

更
な
る
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
等
、
事
業
者
へ
の
経
営
相
談
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
庁
内
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

◆
「
民
間
企
業
と
の
積
極
的
交
流
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
西
鉄
や
九
電
を
始
め
多
く
の
民

間
企
業
や
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流
し
、
民
間
の
活
力
や

資
本
を
最
大
限
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
や
人

材
育
成
な
ど
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」

「
市
域
西
側
に
お
け
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
業
」

現
在
は
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
と
い
っ
た
各
種
証
明
書
が
市
役
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
と
即
日
発
行
が
で
き
ず
、
市
役
所
か
ら
遠
方

の
方
に
ご
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
ま
し
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
の
交
付
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書

を
交
付
す
る
窓
口
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務
所
内
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

開
設
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
緊
急
時
に
備

え
た
窓
口
機
能
の
分
散
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
効
率
の
よ
い
運
営
を
心
が
け
ま

す
。

◆
「
人
材
育
成
活
性
化
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
職
員
を
積
極
的
に
国
、
県
、

周
辺
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
外
部
と
交
流
さ
せ

る
な
ど
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
な
ど
役
所
内
の
チ
ー
ム
力

を
発
揮
さ
せ
、
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
卒
者
向
け
の
採
用
試
験
に
お
き
ま
し
て

は
、
能
力
や
適
正
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
養
試
験
や
面
接
試
験

だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
知
識
偏
重
で
は
な
く
「
性
格
特
徴
」
や
「
知
的

能
力
」
を
測
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
験
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
評
価
者
、
被
評
価
者
が
客
観
的
基
準
に
基
づ

き
運
用
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
制
度
の
精
度
向

上
、
人
材
育
成
に
お
け
る
評
価
結
果
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
人
材
の
獲
得
、
育

成
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
採
用
も
再

び
行
い
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
改
革
事
業
」

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
寄
付
額
は
約
４

千
万
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
太
宰
府
ら

し
い
返
礼
品
開
発
や
甲
子
園
応
援
、
令
和
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
コ
ロ
ナ
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
令
和
２
年
度
は
既
に
４
億
円
を
超
え
、
10
倍

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
寄
付
額
７
億
円
を
目
標
に
、

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
及

び
返
礼
品
数
の
更
な
る
拡
大
、
寄
附
者
へ
の
寄
附

金
の
使
途
の
明
確
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
の
全

庁
的
な
取
り
組
み
へ
の
拡
大
及
び
寄
附
者
の
約
７

割
を
占
め
る
関
東
・
関
西
圏
へ
の
広
報
強
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
更
な
る
増
設
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
の
事
業
財
源
確
保
へ
の
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
な
ど
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
増
収
を
図
り
ま
す
。

こ
の
戦
略
、
構
想
は
、
本
市
を
近
隣
に
比
べ

高
齢
化
率
が
高
く
、
一
方
で
学
生
が
多
く
集
う
市

で
あ
り
、
ま
た
活
力
あ
る
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
令
和
効
果
に
よ
り
居
住
意
欲
度
も
上

昇
中
で
、
子
育
て
世
代
の
自
然
増
や
社
会
増
も
期

待
で
き
る
と
分
析
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
か
つ
て
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
万
葉
集
の

精
神
に
も
な
ら
い
、
全
世
代
が
居
場
所
と
出
番
を

持
て
る
本
市
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
、
換
言
す
れ
ば
生
活
支
援
戦
略
を
進
め

る
こ
と
で
、
日
本
一
住
み
や
す
く
世
界
一
元
気
な

都
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
広
報
戦
略
関
係
事
業
」

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
参
画
の
行
政
、

街
づ
く
り
で
地
域
を
創
生
し
て
い
く
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
よ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
市
民
の
意
見
箱
へ
の
オ
ー

プ
ン
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
三
役
も
登
場

す
る
広
報
だ
ざ
い
ふ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
広

報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
分
野
で

全
国
６
位
の
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
昨
年
11
月
に
導
入
い
た
し
ま
し
た

「
太
宰
府
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
動
画
に
よ
る
配
信

な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
も
対
応
可
能
な
、
多

様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
果
的
な
情
報
発
信

を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
を
定
期
的
に
自

治
会
ご
と
に
開
催
し
、
市
長
室
に
招
い
た
り
自
ら

学
校
な
ど
に
出
向
く
な
ど
の
か
た
ち
で
も
積
極
的

に
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
は
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
活
用
し
、
そ

の
数
は
年
間
100
回
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
で
は
高
校
生

か
ら
学
校
内
へ
の
目
安
箱
設
置
を
提
言
さ
れ
、
早

速
小
中
高
大
学
校
に
設
置
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
際
に
は
産
官
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
り
ま

す
太
宰
府
市
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
令
和
元
年
度

に
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
に
基
づ
い
た
貴
重
な
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
多
様
な
市
民
参
加
の
機
会
の
分

野
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
全
般
に

つ
い
て
も
大
所
高
所
か
ら
引
き
続
き
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
で
大
胆
な
市
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の

声
も
参
考
に
し
つ
つ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
教
育
推
進
事
業
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

主
要
な
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
令
和
２
年
度
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
以
降
は

基
本
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
す
る
先
進
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
個
別
学
習
や
家
庭
学
習
を
含
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
事
業
」

市
内
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
も
の
づ
く
り
、
科
学
体
験

と
い
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
先
進
教
育
の
学
び
の
場
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
新
た
な
人
材
の
輩
出
と
先
端
知
的
集
約
産
業

創
生
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
拡
大
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
就
学
援
助
の
対
象
と
し
た
り
、

利
便
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
食
率
は
二

桁
台
ま
で
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
予

算
を
倍
増
し
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
や
事
業
者
の
調
査
研
究
、

中
学
校
在
校
生
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
の
試
食
会

を
行
う
な
ど
、
内
容
の
充
実
や
児
童
生
徒
へ
の
魅

力
の
周
知
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
喫
食
率

の
倍
増
を
目
標
に
利
用
拡
大
を
図
り
、
中
学
生
の

よ
り
良
い
給
食
環
境
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
今
後

さ
ら
な
る
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
事
業
」

福
岡
県
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
通
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
現
在
の
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

◆
「
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
減
免
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
課

税
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
の
５
割
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
」

こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
既
存

施
設
の
増
改
築
に
よ
り
、
定
員
増
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
保
育
士
確
保
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
受

入
れ
児
童
の
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
解
消
の
取

組
み
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
定

員
120
名
規
模
の
保
育
施
設
１
園
を
公
募
し
、
令
和

３
,
４
年
度
の
２
か
年
で
整
備
を
行
い
、
更
な
る

待
機
児
童
対
策
を
進
め
ま
す
。

◆
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
「
太
宰
府
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
健

師
)
」
と
「
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
育

士
)
」
を
配
置
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
に

対
し
て
支
援
を
行
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、
就
任
時
か

ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
学
童
保
育
の
充
実
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
短
大
と

の
連
携
な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
城
小
学
校
の
改
築
に
係
る
基
本
実
施
設
計

や
障
が
い
を
持
つ
児
童
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
な
ど
に
も
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
問
の
神
様

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子

育
て
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
」

第
三
次
地
域
福
祉
計
画
の
実
施
期
間
が
令
和

３
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
中
に
、
「
全
世
代
に
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
太
宰
府
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
目
標
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
指
針
と
な
る
第
四
次
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
既
存
の
各
福
祉
分
野
の
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
拡
充
事
業
」

令
和
２
年
度
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
五

次
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
拡
充
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
失
業
や
収

入
減
少
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困
窮
者
家
計
相
談
支
援

や
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
予
算
の
拡
充
な
ど
、
各
種
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
内
全
域
で
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
の
関
係
課
と
連
携
し
、
高

齢
者
へ
の
個
別
支
援
と
高
齢
者
の
「
通
い
の
場
」

へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
保
健
指
導
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
健
康
教

育
・
相
談
等
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

◆
「
地
域
に
お
け
る
運
動
習
慣
定
着
促
進
事
業
」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
門
と
介
護
予
防
部
門
が
連

携
し
、
民
間
事
業
者
と
協
力
し
た
ケ
ア
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
並
び
に
医
療
費
等
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
活
動
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

つ
ば
さ
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
、
「
第
２
つ
ば
さ
学
級
(
仮

称
)
」
を
定
期
的
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
き
め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
事
業
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

１
年
延
期
に
合
わ
せ
、
本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
も
令

和
３
年
５
月
11
日
に
変
更
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
内
容
の
簡
素
化
及
び
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
空
家
等
対
策
事
業
」

空
家
と
な
る
原
因
と
し
て
、
不
動
産
評
価

額
、
固
定
資
産
税
、
相
続
問
題
等
の
理
由
で
空
家

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
不
動
産
団
体
や

各
種
専
門
家
等
の
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
連

携
、
協
力
し
、
所
有
者
の
相
談
内
容
に
適
し
た
各

団
体
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
空
家
化
の
予
防
、
空

家
の
解
消
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

令
和
２
年
12
月
25
日
に
「
太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
条
例

の
主
旨
目
的
な
ど
を
市
民
に
対
し
て
広
く
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
総
合
行
政
と

し
て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
が
太
古
か
ら
世

界
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
、
我
が
国
・
西
日

本
・
九
州
の
政
治
・
外
交
・
防
衛
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
当
時
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人

に
よ
る
梅
花
の
宴
の
様
子
を
描
い
た
万
葉
集
よ
り

新
元
号
令
和
が
生
ま
れ
た
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
時
空
を
超
え
て
こ
の
地
を
捉
え
直
し
、
令
和

発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
視
点
で
史
跡
の

維
持
保
存
・
活
用
や
国
際
交
流
、
地
域
間
連
携
を

考
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
よ
る
経
済
効
果
上
昇
や
交
通
手
段
の
充
実
に
踏

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
史
跡
100
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

本
年
は
、
大
正
10
年
に
本
市
が
誇
る
大
宰
府

跡
・
水
城
跡
が
我
が
国
で
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
て
か
ら
100
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
１
３
０
０
有
余
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
更

な
る
100
年
先
の
未
来
へ
の
展
望
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

先
日
は
昨
年
断
腸
の
思
い
で
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
令
和
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
の
講

演
会
を
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

し
、
直
々
に
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
の
意
義
を
ひ

も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
後
世

に
も
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
に
は
近
世
・
近
代
の
日
本
文
学
に
造
詣

が
深
く
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
な
ど
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太

宰
府
の
歴
史
や
文
化
の
意
義
や
こ
れ
か
ら
の
100
年

先
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
全
国
619
自
治
体

で
構
成
す
る
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
太
宰

府
大
会
を
、
令
和
３
年
度
に
異
例
の
仕
切
り
直
し

を
し
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

史
跡
100
年
の
記
念
事
業
と
し
て
本
市
の
誇
る

史
跡
を
改
め
て
内
外
に
知
ら
し
め
、
大
太
宰
府
的

な
観
点
か
ら
本
市
の
取
り
組
み
や
提
言
を
全
国
に

向
け
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
100
年

に
向
け
た
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
取

り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
100
年
先
を
見
据
え
た
大
宰
府
政
庁
跡
を

始
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
意
欲

的
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

◆
「
史
跡
地
管
理
事
業
」　

「
令
和
発
祥
の
都 

太
宰
府
」
の
個
性
の
ひ
と

つ
で
あ
る
史
跡
の
維
持
管
理
及
び
史
跡
整
備
を
効

果
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
地
方
分
権
改
革
推
進

提
案
で
実
現
し
た
史
跡
地
の
規
制
緩
和
を
活
か
し

ま
し
て
史
跡
管
理
の
た
め
に
生
じ
る
廃
棄
材
等
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
史
跡
散
策
な
ど
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

◆
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」

様
々
な
形
で
継
続
的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
向
け

て
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
旅
人

の
た
び
と
」
「
れ
い
わ
姫
」
「
お
と
も
の
タ
ビ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。

既
に
、
中
西
進
先
生
を
お
招
き
し
た
史
跡
100

年
記
念
事
業
で
は
、
地
元
学
生
が
「
旅
人
の
た
び

と
」
「
れ
い
わ
姫
」
に
扮
し
会
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の

製
作
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
し
て
新
規
ま
た
は
変
更
登
録
の
際
希
望
者
に

交
付
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
ア
ッ

プ
と
太
宰
府
市
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
内
幹
線
道
路
渋
滞
対
策
事
業
」

本
市
は
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
り
、
渋

滞
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
着
実
な
道
路
整
備
、
交
差
点
、

信
号
な
ど
の
改
善
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
の
継

続
活
用
、
交
通
規
制
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進
な
ど
で
渋
滞
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
メ
ン
バ
ー
も

含
む
総
合
交
通
計
画
協
議
会
や
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
光
客
に
よ
る
密
集

対
策
と
し
て
太
宰
府
市
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的
活
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
混
雑
時

期
に
合
わ
せ
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム
活
用
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
市
内
の
主
要
交
差
点
や
駐
車
場

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

太
宰
府
観
光
の
分
散
化
を
促
し
、
言
わ
ば
環
境
重

視
の
逆
転
発
想
で
渋
滞
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
・
坂
本
地
区
は
住
宅
開
発
に
よ

る
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
後
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

分
・
坂
本
地
区
の
幹
線
道
路
整
備
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、
引
き
続
き
国
や
県

と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰

府
が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
０
年
を
超
え
る
国
際

的
、
文
化
的
都
市
と
し
て
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
次
な
る
１
３
０
０
年
後
ま
で
そ
の
時
の

流
れ
と
令
和
の
慶
び
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
本
市

な
ら
で
は
の
防
災
力
の
強
化
、
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
施
設
や
諸
団
体
な
ど
の
再
編
、
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
編
、
ご
み

減
量
を
始
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
更
新
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
敷
地
内

防
火
水
槽
の
改
修
及
び
梅
香
苑
地
域
防
火
水
槽
の

移
設
工
事
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
や
防
災
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
や
関
係
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
災
害
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
「
川
原
地
下
道
浸
水
対
策
事
業
」

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
増
加
や
市
街
地

開
発
の
進
展
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
な
ど
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
特
に
豪
雨
の
際
は
冠
水
の

危
険
が
あ
る
川
原
地
下
道
の
排
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆
「
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
事
業
」

市
街
地
の
活
性
化
の
項
目
に
お
い
て
五
条
エ

リ
ア
に
お
け
る
駅
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
活
性

化
を
検
討
す
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法

を
使
っ
た
再
開
発
、
整
備
を
鉄
道
会
社
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
道
路
網
の
改
善
や
有
効
な
土
地
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
市
内
生
活
道
路
整
備
拡
大
事
業
」

側
溝
蓋
掛
け
工
事
や
交
差
点
改
良
工
事
等
の

生
活
道
路
改
良
工
事
を
、
計
画
の
前
倒
し
等
で
令

和
３
年
度
の
事
業
予
算
を
拡
大
し
実
施
い
た
し
ま

す
。

◆
「
河
川
改
良
事
業
」

高
尾
川
周
辺
は
、
全
体
と
し
て
宅
地
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
雨
水
の
流
出
が
増
大

し
、
集
中
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
道
路
や
農

地
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
改
善

に
向
け
た
高
尾
川
改
修
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
し
た
蓋
の

更
新
を
前
倒
し
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
地
区

に
は
蓋
に
市
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
や
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
公
共
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
右
記
三
事
業
は
、
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち

込
む
経
済
活
性
化
を
図
る
「
太
宰
府
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
１
億
円
超
の
予
算
を
か
け

て
緊
急
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
事
業
」

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
公

共
施
設
等
の
総
合
的
な
適
正
管
理
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
現
行
施
設
の
統
合
や
複

合
化
も
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
な
公
共
施
設
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
公
共
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
「
第
四
次
環
境
基
本
計
画
策
定
・
推
進
事
業
」

国
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
「
地
域
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
・
循
環
型
都
市
」
の
３
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
て
、
現
在
第
四
次
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
策
定
後
は
、
市

民
・
自
治
会
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
本
市
の
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
の
た
め
に
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
「
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
」

令
和
３
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
住
民
情
報
に
係
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
(
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
更
新
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
本
市
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
を
公
募
し
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
予
算
「
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る
積
極
的
集
大
成
予

算
」
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。重

ね
て
と
な
り
ま
す
が
、
実
に
６
億
円
、

７
・
３
％
も
の
市
税
の
激
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曽

有
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、
公
約
実
現
の
集

大
成
と
も
す
る
二
正
面
作
戦
は
至
難
の
業
と
言
え

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
戦
後
以
来
国
家
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
が
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
始
ま
り
、
市
を
あ
げ
て

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
基
礎
的
自
治

体
は
そ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
市
民
本
位
を
追
求
し
つ
つ
、
一

日
も
早
い
収
束
を
目
指
す
た
め
、
ま
ず
は
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

本
市
が
誇
る
最
も
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
公
共
施

設
の
一
部
を
接
種
会
場
に
選
定
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
を
日
頃
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。な

お
、
昨
日
の
大
臣
会
見
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
の
後
ろ
倒
し
発
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
状
況
や
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
よ
り
今
後
急

き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

可
能
な
限
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
市
だ

け
で
は
決
定
し
か
ね
る
部
分
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。ま

た
、
後
日
提
案
を
い
た
し
ま
す
が
、
緊
急

事
態
再
発
出
の
の
ち
改
め
て
観
光
客
は
減
少
し
、

市
民
生
活
も
委
縮
す
る
な
か
、
新
た
な
経
済
対

策
、
生
活
支
援
策
な
ど
も
速
や
か
に
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
透
明
さ
を
増
す
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
必
定
で
あ

り
ま
す
が
、
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為

に
、
私
の
持
ち
う
る
力
を
振
り
絞
り
、
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
改
め
ま
し
て
、
議
員
各
位
、
市
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

第
１
の
戦
略

「太
宰
府
の
底
力

総
発
揮
構
想

(成
長
戦
略
)」
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こ
の
定
例
会
は
、
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
私
に
与
え

ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
令
和

３
年
度
の
市
政
の
根
幹
と
な
り
ま
す
予
算
案
を
は

じ
め
、
主
要
施
策
並
び
に
条
例
案
を
ご
審
議
い
た

だ
く
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。議

案
提
案
に
先
立
ち
ま
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
臨
む
私
の
所
信
を
披
歴
し
、
議
員
各
位
や

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
月
１
月
28
日
を
も
ち
ま
し
て
市
長
に
就
任

し
て
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば

３
年
前
の
そ
の
日
の
深
夜
、
選
挙
結
果
が
確
定
す

る
と
同
時
に
市
長
に
就
任
し
、
御
礼
廻
り
は
お
ろ

か
睡
眠
も
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
ま
ま
翌
朝
に
は
早

速
市
役
所
に
初
登
庁
い
た
し
ま
し
た
。

前
職
と
の
引
き
継
ぎ
は
な
く
、
副
市
長
も
教

育
長
も
空
席
で
、
旧
知
の
職
員
も
お
ら
ず
、
ま
さ

に
一
人
き
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、

太
宰
府
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
未
曽
有
の
混

乱
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、
そ
の
日
以
来
ひ
た

す
ら
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
議
員
各

位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
一
年
目
で
着
実
に
混
乱
は
収
ま

り
、
初
年
度
か
ら
市
税
が
約
６
千
７
百
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
３
千
万
円
余
り
の
増
加
を
記
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
生
太
宰
府
元
年
と
銘
打
っ
た
二
年
目
は
、

西
鉄
太
宰
府
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
地
元
筑
陽
学

園
高
校
の
春
夏
甲
子
園
出
場
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ 

太
宰
府
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
何

よ
り
、
新
元
号
令
和
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
な
ど
慶

事
が
続
き
ま
し
た
。

政
策
面
で
も
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た

小
学
校
水
泳
授
業
、
甲
子
園
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
市
内
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
時
の
旅
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
意
欲
的
な
試
み
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

誇
り
う
る
歴
史
に
改
め
て
注
目
を
受
け
対
応

に
追
わ
れ
る
な
か
で
も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て

確
実
に
飛
躍
を
遂
げ
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

41
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
私
が
公
約
で
標
榜
し
ま

し
た
日
本
を
代
表
す
る
世
界
に
冠
た
る
都
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

に
終
わ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
緊
急
事

態
宣
言
は
続
い
て
お
り
、
本
市
で
も
陽
性
判
明
者

は
累
計
200
名
に
迫
り
、
今
後
も
対
策
対
応
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
令
和
２
年
度
予
算
を
令
和
還
元
予
算

と
銘
打
ち
、
当
時
過
去
最
大
の
250
億
円
を
超
え
る

予
算
を
組
み
、
一
年
目
二
年
目
の
着
実
な
市
税
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
を
可
能
と
し
た
積
極
的
財
政
投

資
と
地
域
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
た
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
際
観
光
都
市
、
令
和
発
祥
の
都

と
し
て
一
昨
年
多
く
の
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
の
４
月
５
月
は
実
に
96
％
減
と
い
う

壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
近
隣
市
の
３
倍
の

額
と
な
る
最
大
30
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
令
和
支
援

金
な
ど
思
い
切
っ
た
策
を
断
行
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
車
制
度
の
廃
止
な
ど
身
を
切
る

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
よ
る
剰
余
金
、
本
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
分
で
３
億
円
の
独
自
財
源

を
捻
出
し
、
総
計
15
億
円
に
及
ぶ
充
実
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
さ
ま
ざ
ま
ご
ざ
い
ま

し
た
。
就
任
二
年
目
と
な
る
令
和
元
年
度
決
算

も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の
意
欲
的
な
取
組
の

成
果
が
実
り
、
市
税
が
約
１
億
２
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
約
４
倍
、
２
億
１
千
万
円
の
大
幅
な

増
加
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
活
用
に
努
め

る
一
方
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
極
力
抑
え
、
繰
り

上
げ
分
も
含
め
市
債
約
６
億
７
千
万
円
の
償
還
を

実
現
し
ま
し
た
。
基
金
も
新
た
に
２
億
１
千
万
円

上
積
み
す
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
取
り
崩

し
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社

の
全
国
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
20
位
、
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
の
市
区
町
村
魅
力
度
調
査
で
は

42
位
と
上
位
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
も
多
様
な
地

域
参
加
部
門
が
１
位
、
行
政
情
報
発
信
部
門
が
６

位
と
最
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
３
月
に
は
か
ね
て
よ
り
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
私
の
公
約
を
基
に
本
市
の
底
力

総
発
揮
構
想
、
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
、
大

太
宰
府
構
想
、
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
を
柱
と

し
た
「
太
宰
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
(
通
称
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
)
」
を
打
ち
立
て
、
鋭
意
実
行
に
移
し
て
お
り

ま
す
。

４
月
に
は
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
横
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
務
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
従
来
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
西
の
役
割
分
担
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
い
高
齢
者
の
総
合
的
な
支
援

を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
４
月
に
は
特
別
史
跡
大
宰
府
跡

の
一
部
古
代
の
客
館
跡
を
整
備
し
て
史
跡
広
場
と

し
、
６
月
に
は
従
来
の
日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

西
の
都
」
を
大
太
宰
府
構
想
の
一
環
と
し
て
近
隣

地
域
に
広
域
化
す
る
な
ど
、
史
跡
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
本
市
初
め
て
と
な
る
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
を
実
現
し
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
東
谷

氏
を
観
光
経
済
部
理
事
と
し
て
迎
え
、
本
市
若
手

職
員
を
先
方
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
氷

河
期
世
代
採
用
も
初
め
て
行
い
、
７
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
国
や
県
と
の
人
材
交
流
も
積
極
的
に

実
行
し
ま
し
た
が
、
民
間
勤
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫

折
を
経
験
し
た
新
た
な
人
材
も
複
数
受
け
入
れ
る

こ
と
で
本
市
の
職
場
風
土
も
活
性
化
し
、
市
の
為

市
民
の
為
に
さ
ら
に
働
く
組
織
に
脱
皮
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
に

は
西
日
本
鉄
道
㈱
と
、
11
月
に
は
九
州
電
力
㈱
と

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
、
早
速
、
年
末
年
始
の
コ
ロ

ナ
対
策
や
観
光
振
興
、
産
品
開
発
な
ど
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
太
宰
府
ら
し
さ
や
独
自
性
を
追
求
し
た
返
礼

品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
着
実
に
寄
附
額
が
増
え

て
お
り
、
就
任
当
初
額
の
10
倍
と
な
る
４
億
円
の

大
台
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

陽
性
判
明
者
が
全
国
的
に
増
加
す
る
な
か
、

市
に
最
も
お
客
様
が
訪
れ
る
年
末
年
始
初
詣
の
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
西
鉄
太
宰

府
駅
な
ど
で
マ
ス
ク
の
配
布
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
設
置
を
行
い
、
来
訪
者
の
体
調
管
理
と
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
や
西
日
本
鉄
道
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
３
月
末
ま
で
の
分
散
参

拝
を
呼
び
か
け
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を
例
年
と
変
更

い
た
だ
く
と
と
も
に
交
通
状
況
や
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
を
積
極
的
に
周
知
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
情
報
案
内
サ
イ
ト
に
は
前

年
と
比
べ
て
正
月
３
が
日
で
３
割
増
、
３
連
休
は

５
倍
増
と
い
う
多
数
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、

人
出
は
前
年
比
７
割
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
年
末
年
始
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
改
め
て
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
感
染

し
た
本
市
職
員
や
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
市

民
の
方
の
声
を
受
け
、
県
内
で
初
め
て
自
宅
療
養

者
向
け
の
食
料
、
生
活
物
資
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
バ
イ
ト
や
仕
送
り
が
な
く
な
り
厳
し
い
学

生
生
活
を
強
い
ら
れ
る
大
学
生
留
学
生
へ
の
食
事

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
所
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
が
届
く
市
政
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
目
は
未
曽
有
の
混
乱
か

ら
の
脱
却
、
二
年
目
は
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の

飛
躍
、
三
年
目
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
、
一
年
一
年
異
な
る
難
題

に
立
ち
向
か
う
起
伏
の
激
し
い
三
年
間
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
政
混
迷
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
の
発
信
を
心
が

け
、
議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
市
政
再
建
に
邁
進
し
、
太
宰
府
の
底
ヂ

カ
ラ
を
引
き
出
し
本
市
を
日
本
を
代
表
す
る
都
に

す
る
べ
く
、
私
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
は
、
今
な
お
続
く

コ
ロ
ナ
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
つ
つ
、
私
の

公
約
に
従
い
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
を

総
仕
上
げ
、
総
決
算
し
、
集
大
成
と
す
る
二
正
面

作
戦
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
決
意
の
も
と
、
令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
積

極
的
に
投
資
す
る
側
面
と
、
市
長
任
期
最
終
年
度

に
お
け
る
公
約
達
成
の
集
大
成
の
側
面
を
併
せ
持

つ
「
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る

積
極
的
集
大
成
予
算
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
比
５
億
円
、
２
％
増
の
総
額
255

億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

昨
年
度
策
定
し
た
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
「
成
長
戦
略
」
「
移
住
定
住
戦
略
」
「
圏
域

拡
大
戦
略
」
「
行
財
政
改
革
戦
略
」
と
い
う
４
つ

の
戦
略
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活
性
化
」
「
財
政

健
全
化
」
「
新
た
な
生
活
様
式
」
と
い
う
コ
ロ
ナ

対
策
の
３
つ
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
、
大
胆
か
つ

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
方
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務

的
な
支
出
以
外
の
経
費
を
前
年
度
予
算
比
で
５
％

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
単
位
で

３
つ
以
上
提
案
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
際
は
既
存
事
業
の

改
善
・
廃
止
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
財
源
の
捻

出
・
確
保
を
行
う
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
」
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
事
業
の
精

査
を
行
い
、
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
、
い
わ
ゆ

る
無
駄
の
削
減
、
効
率
の
よ
い
運
営
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
員
一
人
一
人
が
常
に
世
の
為
人
の

為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
企
画
立
案
を

心
掛
け
る
よ
う
、
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議

並
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針
を
語

り
か
け
、
そ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
実
に
約
６
億

円
、
７
・
３
％
激
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
市

税
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
３
つ
の
２
億
円
を
捻
出

い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
に
お

け
る
運
賃
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し

に
よ
り
ま
す
収
入
増
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
等
人
件
費
の
予
算
の
削
減
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
公
共
施
設
改
修
の
抑

制
、
緑
地
公
有
化
の
見
直
し
、
そ
の
他
徹
底
し
た

事
業
の
精
査
を
行
い
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
徹
底
し
た
行
革
、
聖

域
な
き
歳
出
入
一
体
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
、

約
２
億
円
を
捻
出
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度

の
寄
附
額
目
標
を
令
和
２
年
度
当
初
予
算
時
の
３

億
円
か
ら
４
億
円
増
の
７
億
円
に
設
定
し
、
経
費

を
差
し
引
い
た
実
質
増
収
分
約
２
億
円
を
新
た
な

財
源
と
い
た
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
私
の
市
長

就
任
以
来
積
み
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
財
政
調
整

資
金
積
立
金
約
２
・
７
億
円
の
う
ち
２
億
円
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
私
の
持
ち
う
る
力
の
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
重
点
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
順
次
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
を
太
宰
府
天
満

宮
を
始
め
と
す
る
名
所
や
、
令
和
発
祥
の
地
と

な
っ
た
大
宰
府
政
庁
跡
な
ど
の
価
値
あ
る
史
跡
、

５
つ
も
の
大
学
・
短
大
な
ど
他
市
を
圧
倒
す
る
多

く
の
歴
史
的
文
化
的
資
源
を
有
し
、
活
気
あ
る
福

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
も
位
置
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
都
と
位
置
付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
を
始
め

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
知
恵
を
駆
使
し
て
総
結
集
し
、

本
来
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
、

「
令
和
発
祥
の
都
」
と
し
て
さ
ら
に
羽
ば
た
き
、

我
が
国
そ
し
て
地
方
の
牽
引
役
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
回
遊
型
観
光
ル
ー
ト
活
用
促
進
事
業
」

一
昨
年
の
10
月
に
待
望
の
宿
泊
及
び
飲
食
施

設
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ　

太
宰
府
」

が
開
業
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
密
と
な
り
に
く
い
独
立
し
た
空
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
稼
働
率
も
今
な
お
高

く
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
更
に
２
棟
が
開
業
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
太
宰
府
の
資
産
を
活
用
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル

を
始
め
と
し
た
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
に
よ
り
中

長
期
滞
在
型
旅
行
者
の
市
内
へ
の
取
り
込
み
を
図

り
、
さ
ら
な
る
地
場
産
業
創
出
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
と
も
観
光
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
観
光
客
の
さ
ら

な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
奨
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
旅
行
企
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
既
存
路
線
を
観
光

路
線
と
し
て
も
活
用
し
な
が
ら
、
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
太
宰
府
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
古

民
家
や
門
前
町
周
辺
の
建
物
の
改
修
等
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
の
街
な
み
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
「
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
」

か
ね
て
よ
り
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
超
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た

太
宰
府
の
梅
の
価
値
に
改
め
て
注
目
し
、
史
跡
地

の
梅
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
規
制
緩
和
を
追
い

風
に
、
梅
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
注
力
し
ま

す
。そ

の
製
品
を
新
た
な
地
場
み
や
げ
産
業
と
し

て
振
興
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す

る
事
で
税
収
の
飛
躍
的
増
加
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
梅
の
木
を
植
栽
し
、
産
地
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
生
産
者
が
、
梅
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
を
出
荷
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
の
原
材

料
と
な
る
農
産
物
の
可
能
性
の
拡
大
に
寄
与
し
ま

す
。な

お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
梅

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
事
業
費
の
一
部
を
寄
附
金
で
賄

い
ま
す
。

◆
「
起
業
創
業
支
援
、
地
場
産
業
育
成
・
活
性
化

事
業
」

令
和
２
年
度
に
本
市
の
制
度
融
資
に
お
け
る

預
託
額
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
が

ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
融
資
の
円
滑
化
と
貸

付
額
の
増
加
に
向
け
、
こ
の
預
託
額
を
更
に
増
額

し
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
業
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
本
市
の
産
業
・
特
産
品
等
に
関
す
る
進
む
べ

き
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
創
業
者

及
び
既
存
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

更
な
る
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
等
、
事
業
者
へ
の
経
営
相
談
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
庁
内
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

◆
「
民
間
企
業
と
の
積
極
的
交
流
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
西
鉄
や
九
電
を
始
め
多
く
の
民

間
企
業
や
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流
し
、
民
間
の
活
力
や

資
本
を
最
大
限
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
や
人

材
育
成
な
ど
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」

「
市
域
西
側
に
お
け
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
業
」

現
在
は
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
と
い
っ
た
各
種
証
明
書
が
市
役
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
と
即
日
発
行
が
で
き
ず
、
市
役
所
か
ら
遠
方

の
方
に
ご
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
ま
し
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
の
交
付
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書

を
交
付
す
る
窓
口
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務
所
内
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

開
設
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
緊
急
時
に
備

え
た
窓
口
機
能
の
分
散
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
効
率
の
よ
い
運
営
を
心
が
け
ま

す
。

◆
「
人
材
育
成
活
性
化
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
職
員
を
積
極
的
に
国
、
県
、

周
辺
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
外
部
と
交
流
さ
せ

る
な
ど
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
な
ど
役
所
内
の
チ
ー
ム
力

を
発
揮
さ
せ
、
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
卒
者
向
け
の
採
用
試
験
に
お
き
ま
し
て

は
、
能
力
や
適
正
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
養
試
験
や
面
接
試
験

だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
知
識
偏
重
で
は
な
く
「
性
格
特
徴
」
や
「
知
的

能
力
」
を
測
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
験
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
評
価
者
、
被
評
価
者
が
客
観
的
基
準
に
基
づ

き
運
用
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
制
度
の
精
度
向

上
、
人
材
育
成
に
お
け
る
評
価
結
果
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
人
材
の
獲
得
、
育

成
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
採
用
も
再

び
行
い
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
改
革
事
業
」

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
寄
付
額
は
約
４

千
万
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
太
宰
府
ら

し
い
返
礼
品
開
発
や
甲
子
園
応
援
、
令
和
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
コ
ロ
ナ
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
令
和
２
年
度
は
既
に
４
億
円
を
超
え
、
10
倍

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
寄
付
額
７
億
円
を
目
標
に
、

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
及

び
返
礼
品
数
の
更
な
る
拡
大
、
寄
附
者
へ
の
寄
附

金
の
使
途
の
明
確
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
の
全

庁
的
な
取
り
組
み
へ
の
拡
大
及
び
寄
附
者
の
約
７

割
を
占
め
る
関
東
・
関
西
圏
へ
の
広
報
強
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
更
な
る
増
設
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
の
事
業
財
源
確
保
へ
の
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
な
ど
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
増
収
を
図
り
ま
す
。

こ
の
戦
略
、
構
想
は
、
本
市
を
近
隣
に
比
べ

高
齢
化
率
が
高
く
、
一
方
で
学
生
が
多
く
集
う
市

で
あ
り
、
ま
た
活
力
あ
る
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
令
和
効
果
に
よ
り
居
住
意
欲
度
も
上

昇
中
で
、
子
育
て
世
代
の
自
然
増
や
社
会
増
も
期

待
で
き
る
と
分
析
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
か
つ
て
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
万
葉
集
の

精
神
に
も
な
ら
い
、
全
世
代
が
居
場
所
と
出
番
を

持
て
る
本
市
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
、
換
言
す
れ
ば
生
活
支
援
戦
略
を
進
め

る
こ
と
で
、
日
本
一
住
み
や
す
く
世
界
一
元
気
な

都
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
広
報
戦
略
関
係
事
業
」

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
参
画
の
行
政
、

街
づ
く
り
で
地
域
を
創
生
し
て
い
く
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
よ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
市
民
の
意
見
箱
へ
の
オ
ー

プ
ン
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
三
役
も
登
場

す
る
広
報
だ
ざ
い
ふ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
広

報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
分
野
で

全
国
６
位
の
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
昨
年
11
月
に
導
入
い
た
し
ま
し
た

「
太
宰
府
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
動
画
に
よ
る
配
信

な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
も
対
応
可
能
な
、
多

様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
果
的
な
情
報
発
信

を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
を
定
期
的
に
自

治
会
ご
と
に
開
催
し
、
市
長
室
に
招
い
た
り
自
ら

学
校
な
ど
に
出
向
く
な
ど
の
か
た
ち
で
も
積
極
的

に
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
は
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
活
用
し
、
そ

の
数
は
年
間
100
回
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
で
は
高
校
生

か
ら
学
校
内
へ
の
目
安
箱
設
置
を
提
言
さ
れ
、
早

速
小
中
高
大
学
校
に
設
置
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
際
に
は
産
官
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
り
ま

す
太
宰
府
市
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
令
和
元
年
度

に
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
に
基
づ
い
た
貴
重
な
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
多
様
な
市
民
参
加
の
機
会
の
分

野
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
全
般
に

つ
い
て
も
大
所
高
所
か
ら
引
き
続
き
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
で
大
胆
な
市
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の

声
も
参
考
に
し
つ
つ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
教
育
推
進
事
業
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

主
要
な
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
令
和
２
年
度
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
以
降
は

基
本
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
す
る
先
進
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
個
別
学
習
や
家
庭
学
習
を
含
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
事
業
」

市
内
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
も
の
づ
く
り
、
科
学
体
験

と
い
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
先
進
教
育
の
学
び
の
場
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
新
た
な
人
材
の
輩
出
と
先
端
知
的
集
約
産
業

創
生
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
拡
大
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
就
学
援
助
の
対
象
と
し
た
り
、

利
便
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
食
率
は
二

桁
台
ま
で
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
予

算
を
倍
増
し
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
や
事
業
者
の
調
査
研
究
、

中
学
校
在
校
生
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
の
試
食
会

を
行
う
な
ど
、
内
容
の
充
実
や
児
童
生
徒
へ
の
魅

力
の
周
知
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
喫
食
率

の
倍
増
を
目
標
に
利
用
拡
大
を
図
り
、
中
学
生
の

よ
り
良
い
給
食
環
境
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
今
後

さ
ら
な
る
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
事
業
」

福
岡
県
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
通
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
現
在
の
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

◆
「
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
減
免
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
課

税
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
の
５
割
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
」

こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
既
存

施
設
の
増
改
築
に
よ
り
、
定
員
増
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
保
育
士
確
保
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
受

入
れ
児
童
の
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
解
消
の
取

組
み
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
定

員
120
名
規
模
の
保
育
施
設
１
園
を
公
募
し
、
令
和

３
,
４
年
度
の
２
か
年
で
整
備
を
行
い
、
更
な
る

待
機
児
童
対
策
を
進
め
ま
す
。

◆
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
「
太
宰
府
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
健

師
)
」
と
「
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
育

士
)
」
を
配
置
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
に

対
し
て
支
援
を
行
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、
就
任
時
か

ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
学
童
保
育
の
充
実
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
短
大
と

の
連
携
な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
城
小
学
校
の
改
築
に
係
る
基
本
実
施
設
計

や
障
が
い
を
持
つ
児
童
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
な
ど
に
も
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
問
の
神
様

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子

育
て
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
」

第
三
次
地
域
福
祉
計
画
の
実
施
期
間
が
令
和

３
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
中
に
、
「
全
世
代
に
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
太
宰
府
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
目
標
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
指
針
と
な
る
第
四
次
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
既
存
の
各
福
祉
分
野
の
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
拡
充
事
業
」

令
和
２
年
度
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
五

次
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
拡
充
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
失
業
や
収

入
減
少
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困
窮
者
家
計
相
談
支
援

や
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
予
算
の
拡
充
な
ど
、
各
種
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
内
全
域
で
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
の
関
係
課
と
連
携
し
、
高

齢
者
へ
の
個
別
支
援
と
高
齢
者
の
「
通
い
の
場
」

へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
保
健
指
導
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
健
康
教

育
・
相
談
等
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

◆
「
地
域
に
お
け
る
運
動
習
慣
定
着
促
進
事
業
」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
門
と
介
護
予
防
部
門
が
連

携
し
、
民
間
事
業
者
と
協
力
し
た
ケ
ア
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
並
び
に
医
療
費
等
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
活
動
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

つ
ば
さ
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
、
「
第
２
つ
ば
さ
学
級
(
仮

称
)
」
を
定
期
的
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
き
め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
事
業
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

１
年
延
期
に
合
わ
せ
、
本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
も
令

和
３
年
５
月
11
日
に
変
更
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
内
容
の
簡
素
化
及
び
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
空
家
等
対
策
事
業
」

空
家
と
な
る
原
因
と
し
て
、
不
動
産
評
価

額
、
固
定
資
産
税
、
相
続
問
題
等
の
理
由
で
空
家

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
不
動
産
団
体
や

各
種
専
門
家
等
の
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
連

携
、
協
力
し
、
所
有
者
の
相
談
内
容
に
適
し
た
各

団
体
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
空
家
化
の
予
防
、
空

家
の
解
消
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

令
和
２
年
12
月
25
日
に
「
太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
条
例

の
主
旨
目
的
な
ど
を
市
民
に
対
し
て
広
く
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
総
合
行
政
と

し
て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
が
太
古
か
ら
世

界
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
、
我
が
国
・
西
日

本
・
九
州
の
政
治
・
外
交
・
防
衛
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
当
時
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人

に
よ
る
梅
花
の
宴
の
様
子
を
描
い
た
万
葉
集
よ
り

新
元
号
令
和
が
生
ま
れ
た
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
時
空
を
超
え
て
こ
の
地
を
捉
え
直
し
、
令
和

発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
視
点
で
史
跡
の

維
持
保
存
・
活
用
や
国
際
交
流
、
地
域
間
連
携
を

考
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
よ
る
経
済
効
果
上
昇
や
交
通
手
段
の
充
実
に
踏

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
史
跡
100
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

本
年
は
、
大
正
10
年
に
本
市
が
誇
る
大
宰
府

跡
・
水
城
跡
が
我
が
国
で
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
て
か
ら
100
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
１
３
０
０
有
余
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
更

な
る
100
年
先
の
未
来
へ
の
展
望
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

先
日
は
昨
年
断
腸
の
思
い
で
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
令
和
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
の
講

演
会
を
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

し
、
直
々
に
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
の
意
義
を
ひ

も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
後
世

に
も
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
に
は
近
世
・
近
代
の
日
本
文
学
に
造
詣

が
深
く
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
な
ど
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太

宰
府
の
歴
史
や
文
化
の
意
義
や
こ
れ
か
ら
の
100
年

先
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
全
国
619
自
治
体

で
構
成
す
る
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
太
宰

府
大
会
を
、
令
和
３
年
度
に
異
例
の
仕
切
り
直
し

を
し
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

史
跡
100
年
の
記
念
事
業
と
し
て
本
市
の
誇
る

史
跡
を
改
め
て
内
外
に
知
ら
し
め
、
大
太
宰
府
的

な
観
点
か
ら
本
市
の
取
り
組
み
や
提
言
を
全
国
に

向
け
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
100
年

に
向
け
た
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
取

り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
100
年
先
を
見
据
え
た
大
宰
府
政
庁
跡
を

始
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
意
欲

的
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

◆
「
史
跡
地
管
理
事
業
」　

「
令
和
発
祥
の
都 

太
宰
府
」
の
個
性
の
ひ
と

つ
で
あ
る
史
跡
の
維
持
管
理
及
び
史
跡
整
備
を
効

果
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
地
方
分
権
改
革
推
進

提
案
で
実
現
し
た
史
跡
地
の
規
制
緩
和
を
活
か
し

ま
し
て
史
跡
管
理
の
た
め
に
生
じ
る
廃
棄
材
等
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
史
跡
散
策
な
ど
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

◆
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」

様
々
な
形
で
継
続
的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
向
け

て
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
旅
人

の
た
び
と
」
「
れ
い
わ
姫
」
「
お
と
も
の
タ
ビ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。

既
に
、
中
西
進
先
生
を
お
招
き
し
た
史
跡
100

年
記
念
事
業
で
は
、
地
元
学
生
が
「
旅
人
の
た
び

と
」
「
れ
い
わ
姫
」
に
扮
し
会
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の

製
作
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
し
て
新
規
ま
た
は
変
更
登
録
の
際
希
望
者
に

交
付
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
ア
ッ

プ
と
太
宰
府
市
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
内
幹
線
道
路
渋
滞
対
策
事
業
」

本
市
は
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
り
、
渋

滞
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
着
実
な
道
路
整
備
、
交
差
点
、

信
号
な
ど
の
改
善
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
の
継

続
活
用
、
交
通
規
制
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進
な
ど
で
渋
滞
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
メ
ン
バ
ー
も

含
む
総
合
交
通
計
画
協
議
会
や
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
光
客
に
よ
る
密
集

対
策
と
し
て
太
宰
府
市
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的
活
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
混
雑
時

期
に
合
わ
せ
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム
活
用
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
市
内
の
主
要
交
差
点
や
駐
車
場

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

太
宰
府
観
光
の
分
散
化
を
促
し
、
言
わ
ば
環
境
重

視
の
逆
転
発
想
で
渋
滞
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
・
坂
本
地
区
は
住
宅
開
発
に
よ

る
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
後
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

分
・
坂
本
地
区
の
幹
線
道
路
整
備
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、
引
き
続
き
国
や
県

と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰

府
が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
０
年
を
超
え
る
国
際

的
、
文
化
的
都
市
と
し
て
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
次
な
る
１
３
０
０
年
後
ま
で
そ
の
時
の

流
れ
と
令
和
の
慶
び
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
本
市

な
ら
で
は
の
防
災
力
の
強
化
、
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
施
設
や
諸
団
体
な
ど
の
再
編
、
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
編
、
ご
み

減
量
を
始
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
更
新
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
敷
地
内

防
火
水
槽
の
改
修
及
び
梅
香
苑
地
域
防
火
水
槽
の

移
設
工
事
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
や
防
災
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
や
関
係
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
災
害
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
「
川
原
地
下
道
浸
水
対
策
事
業
」

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
増
加
や
市
街
地

開
発
の
進
展
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
な
ど
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
特
に
豪
雨
の
際
は
冠
水
の

危
険
が
あ
る
川
原
地
下
道
の
排
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆
「
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
事
業
」

市
街
地
の
活
性
化
の
項
目
に
お
い
て
五
条
エ

リ
ア
に
お
け
る
駅
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
活
性

化
を
検
討
す
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法

を
使
っ
た
再
開
発
、
整
備
を
鉄
道
会
社
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
道
路
網
の
改
善
や
有
効
な
土
地
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
市
内
生
活
道
路
整
備
拡
大
事
業
」

側
溝
蓋
掛
け
工
事
や
交
差
点
改
良
工
事
等
の

生
活
道
路
改
良
工
事
を
、
計
画
の
前
倒
し
等
で
令

和
３
年
度
の
事
業
予
算
を
拡
大
し
実
施
い
た
し
ま

す
。

◆
「
河
川
改
良
事
業
」

高
尾
川
周
辺
は
、
全
体
と
し
て
宅
地
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
雨
水
の
流
出
が
増
大

し
、
集
中
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
道
路
や
農

地
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
改
善

に
向
け
た
高
尾
川
改
修
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
し
た
蓋
の

更
新
を
前
倒
し
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
地
区

に
は
蓋
に
市
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
や
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
公
共
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
右
記
三
事
業
は
、
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち

込
む
経
済
活
性
化
を
図
る
「
太
宰
府
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
１
億
円
超
の
予
算
を
か
け

て
緊
急
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
事
業
」

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
公

共
施
設
等
の
総
合
的
な
適
正
管
理
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
現
行
施
設
の
統
合
や
複

合
化
も
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
な
公
共
施
設
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
公
共
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
「
第
四
次
環
境
基
本
計
画
策
定
・
推
進
事
業
」

国
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
「
地
域
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
・
循
環
型
都
市
」
の
３
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
て
、
現
在
第
四
次
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
策
定
後
は
、
市

民
・
自
治
会
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
本
市
の
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
の
た
め
に
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
「
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
」

令
和
３
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
住
民
情
報
に
係
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
(
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
更
新
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
本
市
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
を
公
募
し
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
予
算
「
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る
積
極
的
集
大
成
予

算
」
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。重

ね
て
と
な
り
ま
す
が
、
実
に
６
億
円
、

７
・
３
％
も
の
市
税
の
激
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曽

有
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、
公
約
実
現
の
集

大
成
と
も
す
る
二
正
面
作
戦
は
至
難
の
業
と
言
え

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
戦
後
以
来
国
家
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
が
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
始
ま
り
、
市
を
あ
げ
て

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
基
礎
的
自
治

体
は
そ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
市
民
本
位
を
追
求
し
つ
つ
、
一

日
も
早
い
収
束
を
目
指
す
た
め
、
ま
ず
は
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

本
市
が
誇
る
最
も
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
公
共
施

設
の
一
部
を
接
種
会
場
に
選
定
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
を
日
頃
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。な

お
、
昨
日
の
大
臣
会
見
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
の
後
ろ
倒
し
発
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
状
況
や
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
よ
り
今
後
急

き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

可
能
な
限
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
市
だ

け
で
は
決
定
し
か
ね
る
部
分
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。ま

た
、
後
日
提
案
を
い
た
し
ま
す
が
、
緊
急

事
態
再
発
出
の
の
ち
改
め
て
観
光
客
は
減
少
し
、

市
民
生
活
も
委
縮
す
る
な
か
、
新
た
な
経
済
対

策
、
生
活
支
援
策
な
ど
も
速
や
か
に
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
透
明
さ
を
増
す
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
必
定
で
あ

り
ま
す
が
、
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為

に
、
私
の
持
ち
う
る
力
を
振
り
絞
り
、
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
改
め
ま
し
て
、
議
員
各
位
、
市
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

第
２
の
戦
略

「太
宰
府
型
全
世
代
居
場
所
と

出
番
構
想(

移
住
定
住
戦
略)

」
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こ
の
定
例
会
は
、
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
私
に
与
え

ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
令
和

３
年
度
の
市
政
の
根
幹
と
な
り
ま
す
予
算
案
を
は

じ
め
、
主
要
施
策
並
び
に
条
例
案
を
ご
審
議
い
た

だ
く
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。議

案
提
案
に
先
立
ち
ま
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
臨
む
私
の
所
信
を
披
歴
し
、
議
員
各
位
や

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
月
１
月
28
日
を
も
ち
ま
し
て
市
長
に
就
任

し
て
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば

３
年
前
の
そ
の
日
の
深
夜
、
選
挙
結
果
が
確
定
す

る
と
同
時
に
市
長
に
就
任
し
、
御
礼
廻
り
は
お
ろ

か
睡
眠
も
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
ま
ま
翌
朝
に
は
早

速
市
役
所
に
初
登
庁
い
た
し
ま
し
た
。

前
職
と
の
引
き
継
ぎ
は
な
く
、
副
市
長
も
教

育
長
も
空
席
で
、
旧
知
の
職
員
も
お
ら
ず
、
ま
さ

に
一
人
き
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、

太
宰
府
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
未
曽
有
の
混

乱
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、
そ
の
日
以
来
ひ
た

す
ら
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
議
員
各

位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
一
年
目
で
着
実
に
混
乱
は
収
ま

り
、
初
年
度
か
ら
市
税
が
約
６
千
７
百
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
３
千
万
円
余
り
の
増
加
を
記
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
生
太
宰
府
元
年
と
銘
打
っ
た
二
年
目
は
、

西
鉄
太
宰
府
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
地
元
筑
陽
学

園
高
校
の
春
夏
甲
子
園
出
場
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ 

太
宰
府
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
何

よ
り
、
新
元
号
令
和
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
な
ど
慶

事
が
続
き
ま
し
た
。

政
策
面
で
も
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た

小
学
校
水
泳
授
業
、
甲
子
園
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
市
内
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
時
の
旅
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
意
欲
的
な
試
み
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

誇
り
う
る
歴
史
に
改
め
て
注
目
を
受
け
対
応

に
追
わ
れ
る
な
か
で
も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て

確
実
に
飛
躍
を
遂
げ
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

41
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
私
が
公
約
で
標
榜
し
ま

し
た
日
本
を
代
表
す
る
世
界
に
冠
た
る
都
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

に
終
わ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
緊
急
事

態
宣
言
は
続
い
て
お
り
、
本
市
で
も
陽
性
判
明
者

は
累
計
200
名
に
迫
り
、
今
後
も
対
策
対
応
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
令
和
２
年
度
予
算
を
令
和
還
元
予
算

と
銘
打
ち
、
当
時
過
去
最
大
の
250
億
円
を
超
え
る

予
算
を
組
み
、
一
年
目
二
年
目
の
着
実
な
市
税
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
を
可
能
と
し
た
積
極
的
財
政
投

資
と
地
域
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
た
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
際
観
光
都
市
、
令
和
発
祥
の
都

と
し
て
一
昨
年
多
く
の
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
の
４
月
５
月
は
実
に
96
％
減
と
い
う

壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
近
隣
市
の
３
倍
の

額
と
な
る
最
大
30
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
令
和
支
援

金
な
ど
思
い
切
っ
た
策
を
断
行
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
車
制
度
の
廃
止
な
ど
身
を
切
る

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
よ
る
剰
余
金
、
本
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
分
で
３
億
円
の
独
自
財
源

を
捻
出
し
、
総
計
15
億
円
に
及
ぶ
充
実
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
さ
ま
ざ
ま
ご
ざ
い
ま

し
た
。
就
任
二
年
目
と
な
る
令
和
元
年
度
決
算

も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の
意
欲
的
な
取
組
の

成
果
が
実
り
、
市
税
が
約
１
億
２
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
約
４
倍
、
２
億
１
千
万
円
の
大
幅
な

増
加
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
活
用
に
努
め

る
一
方
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
極
力
抑
え
、
繰
り

上
げ
分
も
含
め
市
債
約
６
億
７
千
万
円
の
償
還
を

実
現
し
ま
し
た
。
基
金
も
新
た
に
２
億
１
千
万
円

上
積
み
す
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
取
り
崩

し
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社

の
全
国
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
20
位
、
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
の
市
区
町
村
魅
力
度
調
査
で
は

42
位
と
上
位
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
も
多
様
な
地

域
参
加
部
門
が
１
位
、
行
政
情
報
発
信
部
門
が
６

位
と
最
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
３
月
に
は
か
ね
て
よ
り
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
私
の
公
約
を
基
に
本
市
の
底
力

総
発
揮
構
想
、
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
、
大

太
宰
府
構
想
、
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
を
柱
と

し
た
「
太
宰
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
(
通
称
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
)
」
を
打
ち
立
て
、
鋭
意
実
行
に
移
し
て
お
り

ま
す
。

４
月
に
は
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
横
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
務
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
従
来
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
西
の
役
割
分
担
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
い
高
齢
者
の
総
合
的
な
支
援

を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
４
月
に
は
特
別
史
跡
大
宰
府
跡

の
一
部
古
代
の
客
館
跡
を
整
備
し
て
史
跡
広
場
と

し
、
６
月
に
は
従
来
の
日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

西
の
都
」
を
大
太
宰
府
構
想
の
一
環
と
し
て
近
隣

地
域
に
広
域
化
す
る
な
ど
、
史
跡
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
本
市
初
め
て
と
な
る
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
を
実
現
し
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
東
谷

氏
を
観
光
経
済
部
理
事
と
し
て
迎
え
、
本
市
若
手

職
員
を
先
方
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
氷

河
期
世
代
採
用
も
初
め
て
行
い
、
７
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
国
や
県
と
の
人
材
交
流
も
積
極
的
に

実
行
し
ま
し
た
が
、
民
間
勤
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫

折
を
経
験
し
た
新
た
な
人
材
も
複
数
受
け
入
れ
る

こ
と
で
本
市
の
職
場
風
土
も
活
性
化
し
、
市
の
為

市
民
の
為
に
さ
ら
に
働
く
組
織
に
脱
皮
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
に

は
西
日
本
鉄
道
㈱
と
、
11
月
に
は
九
州
電
力
㈱
と

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
、
早
速
、
年
末
年
始
の
コ
ロ

ナ
対
策
や
観
光
振
興
、
産
品
開
発
な
ど
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
太
宰
府
ら
し
さ
や
独
自
性
を
追
求
し
た
返
礼

品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
着
実
に
寄
附
額
が
増
え

て
お
り
、
就
任
当
初
額
の
10
倍
と
な
る
４
億
円
の

大
台
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

陽
性
判
明
者
が
全
国
的
に
増
加
す
る
な
か
、

市
に
最
も
お
客
様
が
訪
れ
る
年
末
年
始
初
詣
の
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
西
鉄
太
宰

府
駅
な
ど
で
マ
ス
ク
の
配
布
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
設
置
を
行
い
、
来
訪
者
の
体
調
管
理
と
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
や
西
日
本
鉄
道
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
３
月
末
ま
で
の
分
散
参

拝
を
呼
び
か
け
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を
例
年
と
変
更

い
た
だ
く
と
と
も
に
交
通
状
況
や
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
を
積
極
的
に
周
知
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
情
報
案
内
サ
イ
ト
に
は
前

年
と
比
べ
て
正
月
３
が
日
で
３
割
増
、
３
連
休
は

５
倍
増
と
い
う
多
数
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、

人
出
は
前
年
比
７
割
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
年
末
年
始
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
改
め
て
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
感
染

し
た
本
市
職
員
や
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
市

民
の
方
の
声
を
受
け
、
県
内
で
初
め
て
自
宅
療
養

者
向
け
の
食
料
、
生
活
物
資
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
バ
イ
ト
や
仕
送
り
が
な
く
な
り
厳
し
い
学

生
生
活
を
強
い
ら
れ
る
大
学
生
留
学
生
へ
の
食
事

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
所
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
が
届
く
市
政
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
目
は
未
曽
有
の
混
乱
か

ら
の
脱
却
、
二
年
目
は
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の

飛
躍
、
三
年
目
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
、
一
年
一
年
異
な
る
難
題

に
立
ち
向
か
う
起
伏
の
激
し
い
三
年
間
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
政
混
迷
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
の
発
信
を
心
が

け
、
議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
市
政
再
建
に
邁
進
し
、
太
宰
府
の
底
ヂ

カ
ラ
を
引
き
出
し
本
市
を
日
本
を
代
表
す
る
都
に

す
る
べ
く
、
私
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
は
、
今
な
お
続
く

コ
ロ
ナ
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
つ
つ
、
私
の

公
約
に
従
い
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
を

総
仕
上
げ
、
総
決
算
し
、
集
大
成
と
す
る
二
正
面

作
戦
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
決
意
の
も
と
、
令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
積

極
的
に
投
資
す
る
側
面
と
、
市
長
任
期
最
終
年
度

に
お
け
る
公
約
達
成
の
集
大
成
の
側
面
を
併
せ
持

つ
「
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る

積
極
的
集
大
成
予
算
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
比
５
億
円
、
２
％
増
の
総
額
255

億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

昨
年
度
策
定
し
た
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
「
成
長
戦
略
」
「
移
住
定
住
戦
略
」
「
圏
域

拡
大
戦
略
」
「
行
財
政
改
革
戦
略
」
と
い
う
４
つ

の
戦
略
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活
性
化
」
「
財
政

健
全
化
」
「
新
た
な
生
活
様
式
」
と
い
う
コ
ロ
ナ

対
策
の
３
つ
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
、
大
胆
か
つ

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
方
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務

的
な
支
出
以
外
の
経
費
を
前
年
度
予
算
比
で
５
％

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
単
位
で

３
つ
以
上
提
案
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
際
は
既
存
事
業
の

改
善
・
廃
止
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
財
源
の
捻

出
・
確
保
を
行
う
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
」
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
事
業
の
精

査
を
行
い
、
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
、
い
わ
ゆ

る
無
駄
の
削
減
、
効
率
の
よ
い
運
営
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
員
一
人
一
人
が
常
に
世
の
為
人
の

為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
企
画
立
案
を

心
掛
け
る
よ
う
、
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議

並
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針
を
語

り
か
け
、
そ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
実
に
約
６
億

円
、
７
・
３
％
激
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
市

税
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
３
つ
の
２
億
円
を
捻
出

い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
に
お

け
る
運
賃
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し

に
よ
り
ま
す
収
入
増
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
等
人
件
費
の
予
算
の
削
減
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
公
共
施
設
改
修
の
抑

制
、
緑
地
公
有
化
の
見
直
し
、
そ
の
他
徹
底
し
た

事
業
の
精
査
を
行
い
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
徹
底
し
た
行
革
、
聖

域
な
き
歳
出
入
一
体
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
、

約
２
億
円
を
捻
出
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度

の
寄
附
額
目
標
を
令
和
２
年
度
当
初
予
算
時
の
３

億
円
か
ら
４
億
円
増
の
７
億
円
に
設
定
し
、
経
費

を
差
し
引
い
た
実
質
増
収
分
約
２
億
円
を
新
た
な

財
源
と
い
た
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
私
の
市
長

就
任
以
来
積
み
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
財
政
調
整

資
金
積
立
金
約
２
・
７
億
円
の
う
ち
２
億
円
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
私
の
持
ち
う
る
力
の
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
重
点
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
順
次
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
を
太
宰
府
天
満

宮
を
始
め
と
す
る
名
所
や
、
令
和
発
祥
の
地
と

な
っ
た
大
宰
府
政
庁
跡
な
ど
の
価
値
あ
る
史
跡
、

５
つ
も
の
大
学
・
短
大
な
ど
他
市
を
圧
倒
す
る
多

く
の
歴
史
的
文
化
的
資
源
を
有
し
、
活
気
あ
る
福

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
も
位
置
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
都
と
位
置
付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
を
始
め

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
知
恵
を
駆
使
し
て
総
結
集
し
、

本
来
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
、

「
令
和
発
祥
の
都
」
と
し
て
さ
ら
に
羽
ば
た
き
、

我
が
国
そ
し
て
地
方
の
牽
引
役
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
回
遊
型
観
光
ル
ー
ト
活
用
促
進
事
業
」

一
昨
年
の
10
月
に
待
望
の
宿
泊
及
び
飲
食
施

設
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ　

太
宰
府
」

が
開
業
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
密
と
な
り
に
く
い
独
立
し
た
空
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
稼
働
率
も
今
な
お
高

く
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
更
に
２
棟
が
開
業
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
太
宰
府
の
資
産
を
活
用
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル

を
始
め
と
し
た
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
に
よ
り
中

長
期
滞
在
型
旅
行
者
の
市
内
へ
の
取
り
込
み
を
図

り
、
さ
ら
な
る
地
場
産
業
創
出
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
と
も
観
光
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
観
光
客
の
さ
ら

な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
奨
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
旅
行
企
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
既
存
路
線
を
観
光

路
線
と
し
て
も
活
用
し
な
が
ら
、
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
太
宰
府
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
古

民
家
や
門
前
町
周
辺
の
建
物
の
改
修
等
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
の
街
な
み
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
「
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
」

か
ね
て
よ
り
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
超
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た

太
宰
府
の
梅
の
価
値
に
改
め
て
注
目
し
、
史
跡
地

の
梅
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
規
制
緩
和
を
追
い

風
に
、
梅
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
注
力
し
ま

す
。そ

の
製
品
を
新
た
な
地
場
み
や
げ
産
業
と
し

て
振
興
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す

る
事
で
税
収
の
飛
躍
的
増
加
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
梅
の
木
を
植
栽
し
、
産
地
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
生
産
者
が
、
梅
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
を
出
荷
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
の
原
材

料
と
な
る
農
産
物
の
可
能
性
の
拡
大
に
寄
与
し
ま

す
。な

お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
梅

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
事
業
費
の
一
部
を
寄
附
金
で
賄

い
ま
す
。

◆
「
起
業
創
業
支
援
、
地
場
産
業
育
成
・
活
性
化

事
業
」

令
和
２
年
度
に
本
市
の
制
度
融
資
に
お
け
る

預
託
額
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
が

ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
融
資
の
円
滑
化
と
貸

付
額
の
増
加
に
向
け
、
こ
の
預
託
額
を
更
に
増
額

し
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
業
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
本
市
の
産
業
・
特
産
品
等
に
関
す
る
進
む
べ

き
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
創
業
者

及
び
既
存
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

更
な
る
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
等
、
事
業
者
へ
の
経
営
相
談
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
庁
内
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

◆
「
民
間
企
業
と
の
積
極
的
交
流
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
西
鉄
や
九
電
を
始
め
多
く
の
民

間
企
業
や
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流
し
、
民
間
の
活
力
や

資
本
を
最
大
限
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
や
人

材
育
成
な
ど
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」

「
市
域
西
側
に
お
け
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
業
」

現
在
は
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
と
い
っ
た
各
種
証
明
書
が
市
役
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
と
即
日
発
行
が
で
き
ず
、
市
役
所
か
ら
遠
方

の
方
に
ご
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
ま
し
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
の
交
付
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書

を
交
付
す
る
窓
口
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務
所
内
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

開
設
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
緊
急
時
に
備

え
た
窓
口
機
能
の
分
散
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
効
率
の
よ
い
運
営
を
心
が
け
ま

す
。

◆
「
人
材
育
成
活
性
化
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
職
員
を
積
極
的
に
国
、
県
、

周
辺
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
外
部
と
交
流
さ
せ

る
な
ど
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
な
ど
役
所
内
の
チ
ー
ム
力

を
発
揮
さ
せ
、
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
卒
者
向
け
の
採
用
試
験
に
お
き
ま
し
て

は
、
能
力
や
適
正
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
養
試
験
や
面
接
試
験

だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
知
識
偏
重
で
は
な
く
「
性
格
特
徴
」
や
「
知
的

能
力
」
を
測
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
験
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
評
価
者
、
被
評
価
者
が
客
観
的
基
準
に
基
づ

き
運
用
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
制
度
の
精
度
向

上
、
人
材
育
成
に
お
け
る
評
価
結
果
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
人
材
の
獲
得
、
育

成
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
採
用
も
再

び
行
い
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
改
革
事
業
」

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
寄
付
額
は
約
４

千
万
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
太
宰
府
ら

し
い
返
礼
品
開
発
や
甲
子
園
応
援
、
令
和
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
コ
ロ
ナ
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
令
和
２
年
度
は
既
に
４
億
円
を
超
え
、
10
倍

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
寄
付
額
７
億
円
を
目
標
に
、

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
及

び
返
礼
品
数
の
更
な
る
拡
大
、
寄
附
者
へ
の
寄
附

金
の
使
途
の
明
確
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
の
全

庁
的
な
取
り
組
み
へ
の
拡
大
及
び
寄
附
者
の
約
７

割
を
占
め
る
関
東
・
関
西
圏
へ
の
広
報
強
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
更
な
る
増
設
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
の
事
業
財
源
確
保
へ
の
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
な
ど
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
増
収
を
図
り
ま
す
。

こ
の
戦
略
、
構
想
は
、
本
市
を
近
隣
に
比
べ

高
齢
化
率
が
高
く
、
一
方
で
学
生
が
多
く
集
う
市

で
あ
り
、
ま
た
活
力
あ
る
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
令
和
効
果
に
よ
り
居
住
意
欲
度
も
上

昇
中
で
、
子
育
て
世
代
の
自
然
増
や
社
会
増
も
期

待
で
き
る
と
分
析
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
か
つ
て
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
万
葉
集
の

精
神
に
も
な
ら
い
、
全
世
代
が
居
場
所
と
出
番
を

持
て
る
本
市
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
、
換
言
す
れ
ば
生
活
支
援
戦
略
を
進
め

る
こ
と
で
、
日
本
一
住
み
や
す
く
世
界
一
元
気
な

都
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
広
報
戦
略
関
係
事
業
」

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
参
画
の
行
政
、

街
づ
く
り
で
地
域
を
創
生
し
て
い
く
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
よ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
市
民
の
意
見
箱
へ
の
オ
ー

プ
ン
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
三
役
も
登
場

す
る
広
報
だ
ざ
い
ふ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
広

報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
分
野
で

全
国
６
位
の
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
昨
年
11
月
に
導
入
い
た
し
ま
し
た

「
太
宰
府
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
動
画
に
よ
る
配
信

な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
も
対
応
可
能
な
、
多

様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
果
的
な
情
報
発
信

を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
を
定
期
的
に
自

治
会
ご
と
に
開
催
し
、
市
長
室
に
招
い
た
り
自
ら

学
校
な
ど
に
出
向
く
な
ど
の
か
た
ち
で
も
積
極
的

に
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
は
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
活
用
し
、
そ

の
数
は
年
間
100
回
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
で
は
高
校
生

か
ら
学
校
内
へ
の
目
安
箱
設
置
を
提
言
さ
れ
、
早

速
小
中
高
大
学
校
に
設
置
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
際
に
は
産
官
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
り
ま

す
太
宰
府
市
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
令
和
元
年
度

に
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
に
基
づ
い
た
貴
重
な
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
多
様
な
市
民
参
加
の
機
会
の
分

野
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
全
般
に

つ
い
て
も
大
所
高
所
か
ら
引
き
続
き
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
で
大
胆
な
市
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の

声
も
参
考
に
し
つ
つ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
教
育
推
進
事
業
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

主
要
な
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
令
和
２
年
度
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
以
降
は

基
本
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
す
る
先
進
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
個
別
学
習
や
家
庭
学
習
を
含
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
事
業
」

市
内
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
も
の
づ
く
り
、
科
学
体
験

と
い
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
先
進
教
育
の
学
び
の
場
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
新
た
な
人
材
の
輩
出
と
先
端
知
的
集
約
産
業

創
生
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
拡
大
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
就
学
援
助
の
対
象
と
し
た
り
、

利
便
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
食
率
は
二

桁
台
ま
で
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
予

算
を
倍
増
し
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
や
事
業
者
の
調
査
研
究
、

中
学
校
在
校
生
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
の
試
食
会

を
行
う
な
ど
、
内
容
の
充
実
や
児
童
生
徒
へ
の
魅

力
の
周
知
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
喫
食
率

の
倍
増
を
目
標
に
利
用
拡
大
を
図
り
、
中
学
生
の

よ
り
良
い
給
食
環
境
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
今
後

さ
ら
な
る
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
事
業
」

福
岡
県
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
通
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
現
在
の
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

◆
「
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
減
免
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
課

税
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
の
５
割
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
」

こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
既
存

施
設
の
増
改
築
に
よ
り
、
定
員
増
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
保
育
士
確
保
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
受

入
れ
児
童
の
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
解
消
の
取

組
み
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
定

員
120
名
規
模
の
保
育
施
設
１
園
を
公
募
し
、
令
和

３
,
４
年
度
の
２
か
年
で
整
備
を
行
い
、
更
な
る

待
機
児
童
対
策
を
進
め
ま
す
。

◆
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
「
太
宰
府
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
健

師
)
」
と
「
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
育

士
)
」
を
配
置
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
に

対
し
て
支
援
を
行
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、
就
任
時
か

ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
学
童
保
育
の
充
実
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
短
大
と

の
連
携
な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
城
小
学
校
の
改
築
に
係
る
基
本
実
施
設
計

や
障
が
い
を
持
つ
児
童
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
な
ど
に
も
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
問
の
神
様

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子

育
て
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
」

第
三
次
地
域
福
祉
計
画
の
実
施
期
間
が
令
和

３
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
中
に
、
「
全
世
代
に
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
太
宰
府
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
目
標
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
指
針
と
な
る
第
四
次
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
既
存
の
各
福
祉
分
野
の
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
拡
充
事
業
」

令
和
２
年
度
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
五

次
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
拡
充
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
失
業
や
収

入
減
少
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困
窮
者
家
計
相
談
支
援

や
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
予
算
の
拡
充
な
ど
、
各
種
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
内
全
域
で
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
の
関
係
課
と
連
携
し
、
高

齢
者
へ
の
個
別
支
援
と
高
齢
者
の
「
通
い
の
場
」

へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
保
健
指
導
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
健
康
教

育
・
相
談
等
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

◆
「
地
域
に
お
け
る
運
動
習
慣
定
着
促
進
事
業
」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
門
と
介
護
予
防
部
門
が
連

携
し
、
民
間
事
業
者
と
協
力
し
た
ケ
ア
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
並
び
に
医
療
費
等
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
活
動
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

つ
ば
さ
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
、
「
第
２
つ
ば
さ
学
級
(
仮

称
)
」
を
定
期
的
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
き
め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
事
業
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

１
年
延
期
に
合
わ
せ
、
本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
も
令

和
３
年
５
月
11
日
に
変
更
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
内
容
の
簡
素
化
及
び
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
空
家
等
対
策
事
業
」

空
家
と
な
る
原
因
と
し
て
、
不
動
産
評
価

額
、
固
定
資
産
税
、
相
続
問
題
等
の
理
由
で
空
家

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
不
動
産
団
体
や

各
種
専
門
家
等
の
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
連

携
、
協
力
し
、
所
有
者
の
相
談
内
容
に
適
し
た
各

団
体
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
空
家
化
の
予
防
、
空

家
の
解
消
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

令
和
２
年
12
月
25
日
に
「
太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
条
例

の
主
旨
目
的
な
ど
を
市
民
に
対
し
て
広
く
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
総
合
行
政
と

し
て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
が
太
古
か
ら
世

界
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
、
我
が
国
・
西
日

本
・
九
州
の
政
治
・
外
交
・
防
衛
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
当
時
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人

に
よ
る
梅
花
の
宴
の
様
子
を
描
い
た
万
葉
集
よ
り

新
元
号
令
和
が
生
ま
れ
た
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
時
空
を
超
え
て
こ
の
地
を
捉
え
直
し
、
令
和

発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
視
点
で
史
跡
の

維
持
保
存
・
活
用
や
国
際
交
流
、
地
域
間
連
携
を

考
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
よ
る
経
済
効
果
上
昇
や
交
通
手
段
の
充
実
に
踏

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
史
跡
100
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

本
年
は
、
大
正
10
年
に
本
市
が
誇
る
大
宰
府

跡
・
水
城
跡
が
我
が
国
で
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
て
か
ら
100
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
１
３
０
０
有
余
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
更

な
る
100
年
先
の
未
来
へ
の
展
望
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

先
日
は
昨
年
断
腸
の
思
い
で
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
令
和
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
の
講

演
会
を
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

し
、
直
々
に
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
の
意
義
を
ひ

も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
後
世

に
も
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
に
は
近
世
・
近
代
の
日
本
文
学
に
造
詣

が
深
く
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
な
ど
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太

宰
府
の
歴
史
や
文
化
の
意
義
や
こ
れ
か
ら
の
100
年

先
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
全
国
619
自
治
体

で
構
成
す
る
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
太
宰

府
大
会
を
、
令
和
３
年
度
に
異
例
の
仕
切
り
直
し

を
し
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

史
跡
100
年
の
記
念
事
業
と
し
て
本
市
の
誇
る

史
跡
を
改
め
て
内
外
に
知
ら
し
め
、
大
太
宰
府
的

な
観
点
か
ら
本
市
の
取
り
組
み
や
提
言
を
全
国
に

向
け
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
100
年

に
向
け
た
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
取

り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
100
年
先
を
見
据
え
た
大
宰
府
政
庁
跡
を

始
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
意
欲

的
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

◆
「
史
跡
地
管
理
事
業
」　

「
令
和
発
祥
の
都 

太
宰
府
」
の
個
性
の
ひ
と

つ
で
あ
る
史
跡
の
維
持
管
理
及
び
史
跡
整
備
を
効

果
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
地
方
分
権
改
革
推
進

提
案
で
実
現
し
た
史
跡
地
の
規
制
緩
和
を
活
か
し

ま
し
て
史
跡
管
理
の
た
め
に
生
じ
る
廃
棄
材
等
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
史
跡
散
策
な
ど
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

◆
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」

様
々
な
形
で
継
続
的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
向
け

て
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
旅
人

の
た
び
と
」
「
れ
い
わ
姫
」
「
お
と
も
の
タ
ビ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。

既
に
、
中
西
進
先
生
を
お
招
き
し
た
史
跡
100

年
記
念
事
業
で
は
、
地
元
学
生
が
「
旅
人
の
た
び

と
」
「
れ
い
わ
姫
」
に
扮
し
会
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の

製
作
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
し
て
新
規
ま
た
は
変
更
登
録
の
際
希
望
者
に

交
付
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
ア
ッ

プ
と
太
宰
府
市
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
内
幹
線
道
路
渋
滞
対
策
事
業
」

本
市
は
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
り
、
渋

滞
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
着
実
な
道
路
整
備
、
交
差
点
、

信
号
な
ど
の
改
善
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
の
継

続
活
用
、
交
通
規
制
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進
な
ど
で
渋
滞
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
メ
ン
バ
ー
も

含
む
総
合
交
通
計
画
協
議
会
や
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
光
客
に
よ
る
密
集

対
策
と
し
て
太
宰
府
市
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的
活
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
混
雑
時

期
に
合
わ
せ
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム
活
用
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
市
内
の
主
要
交
差
点
や
駐
車
場

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

太
宰
府
観
光
の
分
散
化
を
促
し
、
言
わ
ば
環
境
重

視
の
逆
転
発
想
で
渋
滞
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
・
坂
本
地
区
は
住
宅
開
発
に
よ

る
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
後
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

分
・
坂
本
地
区
の
幹
線
道
路
整
備
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、
引
き
続
き
国
や
県

と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰

府
が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
０
年
を
超
え
る
国
際

的
、
文
化
的
都
市
と
し
て
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
次
な
る
１
３
０
０
年
後
ま
で
そ
の
時
の

流
れ
と
令
和
の
慶
び
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
本
市

な
ら
で
は
の
防
災
力
の
強
化
、
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
施
設
や
諸
団
体
な
ど
の
再
編
、
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
編
、
ご
み

減
量
を
始
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
更
新
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
敷
地
内

防
火
水
槽
の
改
修
及
び
梅
香
苑
地
域
防
火
水
槽
の

移
設
工
事
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
や
防
災
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
や
関
係
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
災
害
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
「
川
原
地
下
道
浸
水
対
策
事
業
」

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
増
加
や
市
街
地

開
発
の
進
展
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
な
ど
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
特
に
豪
雨
の
際
は
冠
水
の

危
険
が
あ
る
川
原
地
下
道
の
排
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆
「
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
事
業
」

市
街
地
の
活
性
化
の
項
目
に
お
い
て
五
条
エ

リ
ア
に
お
け
る
駅
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
活
性

化
を
検
討
す
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法

を
使
っ
た
再
開
発
、
整
備
を
鉄
道
会
社
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
道
路
網
の
改
善
や
有
効
な
土
地
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
市
内
生
活
道
路
整
備
拡
大
事
業
」

側
溝
蓋
掛
け
工
事
や
交
差
点
改
良
工
事
等
の

生
活
道
路
改
良
工
事
を
、
計
画
の
前
倒
し
等
で
令

和
３
年
度
の
事
業
予
算
を
拡
大
し
実
施
い
た
し
ま

す
。

◆
「
河
川
改
良
事
業
」

高
尾
川
周
辺
は
、
全
体
と
し
て
宅
地
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
雨
水
の
流
出
が
増
大

し
、
集
中
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
道
路
や
農

地
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
改
善

に
向
け
た
高
尾
川
改
修
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
し
た
蓋
の

更
新
を
前
倒
し
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
地
区

に
は
蓋
に
市
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
や
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
公
共
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
右
記
三
事
業
は
、
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち

込
む
経
済
活
性
化
を
図
る
「
太
宰
府
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
１
億
円
超
の
予
算
を
か
け

て
緊
急
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
事
業
」

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
公

共
施
設
等
の
総
合
的
な
適
正
管
理
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
現
行
施
設
の
統
合
や
複

合
化
も
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
な
公
共
施
設
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
公
共
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
「
第
四
次
環
境
基
本
計
画
策
定
・
推
進
事
業
」

国
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
「
地
域
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
・
循
環
型
都
市
」
の
３
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
て
、
現
在
第
四
次
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
策
定
後
は
、
市

民
・
自
治
会
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
本
市
の
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
の
た
め
に
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
「
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
」

令
和
３
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
住
民
情
報
に
係
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
(
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
更
新
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
本
市
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
を
公
募
し
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
予
算
「
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る
積
極
的
集
大
成
予

算
」
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。重

ね
て
と
な
り
ま
す
が
、
実
に
６
億
円
、

７
・
３
％
も
の
市
税
の
激
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曽

有
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、
公
約
実
現
の
集

大
成
と
も
す
る
二
正
面
作
戦
は
至
難
の
業
と
言
え

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
戦
後
以
来
国
家
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
が
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
始
ま
り
、
市
を
あ
げ
て

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
基
礎
的
自
治

体
は
そ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
市
民
本
位
を
追
求
し
つ
つ
、
一

日
も
早
い
収
束
を
目
指
す
た
め
、
ま
ず
は
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

本
市
が
誇
る
最
も
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
公
共
施

設
の
一
部
を
接
種
会
場
に
選
定
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
を
日
頃
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。な

お
、
昨
日
の
大
臣
会
見
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
の
後
ろ
倒
し
発
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
状
況
や
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
よ
り
今
後
急

き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

可
能
な
限
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
市
だ

け
で
は
決
定
し
か
ね
る
部
分
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。ま

た
、
後
日
提
案
を
い
た
し
ま
す
が
、
緊
急

事
態
再
発
出
の
の
ち
改
め
て
観
光
客
は
減
少
し
、

市
民
生
活
も
委
縮
す
る
な
か
、
新
た
な
経
済
対

策
、
生
活
支
援
策
な
ど
も
速
や
か
に
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
透
明
さ
を
増
す
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
必
定
で
あ

り
ま
す
が
、
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為

に
、
私
の
持
ち
う
る
力
を
振
り
絞
り
、
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
改
め
ま
し
て
、
議
員
各
位
、
市
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。
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こ
の
定
例
会
は
、
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
私
に
与
え

ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
令
和

３
年
度
の
市
政
の
根
幹
と
な
り
ま
す
予
算
案
を
は

じ
め
、
主
要
施
策
並
び
に
条
例
案
を
ご
審
議
い
た

だ
く
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。議

案
提
案
に
先
立
ち
ま
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
臨
む
私
の
所
信
を
披
歴
し
、
議
員
各
位
や

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
月
１
月
28
日
を
も
ち
ま
し
て
市
長
に
就
任

し
て
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば

３
年
前
の
そ
の
日
の
深
夜
、
選
挙
結
果
が
確
定
す

る
と
同
時
に
市
長
に
就
任
し
、
御
礼
廻
り
は
お
ろ

か
睡
眠
も
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
ま
ま
翌
朝
に
は
早

速
市
役
所
に
初
登
庁
い
た
し
ま
し
た
。

前
職
と
の
引
き
継
ぎ
は
な
く
、
副
市
長
も
教

育
長
も
空
席
で
、
旧
知
の
職
員
も
お
ら
ず
、
ま
さ

に
一
人
き
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、

太
宰
府
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
未
曽
有
の
混

乱
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、
そ
の
日
以
来
ひ
た

す
ら
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
議
員
各

位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
一
年
目
で
着
実
に
混
乱
は
収
ま

り
、
初
年
度
か
ら
市
税
が
約
６
千
７
百
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
３
千
万
円
余
り
の
増
加
を
記
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
生
太
宰
府
元
年
と
銘
打
っ
た
二
年
目
は
、

西
鉄
太
宰
府
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
地
元
筑
陽
学

園
高
校
の
春
夏
甲
子
園
出
場
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ 

太
宰
府
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
何

よ
り
、
新
元
号
令
和
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
な
ど
慶

事
が
続
き
ま
し
た
。

政
策
面
で
も
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た

小
学
校
水
泳
授
業
、
甲
子
園
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
市
内
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
時
の
旅
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
意
欲
的
な
試
み
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

誇
り
う
る
歴
史
に
改
め
て
注
目
を
受
け
対
応

に
追
わ
れ
る
な
か
で
も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て

確
実
に
飛
躍
を
遂
げ
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

41
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
私
が
公
約
で
標
榜
し
ま

し
た
日
本
を
代
表
す
る
世
界
に
冠
た
る
都
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

に
終
わ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
緊
急
事

態
宣
言
は
続
い
て
お
り
、
本
市
で
も
陽
性
判
明
者

は
累
計
200
名
に
迫
り
、
今
後
も
対
策
対
応
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
令
和
２
年
度
予
算
を
令
和
還
元
予
算

と
銘
打
ち
、
当
時
過
去
最
大
の
250
億
円
を
超
え
る

予
算
を
組
み
、
一
年
目
二
年
目
の
着
実
な
市
税
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
を
可
能
と
し
た
積
極
的
財
政
投

資
と
地
域
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
た
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
際
観
光
都
市
、
令
和
発
祥
の
都

と
し
て
一
昨
年
多
く
の
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
の
４
月
５
月
は
実
に
96
％
減
と
い
う

壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
近
隣
市
の
３
倍
の

額
と
な
る
最
大
30
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
令
和
支
援

金
な
ど
思
い
切
っ
た
策
を
断
行
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
車
制
度
の
廃
止
な
ど
身
を
切
る

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
よ
る
剰
余
金
、
本
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
分
で
３
億
円
の
独
自
財
源

を
捻
出
し
、
総
計
15
億
円
に
及
ぶ
充
実
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
さ
ま
ざ
ま
ご
ざ
い
ま

し
た
。
就
任
二
年
目
と
な
る
令
和
元
年
度
決
算

も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の
意
欲
的
な
取
組
の

成
果
が
実
り
、
市
税
が
約
１
億
２
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
約
４
倍
、
２
億
１
千
万
円
の
大
幅
な

増
加
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
活
用
に
努
め

る
一
方
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
極
力
抑
え
、
繰
り

上
げ
分
も
含
め
市
債
約
６
億
７
千
万
円
の
償
還
を

実
現
し
ま
し
た
。
基
金
も
新
た
に
２
億
１
千
万
円

上
積
み
す
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
取
り
崩

し
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社

の
全
国
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
20
位
、
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
の
市
区
町
村
魅
力
度
調
査
で
は

42
位
と
上
位
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
も
多
様
な
地

域
参
加
部
門
が
１
位
、
行
政
情
報
発
信
部
門
が
６

位
と
最
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
３
月
に
は
か
ね
て
よ
り
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
私
の
公
約
を
基
に
本
市
の
底
力

総
発
揮
構
想
、
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
、
大

太
宰
府
構
想
、
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
を
柱
と

し
た
「
太
宰
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
(
通
称
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
)
」
を
打
ち
立
て
、
鋭
意
実
行
に
移
し
て
お
り

ま
す
。

４
月
に
は
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
横
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
務
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
従
来
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
西
の
役
割
分
担
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
い
高
齢
者
の
総
合
的
な
支
援

を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
４
月
に
は
特
別
史
跡
大
宰
府
跡

の
一
部
古
代
の
客
館
跡
を
整
備
し
て
史
跡
広
場
と

し
、
６
月
に
は
従
来
の
日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

西
の
都
」
を
大
太
宰
府
構
想
の
一
環
と
し
て
近
隣

地
域
に
広
域
化
す
る
な
ど
、
史
跡
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
本
市
初
め
て
と
な
る
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
を
実
現
し
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
東
谷

氏
を
観
光
経
済
部
理
事
と
し
て
迎
え
、
本
市
若
手

職
員
を
先
方
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
氷

河
期
世
代
採
用
も
初
め
て
行
い
、
７
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
国
や
県
と
の
人
材
交
流
も
積
極
的
に

実
行
し
ま
し
た
が
、
民
間
勤
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫

折
を
経
験
し
た
新
た
な
人
材
も
複
数
受
け
入
れ
る

こ
と
で
本
市
の
職
場
風
土
も
活
性
化
し
、
市
の
為

市
民
の
為
に
さ
ら
に
働
く
組
織
に
脱
皮
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
に

は
西
日
本
鉄
道
㈱
と
、
11
月
に
は
九
州
電
力
㈱
と

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
、
早
速
、
年
末
年
始
の
コ
ロ

ナ
対
策
や
観
光
振
興
、
産
品
開
発
な
ど
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
太
宰
府
ら
し
さ
や
独
自
性
を
追
求
し
た
返
礼

品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
着
実
に
寄
附
額
が
増
え

て
お
り
、
就
任
当
初
額
の
10
倍
と
な
る
４
億
円
の

大
台
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

陽
性
判
明
者
が
全
国
的
に
増
加
す
る
な
か
、

市
に
最
も
お
客
様
が
訪
れ
る
年
末
年
始
初
詣
の
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
西
鉄
太
宰

府
駅
な
ど
で
マ
ス
ク
の
配
布
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
設
置
を
行
い
、
来
訪
者
の
体
調
管
理
と
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
や
西
日
本
鉄
道
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
３
月
末
ま
で
の
分
散
参

拝
を
呼
び
か
け
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を
例
年
と
変
更

い
た
だ
く
と
と
も
に
交
通
状
況
や
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
を
積
極
的
に
周
知
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
情
報
案
内
サ
イ
ト
に
は
前

年
と
比
べ
て
正
月
３
が
日
で
３
割
増
、
３
連
休
は

５
倍
増
と
い
う
多
数
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、

人
出
は
前
年
比
７
割
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
年
末
年
始
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
改
め
て
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
感
染

し
た
本
市
職
員
や
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
市

民
の
方
の
声
を
受
け
、
県
内
で
初
め
て
自
宅
療
養

者
向
け
の
食
料
、
生
活
物
資
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
バ
イ
ト
や
仕
送
り
が
な
く
な
り
厳
し
い
学

生
生
活
を
強
い
ら
れ
る
大
学
生
留
学
生
へ
の
食
事

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
所
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
が
届
く
市
政
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
目
は
未
曽
有
の
混
乱
か

ら
の
脱
却
、
二
年
目
は
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の

飛
躍
、
三
年
目
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
、
一
年
一
年
異
な
る
難
題

に
立
ち
向
か
う
起
伏
の
激
し
い
三
年
間
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
政
混
迷
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
の
発
信
を
心
が

け
、
議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
市
政
再
建
に
邁
進
し
、
太
宰
府
の
底
ヂ

カ
ラ
を
引
き
出
し
本
市
を
日
本
を
代
表
す
る
都
に

す
る
べ
く
、
私
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
は
、
今
な
お
続
く

コ
ロ
ナ
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
つ
つ
、
私
の

公
約
に
従
い
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
を

総
仕
上
げ
、
総
決
算
し
、
集
大
成
と
す
る
二
正
面

作
戦
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
決
意
の
も
と
、
令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
積

極
的
に
投
資
す
る
側
面
と
、
市
長
任
期
最
終
年
度

に
お
け
る
公
約
達
成
の
集
大
成
の
側
面
を
併
せ
持

つ
「
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る

積
極
的
集
大
成
予
算
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
比
５
億
円
、
２
％
増
の
総
額
255

億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

昨
年
度
策
定
し
た
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
「
成
長
戦
略
」
「
移
住
定
住
戦
略
」
「
圏
域

拡
大
戦
略
」
「
行
財
政
改
革
戦
略
」
と
い
う
４
つ

の
戦
略
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活
性
化
」
「
財
政

健
全
化
」
「
新
た
な
生
活
様
式
」
と
い
う
コ
ロ
ナ

対
策
の
３
つ
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
、
大
胆
か
つ

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
方
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務

的
な
支
出
以
外
の
経
費
を
前
年
度
予
算
比
で
５
％

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
単
位
で

３
つ
以
上
提
案
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
際
は
既
存
事
業
の

改
善
・
廃
止
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
財
源
の
捻

出
・
確
保
を
行
う
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
」
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
事
業
の
精

査
を
行
い
、
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
、
い
わ
ゆ

る
無
駄
の
削
減
、
効
率
の
よ
い
運
営
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
員
一
人
一
人
が
常
に
世
の
為
人
の

為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
企
画
立
案
を

心
掛
け
る
よ
う
、
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議

並
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針
を
語

り
か
け
、
そ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
実
に
約
６
億

円
、
７
・
３
％
激
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
市

税
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
３
つ
の
２
億
円
を
捻
出

い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
に
お

け
る
運
賃
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し

に
よ
り
ま
す
収
入
増
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
等
人
件
費
の
予
算
の
削
減
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
公
共
施
設
改
修
の
抑

制
、
緑
地
公
有
化
の
見
直
し
、
そ
の
他
徹
底
し
た

事
業
の
精
査
を
行
い
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
徹
底
し
た
行
革
、
聖

域
な
き
歳
出
入
一
体
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
、

約
２
億
円
を
捻
出
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度

の
寄
附
額
目
標
を
令
和
２
年
度
当
初
予
算
時
の
３

億
円
か
ら
４
億
円
増
の
７
億
円
に
設
定
し
、
経
費

を
差
し
引
い
た
実
質
増
収
分
約
２
億
円
を
新
た
な

財
源
と
い
た
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
私
の
市
長

就
任
以
来
積
み
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
財
政
調
整

資
金
積
立
金
約
２
・
７
億
円
の
う
ち
２
億
円
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
私
の
持
ち
う
る
力
の
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
重
点
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
順
次
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
を
太
宰
府
天
満

宮
を
始
め
と
す
る
名
所
や
、
令
和
発
祥
の
地
と

な
っ
た
大
宰
府
政
庁
跡
な
ど
の
価
値
あ
る
史
跡
、

５
つ
も
の
大
学
・
短
大
な
ど
他
市
を
圧
倒
す
る
多

く
の
歴
史
的
文
化
的
資
源
を
有
し
、
活
気
あ
る
福

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
も
位
置
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
都
と
位
置
付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
を
始
め

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
知
恵
を
駆
使
し
て
総
結
集
し
、

本
来
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
、

「
令
和
発
祥
の
都
」
と
し
て
さ
ら
に
羽
ば
た
き
、

我
が
国
そ
し
て
地
方
の
牽
引
役
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
回
遊
型
観
光
ル
ー
ト
活
用
促
進
事
業
」

一
昨
年
の
10
月
に
待
望
の
宿
泊
及
び
飲
食
施

設
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ　

太
宰
府
」

が
開
業
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
密
と
な
り
に
く
い
独
立
し
た
空
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
稼
働
率
も
今
な
お
高

く
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
更
に
２
棟
が
開
業
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
太
宰
府
の
資
産
を
活
用
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル

を
始
め
と
し
た
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
に
よ
り
中

長
期
滞
在
型
旅
行
者
の
市
内
へ
の
取
り
込
み
を
図

り
、
さ
ら
な
る
地
場
産
業
創
出
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
と
も
観
光
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
観
光
客
の
さ
ら

な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
奨
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
旅
行
企
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
既
存
路
線
を
観
光

路
線
と
し
て
も
活
用
し
な
が
ら
、
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
太
宰
府
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
古

民
家
や
門
前
町
周
辺
の
建
物
の
改
修
等
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
の
街
な
み
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
「
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
」

か
ね
て
よ
り
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
超
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た

太
宰
府
の
梅
の
価
値
に
改
め
て
注
目
し
、
史
跡
地

の
梅
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
規
制
緩
和
を
追
い

風
に
、
梅
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
注
力
し
ま

す
。そ

の
製
品
を
新
た
な
地
場
み
や
げ
産
業
と
し

て
振
興
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す

る
事
で
税
収
の
飛
躍
的
増
加
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
梅
の
木
を
植
栽
し
、
産
地
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
生
産
者
が
、
梅
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
を
出
荷
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
の
原
材

料
と
な
る
農
産
物
の
可
能
性
の
拡
大
に
寄
与
し
ま

す
。な

お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
梅

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
事
業
費
の
一
部
を
寄
附
金
で
賄

い
ま
す
。

◆
「
起
業
創
業
支
援
、
地
場
産
業
育
成
・
活
性
化

事
業
」

令
和
２
年
度
に
本
市
の
制
度
融
資
に
お
け
る

預
託
額
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
が

ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
融
資
の
円
滑
化
と
貸

付
額
の
増
加
に
向
け
、
こ
の
預
託
額
を
更
に
増
額

し
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
業
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
本
市
の
産
業
・
特
産
品
等
に
関
す
る
進
む
べ

き
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
創
業
者

及
び
既
存
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

更
な
る
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
等
、
事
業
者
へ
の
経
営
相
談
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
庁
内
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

◆
「
民
間
企
業
と
の
積
極
的
交
流
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
西
鉄
や
九
電
を
始
め
多
く
の
民

間
企
業
や
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流
し
、
民
間
の
活
力
や

資
本
を
最
大
限
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
や
人

材
育
成
な
ど
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」

「
市
域
西
側
に
お
け
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
業
」

現
在
は
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
と
い
っ
た
各
種
証
明
書
が
市
役
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
と
即
日
発
行
が
で
き
ず
、
市
役
所
か
ら
遠
方

の
方
に
ご
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
ま
し
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
の
交
付
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書

を
交
付
す
る
窓
口
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務
所
内
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

開
設
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
緊
急
時
に
備

え
た
窓
口
機
能
の
分
散
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
効
率
の
よ
い
運
営
を
心
が
け
ま

す
。

◆
「
人
材
育
成
活
性
化
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
職
員
を
積
極
的
に
国
、
県
、

周
辺
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
外
部
と
交
流
さ
せ

る
な
ど
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
な
ど
役
所
内
の
チ
ー
ム
力

を
発
揮
さ
せ
、
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
卒
者
向
け
の
採
用
試
験
に
お
き
ま
し
て

は
、
能
力
や
適
正
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
養
試
験
や
面
接
試
験

だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
知
識
偏
重
で
は
な
く
「
性
格
特
徴
」
や
「
知
的

能
力
」
を
測
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
験
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
評
価
者
、
被
評
価
者
が
客
観
的
基
準
に
基
づ

き
運
用
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
制
度
の
精
度
向

上
、
人
材
育
成
に
お
け
る
評
価
結
果
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
人
材
の
獲
得
、
育

成
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
採
用
も
再

び
行
い
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
改
革
事
業
」

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
寄
付
額
は
約
４

千
万
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
太
宰
府
ら

し
い
返
礼
品
開
発
や
甲
子
園
応
援
、
令
和
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
コ
ロ
ナ
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
令
和
２
年
度
は
既
に
４
億
円
を
超
え
、
10
倍

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
寄
付
額
７
億
円
を
目
標
に
、

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
及

び
返
礼
品
数
の
更
な
る
拡
大
、
寄
附
者
へ
の
寄
附

金
の
使
途
の
明
確
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
の
全

庁
的
な
取
り
組
み
へ
の
拡
大
及
び
寄
附
者
の
約
７

割
を
占
め
る
関
東
・
関
西
圏
へ
の
広
報
強
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
更
な
る
増
設
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
の
事
業
財
源
確
保
へ
の
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
な
ど
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
増
収
を
図
り
ま
す
。

こ
の
戦
略
、
構
想
は
、
本
市
を
近
隣
に
比
べ

高
齢
化
率
が
高
く
、
一
方
で
学
生
が
多
く
集
う
市

で
あ
り
、
ま
た
活
力
あ
る
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
令
和
効
果
に
よ
り
居
住
意
欲
度
も
上

昇
中
で
、
子
育
て
世
代
の
自
然
増
や
社
会
増
も
期

待
で
き
る
と
分
析
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
か
つ
て
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
万
葉
集
の

精
神
に
も
な
ら
い
、
全
世
代
が
居
場
所
と
出
番
を

持
て
る
本
市
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
、
換
言
す
れ
ば
生
活
支
援
戦
略
を
進
め

る
こ
と
で
、
日
本
一
住
み
や
す
く
世
界
一
元
気
な

都
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
広
報
戦
略
関
係
事
業
」

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
参
画
の
行
政
、

街
づ
く
り
で
地
域
を
創
生
し
て
い
く
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
よ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
市
民
の
意
見
箱
へ
の
オ
ー

プ
ン
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
三
役
も
登
場

す
る
広
報
だ
ざ
い
ふ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
広

報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
分
野
で

全
国
６
位
の
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
昨
年
11
月
に
導
入
い
た
し
ま
し
た

「
太
宰
府
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
動
画
に
よ
る
配
信

な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
も
対
応
可
能
な
、
多

様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
果
的
な
情
報
発
信

を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
を
定
期
的
に
自

治
会
ご
と
に
開
催
し
、
市
長
室
に
招
い
た
り
自
ら

学
校
な
ど
に
出
向
く
な
ど
の
か
た
ち
で
も
積
極
的

に
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
は
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
活
用
し
、
そ

の
数
は
年
間
100
回
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
で
は
高
校
生

か
ら
学
校
内
へ
の
目
安
箱
設
置
を
提
言
さ
れ
、
早

速
小
中
高
大
学
校
に
設
置
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
際
に
は
産
官
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
り
ま

す
太
宰
府
市
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
令
和
元
年
度

に
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
に
基
づ
い
た
貴
重
な
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
多
様
な
市
民
参
加
の
機
会
の
分

野
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
全
般
に

つ
い
て
も
大
所
高
所
か
ら
引
き
続
き
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
で
大
胆
な
市
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の

声
も
参
考
に
し
つ
つ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
教
育
推
進
事
業
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

主
要
な
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
令
和
２
年
度
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
以
降
は

基
本
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
す
る
先
進
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
個
別
学
習
や
家
庭
学
習
を
含
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
事
業
」

市
内
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
も
の
づ
く
り
、
科
学
体
験

と
い
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
先
進
教
育
の
学
び
の
場
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
新
た
な
人
材
の
輩
出
と
先
端
知
的
集
約
産
業

創
生
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
拡
大
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
就
学
援
助
の
対
象
と
し
た
り
、

利
便
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
食
率
は
二

桁
台
ま
で
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
予

算
を
倍
増
し
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
や
事
業
者
の
調
査
研
究
、

中
学
校
在
校
生
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
の
試
食
会

を
行
う
な
ど
、
内
容
の
充
実
や
児
童
生
徒
へ
の
魅

力
の
周
知
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
喫
食
率

の
倍
増
を
目
標
に
利
用
拡
大
を
図
り
、
中
学
生
の

よ
り
良
い
給
食
環
境
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
今
後

さ
ら
な
る
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
事
業
」

福
岡
県
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
通
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
現
在
の
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

◆
「
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
減
免
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
課

税
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
の
５
割
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
」

こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
既
存

施
設
の
増
改
築
に
よ
り
、
定
員
増
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
保
育
士
確
保
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
受

入
れ
児
童
の
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
解
消
の
取

組
み
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
定

員
120
名
規
模
の
保
育
施
設
１
園
を
公
募
し
、
令
和

３
,
４
年
度
の
２
か
年
で
整
備
を
行
い
、
更
な
る

待
機
児
童
対
策
を
進
め
ま
す
。

◆
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
「
太
宰
府
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
健

師
)
」
と
「
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
育

士
)
」
を
配
置
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
に

対
し
て
支
援
を
行
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、
就
任
時
か

ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
学
童
保
育
の
充
実
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
短
大
と

の
連
携
な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
城
小
学
校
の
改
築
に
係
る
基
本
実
施
設
計

や
障
が
い
を
持
つ
児
童
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
な
ど
に
も
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
問
の
神
様

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子

育
て
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
」

第
三
次
地
域
福
祉
計
画
の
実
施
期
間
が
令
和

３
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
中
に
、
「
全
世
代
に
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
太
宰
府
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
目
標
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
指
針
と
な
る
第
四
次
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
既
存
の
各
福
祉
分
野
の
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
拡
充
事
業
」

令
和
２
年
度
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
五

次
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
拡
充
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
失
業
や
収

入
減
少
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困
窮
者
家
計
相
談
支
援

や
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
予
算
の
拡
充
な
ど
、
各
種
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
内
全
域
で
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
の
関
係
課
と
連
携
し
、
高

齢
者
へ
の
個
別
支
援
と
高
齢
者
の
「
通
い
の
場
」

へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
保
健
指
導
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
健
康
教

育
・
相
談
等
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

◆
「
地
域
に
お
け
る
運
動
習
慣
定
着
促
進
事
業
」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
門
と
介
護
予
防
部
門
が
連

携
し
、
民
間
事
業
者
と
協
力
し
た
ケ
ア
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
並
び
に
医
療
費
等
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
活
動
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

つ
ば
さ
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
、
「
第
２
つ
ば
さ
学
級
(
仮

称
)
」
を
定
期
的
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
き
め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
事
業
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

１
年
延
期
に
合
わ
せ
、
本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
も
令

和
３
年
５
月
11
日
に
変
更
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
内
容
の
簡
素
化
及
び
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
空
家
等
対
策
事
業
」

空
家
と
な
る
原
因
と
し
て
、
不
動
産
評
価

額
、
固
定
資
産
税
、
相
続
問
題
等
の
理
由
で
空
家

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
不
動
産
団
体
や

各
種
専
門
家
等
の
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
連

携
、
協
力
し
、
所
有
者
の
相
談
内
容
に
適
し
た
各

団
体
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
空
家
化
の
予
防
、
空

家
の
解
消
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

令
和
２
年
12
月
25
日
に
「
太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
条
例

の
主
旨
目
的
な
ど
を
市
民
に
対
し
て
広
く
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
総
合
行
政
と

し
て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
が
太
古
か
ら
世

界
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
、
我
が
国
・
西
日

本
・
九
州
の
政
治
・
外
交
・
防
衛
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
当
時
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人

に
よ
る
梅
花
の
宴
の
様
子
を
描
い
た
万
葉
集
よ
り

新
元
号
令
和
が
生
ま
れ
た
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
時
空
を
超
え
て
こ
の
地
を
捉
え
直
し
、
令
和

発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
視
点
で
史
跡
の

維
持
保
存
・
活
用
や
国
際
交
流
、
地
域
間
連
携
を

考
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
よ
る
経
済
効
果
上
昇
や
交
通
手
段
の
充
実
に
踏

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
史
跡
100
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

本
年
は
、
大
正
10
年
に
本
市
が
誇
る
大
宰
府

跡
・
水
城
跡
が
我
が
国
で
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
て
か
ら
100
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
１
３
０
０
有
余
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
更

な
る
100
年
先
の
未
来
へ
の
展
望
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

先
日
は
昨
年
断
腸
の
思
い
で
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
令
和
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
の
講

演
会
を
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

し
、
直
々
に
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
の
意
義
を
ひ

も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
後
世

に
も
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
に
は
近
世
・
近
代
の
日
本
文
学
に
造
詣

が
深
く
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
な
ど
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太

宰
府
の
歴
史
や
文
化
の
意
義
や
こ
れ
か
ら
の
100
年

先
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
全
国
619
自
治
体

で
構
成
す
る
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
太
宰

府
大
会
を
、
令
和
３
年
度
に
異
例
の
仕
切
り
直
し

を
し
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

史
跡
100
年
の
記
念
事
業
と
し
て
本
市
の
誇
る

史
跡
を
改
め
て
内
外
に
知
ら
し
め
、
大
太
宰
府
的

な
観
点
か
ら
本
市
の
取
り
組
み
や
提
言
を
全
国
に

向
け
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
100
年

に
向
け
た
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
取

り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
100
年
先
を
見
据
え
た
大
宰
府
政
庁
跡
を

始
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
意
欲

的
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

◆
「
史
跡
地
管
理
事
業
」　

「
令
和
発
祥
の
都 

太
宰
府
」
の
個
性
の
ひ
と

つ
で
あ
る
史
跡
の
維
持
管
理
及
び
史
跡
整
備
を
効

果
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
地
方
分
権
改
革
推
進

提
案
で
実
現
し
た
史
跡
地
の
規
制
緩
和
を
活
か
し

ま
し
て
史
跡
管
理
の
た
め
に
生
じ
る
廃
棄
材
等
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
史
跡
散
策
な
ど
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

◆
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」

様
々
な
形
で
継
続
的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
向
け

て
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
旅
人

の
た
び
と
」
「
れ
い
わ
姫
」
「
お
と
も
の
タ
ビ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。

既
に
、
中
西
進
先
生
を
お
招
き
し
た
史
跡
100

年
記
念
事
業
で
は
、
地
元
学
生
が
「
旅
人
の
た
び

と
」
「
れ
い
わ
姫
」
に
扮
し
会
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の

製
作
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
し
て
新
規
ま
た
は
変
更
登
録
の
際
希
望
者
に

交
付
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
ア
ッ

プ
と
太
宰
府
市
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
内
幹
線
道
路
渋
滞
対
策
事
業
」

本
市
は
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
り
、
渋

滞
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
着
実
な
道
路
整
備
、
交
差
点
、

信
号
な
ど
の
改
善
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
の
継

続
活
用
、
交
通
規
制
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進
な
ど
で
渋
滞
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
メ
ン
バ
ー
も

含
む
総
合
交
通
計
画
協
議
会
や
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
光
客
に
よ
る
密
集

対
策
と
し
て
太
宰
府
市
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的
活
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
混
雑
時

期
に
合
わ
せ
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム
活
用
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
市
内
の
主
要
交
差
点
や
駐
車
場

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

太
宰
府
観
光
の
分
散
化
を
促
し
、
言
わ
ば
環
境
重

視
の
逆
転
発
想
で
渋
滞
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
・
坂
本
地
区
は
住
宅
開
発
に
よ

る
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
後
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

分
・
坂
本
地
区
の
幹
線
道
路
整
備
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、
引
き
続
き
国
や
県

と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰

府
が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
０
年
を
超
え
る
国
際

的
、
文
化
的
都
市
と
し
て
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
次
な
る
１
３
０
０
年
後
ま
で
そ
の
時
の

流
れ
と
令
和
の
慶
び
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
本
市

な
ら
で
は
の
防
災
力
の
強
化
、
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
施
設
や
諸
団
体
な
ど
の
再
編
、
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
編
、
ご
み

減
量
を
始
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
更
新
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
敷
地
内

防
火
水
槽
の
改
修
及
び
梅
香
苑
地
域
防
火
水
槽
の

移
設
工
事
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
や
防
災
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
や
関
係
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
災
害
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
「
川
原
地
下
道
浸
水
対
策
事
業
」

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
増
加
や
市
街
地

開
発
の
進
展
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
な
ど
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
特
に
豪
雨
の
際
は
冠
水
の

危
険
が
あ
る
川
原
地
下
道
の
排
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆
「
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
事
業
」

市
街
地
の
活
性
化
の
項
目
に
お
い
て
五
条
エ

リ
ア
に
お
け
る
駅
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
活
性

化
を
検
討
す
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法

を
使
っ
た
再
開
発
、
整
備
を
鉄
道
会
社
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
道
路
網
の
改
善
や
有
効
な
土
地
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
市
内
生
活
道
路
整
備
拡
大
事
業
」

側
溝
蓋
掛
け
工
事
や
交
差
点
改
良
工
事
等
の

生
活
道
路
改
良
工
事
を
、
計
画
の
前
倒
し
等
で
令

和
３
年
度
の
事
業
予
算
を
拡
大
し
実
施
い
た
し
ま

す
。

◆
「
河
川
改
良
事
業
」

高
尾
川
周
辺
は
、
全
体
と
し
て
宅
地
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
雨
水
の
流
出
が
増
大

し
、
集
中
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
道
路
や
農

地
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
改
善

に
向
け
た
高
尾
川
改
修
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
し
た
蓋
の

更
新
を
前
倒
し
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
地
区

に
は
蓋
に
市
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
や
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
公
共
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
右
記
三
事
業
は
、
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち

込
む
経
済
活
性
化
を
図
る
「
太
宰
府
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
１
億
円
超
の
予
算
を
か
け

て
緊
急
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
事
業
」

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
公

共
施
設
等
の
総
合
的
な
適
正
管
理
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
現
行
施
設
の
統
合
や
複

合
化
も
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
な
公
共
施
設
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
公
共
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
「
第
四
次
環
境
基
本
計
画
策
定
・
推
進
事
業
」

国
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
「
地
域
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
・
循
環
型
都
市
」
の
３
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
て
、
現
在
第
四
次
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
策
定
後
は
、
市

民
・
自
治
会
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
本
市
の
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
の
た
め
に
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
「
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
」

令
和
３
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
住
民
情
報
に
係
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
(
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
更
新
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
本
市
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
を
公
募
し
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
予
算
「
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る
積
極
的
集
大
成
予

算
」
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。重

ね
て
と
な
り
ま
す
が
、
実
に
６
億
円
、

７
・
３
％
も
の
市
税
の
激
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曽

有
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、
公
約
実
現
の
集

大
成
と
も
す
る
二
正
面
作
戦
は
至
難
の
業
と
言
え

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
戦
後
以
来
国
家
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
が
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
始
ま
り
、
市
を
あ
げ
て

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
基
礎
的
自
治

体
は
そ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
市
民
本
位
を
追
求
し
つ
つ
、
一

日
も
早
い
収
束
を
目
指
す
た
め
、
ま
ず
は
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

本
市
が
誇
る
最
も
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
公
共
施

設
の
一
部
を
接
種
会
場
に
選
定
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
を
日
頃
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。な

お
、
昨
日
の
大
臣
会
見
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
の
後
ろ
倒
し
発
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
状
況
や
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
よ
り
今
後
急

き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

可
能
な
限
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
市
だ

け
で
は
決
定
し
か
ね
る
部
分
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。ま

た
、
後
日
提
案
を
い
た
し
ま
す
が
、
緊
急

事
態
再
発
出
の
の
ち
改
め
て
観
光
客
は
減
少
し
、

市
民
生
活
も
委
縮
す
る
な
か
、
新
た
な
経
済
対

策
、
生
活
支
援
策
な
ど
も
速
や
か
に
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
透
明
さ
を
増
す
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
必
定
で
あ

り
ま
す
が
、
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為

に
、
私
の
持
ち
う
る
力
を
振
り
絞
り
、
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
改
め
ま
し
て
、
議
員
各
位
、
市
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

第
３
の
戦
略

「令
和
発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い

大
太
宰
府
構
想(

圏
域
拡
大
戦
略)

」
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こ
の
定
例
会
は
、
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
私
に
与
え

ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
令
和

３
年
度
の
市
政
の
根
幹
と
な
り
ま
す
予
算
案
を
は

じ
め
、
主
要
施
策
並
び
に
条
例
案
を
ご
審
議
い
た

だ
く
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。議

案
提
案
に
先
立
ち
ま
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
臨
む
私
の
所
信
を
披
歴
し
、
議
員
各
位
や

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
月
１
月
28
日
を
も
ち
ま
し
て
市
長
に
就
任

し
て
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば

３
年
前
の
そ
の
日
の
深
夜
、
選
挙
結
果
が
確
定
す

る
と
同
時
に
市
長
に
就
任
し
、
御
礼
廻
り
は
お
ろ

か
睡
眠
も
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
ま
ま
翌
朝
に
は
早

速
市
役
所
に
初
登
庁
い
た
し
ま
し
た
。

前
職
と
の
引
き
継
ぎ
は
な
く
、
副
市
長
も
教

育
長
も
空
席
で
、
旧
知
の
職
員
も
お
ら
ず
、
ま
さ

に
一
人
き
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、

太
宰
府
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
未
曽
有
の
混

乱
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、
そ
の
日
以
来
ひ
た

す
ら
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
議
員
各

位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
一
年
目
で
着
実
に
混
乱
は
収
ま

り
、
初
年
度
か
ら
市
税
が
約
６
千
７
百
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
３
千
万
円
余
り
の
増
加
を
記
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
生
太
宰
府
元
年
と
銘
打
っ
た
二
年
目
は
、

西
鉄
太
宰
府
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
地
元
筑
陽
学

園
高
校
の
春
夏
甲
子
園
出
場
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ 

太
宰
府
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
何

よ
り
、
新
元
号
令
和
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
な
ど
慶

事
が
続
き
ま
し
た
。

政
策
面
で
も
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た

小
学
校
水
泳
授
業
、
甲
子
園
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
市
内
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
時
の
旅
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
意
欲
的
な
試
み
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

誇
り
う
る
歴
史
に
改
め
て
注
目
を
受
け
対
応

に
追
わ
れ
る
な
か
で
も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て

確
実
に
飛
躍
を
遂
げ
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

41
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
私
が
公
約
で
標
榜
し
ま

し
た
日
本
を
代
表
す
る
世
界
に
冠
た
る
都
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

に
終
わ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
緊
急
事

態
宣
言
は
続
い
て
お
り
、
本
市
で
も
陽
性
判
明
者

は
累
計
200
名
に
迫
り
、
今
後
も
対
策
対
応
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
令
和
２
年
度
予
算
を
令
和
還
元
予
算

と
銘
打
ち
、
当
時
過
去
最
大
の
250
億
円
を
超
え
る

予
算
を
組
み
、
一
年
目
二
年
目
の
着
実
な
市
税
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
を
可
能
と
し
た
積
極
的
財
政
投

資
と
地
域
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
た
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
際
観
光
都
市
、
令
和
発
祥
の
都

と
し
て
一
昨
年
多
く
の
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
の
４
月
５
月
は
実
に
96
％
減
と
い
う

壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
近
隣
市
の
３
倍
の

額
と
な
る
最
大
30
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
令
和
支
援

金
な
ど
思
い
切
っ
た
策
を
断
行
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
車
制
度
の
廃
止
な
ど
身
を
切
る

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
よ
る
剰
余
金
、
本
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
分
で
３
億
円
の
独
自
財
源

を
捻
出
し
、
総
計
15
億
円
に
及
ぶ
充
実
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
さ
ま
ざ
ま
ご
ざ
い
ま

し
た
。
就
任
二
年
目
と
な
る
令
和
元
年
度
決
算

も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の
意
欲
的
な
取
組
の

成
果
が
実
り
、
市
税
が
約
１
億
２
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
約
４
倍
、
２
億
１
千
万
円
の
大
幅
な

増
加
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
活
用
に
努
め

る
一
方
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
極
力
抑
え
、
繰
り

上
げ
分
も
含
め
市
債
約
６
億
７
千
万
円
の
償
還
を

実
現
し
ま
し
た
。
基
金
も
新
た
に
２
億
１
千
万
円

上
積
み
す
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
取
り
崩

し
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社

の
全
国
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
20
位
、
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
の
市
区
町
村
魅
力
度
調
査
で
は

42
位
と
上
位
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
も
多
様
な
地

域
参
加
部
門
が
１
位
、
行
政
情
報
発
信
部
門
が
６

位
と
最
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
３
月
に
は
か
ね
て
よ
り
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
私
の
公
約
を
基
に
本
市
の
底
力

総
発
揮
構
想
、
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
、
大

太
宰
府
構
想
、
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
を
柱
と

し
た
「
太
宰
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
(
通
称
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
)
」
を
打
ち
立
て
、
鋭
意
実
行
に
移
し
て
お
り

ま
す
。

４
月
に
は
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
横
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
務
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
従
来
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
西
の
役
割
分
担
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
い
高
齢
者
の
総
合
的
な
支
援

を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
４
月
に
は
特
別
史
跡
大
宰
府
跡

の
一
部
古
代
の
客
館
跡
を
整
備
し
て
史
跡
広
場
と

し
、
６
月
に
は
従
来
の
日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

西
の
都
」
を
大
太
宰
府
構
想
の
一
環
と
し
て
近
隣

地
域
に
広
域
化
す
る
な
ど
、
史
跡
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
本
市
初
め
て
と
な
る
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
を
実
現
し
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
東
谷

氏
を
観
光
経
済
部
理
事
と
し
て
迎
え
、
本
市
若
手

職
員
を
先
方
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
氷

河
期
世
代
採
用
も
初
め
て
行
い
、
７
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
国
や
県
と
の
人
材
交
流
も
積
極
的
に

実
行
し
ま
し
た
が
、
民
間
勤
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫

折
を
経
験
し
た
新
た
な
人
材
も
複
数
受
け
入
れ
る

こ
と
で
本
市
の
職
場
風
土
も
活
性
化
し
、
市
の
為

市
民
の
為
に
さ
ら
に
働
く
組
織
に
脱
皮
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
に

は
西
日
本
鉄
道
㈱
と
、
11
月
に
は
九
州
電
力
㈱
と

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
、
早
速
、
年
末
年
始
の
コ
ロ

ナ
対
策
や
観
光
振
興
、
産
品
開
発
な
ど
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
太
宰
府
ら
し
さ
や
独
自
性
を
追
求
し
た
返
礼

品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
着
実
に
寄
附
額
が
増
え

て
お
り
、
就
任
当
初
額
の
10
倍
と
な
る
４
億
円
の

大
台
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

陽
性
判
明
者
が
全
国
的
に
増
加
す
る
な
か
、

市
に
最
も
お
客
様
が
訪
れ
る
年
末
年
始
初
詣
の
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
西
鉄
太
宰

府
駅
な
ど
で
マ
ス
ク
の
配
布
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
設
置
を
行
い
、
来
訪
者
の
体
調
管
理
と
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
や
西
日
本
鉄
道
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
３
月
末
ま
で
の
分
散
参

拝
を
呼
び
か
け
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を
例
年
と
変
更

い
た
だ
く
と
と
も
に
交
通
状
況
や
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
を
積
極
的
に
周
知
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
情
報
案
内
サ
イ
ト
に
は
前

年
と
比
べ
て
正
月
３
が
日
で
３
割
増
、
３
連
休
は

５
倍
増
と
い
う
多
数
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、

人
出
は
前
年
比
７
割
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
年
末
年
始
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
改
め
て
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
感
染

し
た
本
市
職
員
や
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
市

民
の
方
の
声
を
受
け
、
県
内
で
初
め
て
自
宅
療
養

者
向
け
の
食
料
、
生
活
物
資
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
バ
イ
ト
や
仕
送
り
が
な
く
な
り
厳
し
い
学

生
生
活
を
強
い
ら
れ
る
大
学
生
留
学
生
へ
の
食
事

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
所
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
が
届
く
市
政
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
目
は
未
曽
有
の
混
乱
か

ら
の
脱
却
、
二
年
目
は
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の

飛
躍
、
三
年
目
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
、
一
年
一
年
異
な
る
難
題

に
立
ち
向
か
う
起
伏
の
激
し
い
三
年
間
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
政
混
迷
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
の
発
信
を
心
が

け
、
議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
市
政
再
建
に
邁
進
し
、
太
宰
府
の
底
ヂ

カ
ラ
を
引
き
出
し
本
市
を
日
本
を
代
表
す
る
都
に

す
る
べ
く
、
私
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
は
、
今
な
お
続
く

コ
ロ
ナ
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
つ
つ
、
私
の

公
約
に
従
い
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
を

総
仕
上
げ
、
総
決
算
し
、
集
大
成
と
す
る
二
正
面

作
戦
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
決
意
の
も
と
、
令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
積

極
的
に
投
資
す
る
側
面
と
、
市
長
任
期
最
終
年
度

に
お
け
る
公
約
達
成
の
集
大
成
の
側
面
を
併
せ
持

つ
「
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る

積
極
的
集
大
成
予
算
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
比
５
億
円
、
２
％
増
の
総
額
255

億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

昨
年
度
策
定
し
た
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
「
成
長
戦
略
」
「
移
住
定
住
戦
略
」
「
圏
域

拡
大
戦
略
」
「
行
財
政
改
革
戦
略
」
と
い
う
４
つ

の
戦
略
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活
性
化
」
「
財
政

健
全
化
」
「
新
た
な
生
活
様
式
」
と
い
う
コ
ロ
ナ

対
策
の
３
つ
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
、
大
胆
か
つ

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
方
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務

的
な
支
出
以
外
の
経
費
を
前
年
度
予
算
比
で
５
％

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
単
位
で

３
つ
以
上
提
案
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
際
は
既
存
事
業
の

改
善
・
廃
止
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
財
源
の
捻

出
・
確
保
を
行
う
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
」
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
事
業
の
精

査
を
行
い
、
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
、
い
わ
ゆ

る
無
駄
の
削
減
、
効
率
の
よ
い
運
営
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
員
一
人
一
人
が
常
に
世
の
為
人
の

為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
企
画
立
案
を

心
掛
け
る
よ
う
、
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議

並
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針
を
語

り
か
け
、
そ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
実
に
約
６
億

円
、
７
・
３
％
激
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
市

税
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
３
つ
の
２
億
円
を
捻
出

い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
に
お

け
る
運
賃
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し

に
よ
り
ま
す
収
入
増
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
等
人
件
費
の
予
算
の
削
減
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
公
共
施
設
改
修
の
抑

制
、
緑
地
公
有
化
の
見
直
し
、
そ
の
他
徹
底
し
た

事
業
の
精
査
を
行
い
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
徹
底
し
た
行
革
、
聖

域
な
き
歳
出
入
一
体
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
、

約
２
億
円
を
捻
出
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度

の
寄
附
額
目
標
を
令
和
２
年
度
当
初
予
算
時
の
３

億
円
か
ら
４
億
円
増
の
７
億
円
に
設
定
し
、
経
費

を
差
し
引
い
た
実
質
増
収
分
約
２
億
円
を
新
た
な

財
源
と
い
た
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
私
の
市
長

就
任
以
来
積
み
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
財
政
調
整

資
金
積
立
金
約
２
・
７
億
円
の
う
ち
２
億
円
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
私
の
持
ち
う
る
力
の
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
重
点
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
順
次
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
を
太
宰
府
天
満

宮
を
始
め
と
す
る
名
所
や
、
令
和
発
祥
の
地
と

な
っ
た
大
宰
府
政
庁
跡
な
ど
の
価
値
あ
る
史
跡
、

５
つ
も
の
大
学
・
短
大
な
ど
他
市
を
圧
倒
す
る
多

く
の
歴
史
的
文
化
的
資
源
を
有
し
、
活
気
あ
る
福

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
も
位
置
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
都
と
位
置
付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
を
始
め

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
知
恵
を
駆
使
し
て
総
結
集
し
、

本
来
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
、

「
令
和
発
祥
の
都
」
と
し
て
さ
ら
に
羽
ば
た
き
、

我
が
国
そ
し
て
地
方
の
牽
引
役
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
回
遊
型
観
光
ル
ー
ト
活
用
促
進
事
業
」

一
昨
年
の
10
月
に
待
望
の
宿
泊
及
び
飲
食
施

設
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ　

太
宰
府
」

が
開
業
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
密
と
な
り
に
く
い
独
立
し
た
空
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
稼
働
率
も
今
な
お
高

く
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
更
に
２
棟
が
開
業
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
太
宰
府
の
資
産
を
活
用
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル

を
始
め
と
し
た
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
に
よ
り
中

長
期
滞
在
型
旅
行
者
の
市
内
へ
の
取
り
込
み
を
図

り
、
さ
ら
な
る
地
場
産
業
創
出
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
と
も
観
光
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
観
光
客
の
さ
ら

な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
奨
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
旅
行
企
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
既
存
路
線
を
観
光

路
線
と
し
て
も
活
用
し
な
が
ら
、
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
太
宰
府
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
古

民
家
や
門
前
町
周
辺
の
建
物
の
改
修
等
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
の
街
な
み
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
「
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
」

か
ね
て
よ
り
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
超
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た

太
宰
府
の
梅
の
価
値
に
改
め
て
注
目
し
、
史
跡
地

の
梅
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
規
制
緩
和
を
追
い

風
に
、
梅
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
注
力
し
ま

す
。そ

の
製
品
を
新
た
な
地
場
み
や
げ
産
業
と
し

て
振
興
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す

る
事
で
税
収
の
飛
躍
的
増
加
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
梅
の
木
を
植
栽
し
、
産
地
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
生
産
者
が
、
梅
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
を
出
荷
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
の
原
材

料
と
な
る
農
産
物
の
可
能
性
の
拡
大
に
寄
与
し
ま

す
。な

お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
梅

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
事
業
費
の
一
部
を
寄
附
金
で
賄

い
ま
す
。

◆
「
起
業
創
業
支
援
、
地
場
産
業
育
成
・
活
性
化

事
業
」

令
和
２
年
度
に
本
市
の
制
度
融
資
に
お
け
る

預
託
額
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
が

ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
融
資
の
円
滑
化
と
貸

付
額
の
増
加
に
向
け
、
こ
の
預
託
額
を
更
に
増
額

し
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
業
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
本
市
の
産
業
・
特
産
品
等
に
関
す
る
進
む
べ

き
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
創
業
者

及
び
既
存
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

更
な
る
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
等
、
事
業
者
へ
の
経
営
相
談
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
庁
内
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

◆
「
民
間
企
業
と
の
積
極
的
交
流
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
西
鉄
や
九
電
を
始
め
多
く
の
民

間
企
業
や
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流
し
、
民
間
の
活
力
や

資
本
を
最
大
限
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
や
人

材
育
成
な
ど
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」

「
市
域
西
側
に
お
け
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
業
」

現
在
は
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
と
い
っ
た
各
種
証
明
書
が
市
役
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
と
即
日
発
行
が
で
き
ず
、
市
役
所
か
ら
遠
方

の
方
に
ご
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
ま
し
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
の
交
付
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書

を
交
付
す
る
窓
口
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務
所
内
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

開
設
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
緊
急
時
に
備

え
た
窓
口
機
能
の
分
散
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
効
率
の
よ
い
運
営
を
心
が
け
ま

す
。

◆
「
人
材
育
成
活
性
化
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
職
員
を
積
極
的
に
国
、
県
、

周
辺
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
外
部
と
交
流
さ
せ

る
な
ど
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
な
ど
役
所
内
の
チ
ー
ム
力

を
発
揮
さ
せ
、
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
卒
者
向
け
の
採
用
試
験
に
お
き
ま
し
て

は
、
能
力
や
適
正
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
養
試
験
や
面
接
試
験

だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
知
識
偏
重
で
は
な
く
「
性
格
特
徴
」
や
「
知
的

能
力
」
を
測
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
験
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
評
価
者
、
被
評
価
者
が
客
観
的
基
準
に
基
づ

き
運
用
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
制
度
の
精
度
向

上
、
人
材
育
成
に
お
け
る
評
価
結
果
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
人
材
の
獲
得
、
育

成
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
採
用
も
再

び
行
い
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
改
革
事
業
」

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
寄
付
額
は
約
４

千
万
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
太
宰
府
ら

し
い
返
礼
品
開
発
や
甲
子
園
応
援
、
令
和
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
コ
ロ
ナ
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
令
和
２
年
度
は
既
に
４
億
円
を
超
え
、
10
倍

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
寄
付
額
７
億
円
を
目
標
に
、

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
及

び
返
礼
品
数
の
更
な
る
拡
大
、
寄
附
者
へ
の
寄
附

金
の
使
途
の
明
確
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
の
全

庁
的
な
取
り
組
み
へ
の
拡
大
及
び
寄
附
者
の
約
７

割
を
占
め
る
関
東
・
関
西
圏
へ
の
広
報
強
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
更
な
る
増
設
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
の
事
業
財
源
確
保
へ
の
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
な
ど
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
増
収
を
図
り
ま
す
。

こ
の
戦
略
、
構
想
は
、
本
市
を
近
隣
に
比
べ

高
齢
化
率
が
高
く
、
一
方
で
学
生
が
多
く
集
う
市

で
あ
り
、
ま
た
活
力
あ
る
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
令
和
効
果
に
よ
り
居
住
意
欲
度
も
上

昇
中
で
、
子
育
て
世
代
の
自
然
増
や
社
会
増
も
期

待
で
き
る
と
分
析
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
か
つ
て
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
万
葉
集
の

精
神
に
も
な
ら
い
、
全
世
代
が
居
場
所
と
出
番
を

持
て
る
本
市
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
、
換
言
す
れ
ば
生
活
支
援
戦
略
を
進
め

る
こ
と
で
、
日
本
一
住
み
や
す
く
世
界
一
元
気
な

都
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
広
報
戦
略
関
係
事
業
」

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
参
画
の
行
政
、

街
づ
く
り
で
地
域
を
創
生
し
て
い
く
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
よ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
市
民
の
意
見
箱
へ
の
オ
ー

プ
ン
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
三
役
も
登
場

す
る
広
報
だ
ざ
い
ふ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
広

報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
分
野
で

全
国
６
位
の
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
昨
年
11
月
に
導
入
い
た
し
ま
し
た

「
太
宰
府
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
動
画
に
よ
る
配
信

な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
も
対
応
可
能
な
、
多

様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
果
的
な
情
報
発
信

を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
を
定
期
的
に
自

治
会
ご
と
に
開
催
し
、
市
長
室
に
招
い
た
り
自
ら

学
校
な
ど
に
出
向
く
な
ど
の
か
た
ち
で
も
積
極
的

に
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
は
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
活
用
し
、
そ

の
数
は
年
間
100
回
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
で
は
高
校
生

か
ら
学
校
内
へ
の
目
安
箱
設
置
を
提
言
さ
れ
、
早

速
小
中
高
大
学
校
に
設
置
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
際
に
は
産
官
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
り
ま

す
太
宰
府
市
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
令
和
元
年
度

に
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
に
基
づ
い
た
貴
重
な
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
多
様
な
市
民
参
加
の
機
会
の
分

野
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
全
般
に

つ
い
て
も
大
所
高
所
か
ら
引
き
続
き
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
で
大
胆
な
市
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の

声
も
参
考
に
し
つ
つ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
教
育
推
進
事
業
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

主
要
な
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
令
和
２
年
度
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
以
降
は

基
本
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
す
る
先
進
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
個
別
学
習
や
家
庭
学
習
を
含
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
事
業
」

市
内
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
も
の
づ
く
り
、
科
学
体
験

と
い
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
先
進
教
育
の
学
び
の
場
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
新
た
な
人
材
の
輩
出
と
先
端
知
的
集
約
産
業

創
生
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
拡
大
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
就
学
援
助
の
対
象
と
し
た
り
、

利
便
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
食
率
は
二

桁
台
ま
で
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
予

算
を
倍
増
し
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
や
事
業
者
の
調
査
研
究
、

中
学
校
在
校
生
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
の
試
食
会

を
行
う
な
ど
、
内
容
の
充
実
や
児
童
生
徒
へ
の
魅

力
の
周
知
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
喫
食
率

の
倍
増
を
目
標
に
利
用
拡
大
を
図
り
、
中
学
生
の

よ
り
良
い
給
食
環
境
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
今
後

さ
ら
な
る
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
事
業
」

福
岡
県
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
通
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
現
在
の
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

◆
「
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
減
免
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
課

税
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
の
５
割
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
」

こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
既
存

施
設
の
増
改
築
に
よ
り
、
定
員
増
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
保
育
士
確
保
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
受

入
れ
児
童
の
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
解
消
の
取

組
み
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
定

員
120
名
規
模
の
保
育
施
設
１
園
を
公
募
し
、
令
和

３
,
４
年
度
の
２
か
年
で
整
備
を
行
い
、
更
な
る

待
機
児
童
対
策
を
進
め
ま
す
。

◆
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
「
太
宰
府
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
健

師
)
」
と
「
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
育

士
)
」
を
配
置
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
に

対
し
て
支
援
を
行
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、
就
任
時
か

ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
学
童
保
育
の
充
実
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
短
大
と

の
連
携
な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
城
小
学
校
の
改
築
に
係
る
基
本
実
施
設
計

や
障
が
い
を
持
つ
児
童
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
な
ど
に
も
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
問
の
神
様

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子

育
て
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
」

第
三
次
地
域
福
祉
計
画
の
実
施
期
間
が
令
和

３
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
中
に
、
「
全
世
代
に
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
太
宰
府
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
目
標
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
指
針
と
な
る
第
四
次
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
既
存
の
各
福
祉
分
野
の
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
拡
充
事
業
」

令
和
２
年
度
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
五

次
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
拡
充
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
失
業
や
収

入
減
少
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困
窮
者
家
計
相
談
支
援

や
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
予
算
の
拡
充
な
ど
、
各
種
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
内
全
域
で
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
の
関
係
課
と
連
携
し
、
高

齢
者
へ
の
個
別
支
援
と
高
齢
者
の
「
通
い
の
場
」

へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
保
健
指
導
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
健
康
教

育
・
相
談
等
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

◆
「
地
域
に
お
け
る
運
動
習
慣
定
着
促
進
事
業
」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
門
と
介
護
予
防
部
門
が
連

携
し
、
民
間
事
業
者
と
協
力
し
た
ケ
ア
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
並
び
に
医
療
費
等
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
活
動
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

つ
ば
さ
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
、
「
第
２
つ
ば
さ
学
級
(
仮

称
)
」
を
定
期
的
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
き
め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
事
業
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

１
年
延
期
に
合
わ
せ
、
本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
も
令

和
３
年
５
月
11
日
に
変
更
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
内
容
の
簡
素
化
及
び
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
空
家
等
対
策
事
業
」

空
家
と
な
る
原
因
と
し
て
、
不
動
産
評
価

額
、
固
定
資
産
税
、
相
続
問
題
等
の
理
由
で
空
家

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
不
動
産
団
体
や

各
種
専
門
家
等
の
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
連

携
、
協
力
し
、
所
有
者
の
相
談
内
容
に
適
し
た
各

団
体
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
空
家
化
の
予
防
、
空

家
の
解
消
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

令
和
２
年
12
月
25
日
に
「
太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
条
例

の
主
旨
目
的
な
ど
を
市
民
に
対
し
て
広
く
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
総
合
行
政
と

し
て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
が
太
古
か
ら
世

界
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
、
我
が
国
・
西
日

本
・
九
州
の
政
治
・
外
交
・
防
衛
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
当
時
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人

に
よ
る
梅
花
の
宴
の
様
子
を
描
い
た
万
葉
集
よ
り

新
元
号
令
和
が
生
ま
れ
た
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
時
空
を
超
え
て
こ
の
地
を
捉
え
直
し
、
令
和

発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
視
点
で
史
跡
の

維
持
保
存
・
活
用
や
国
際
交
流
、
地
域
間
連
携
を

考
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
よ
る
経
済
効
果
上
昇
や
交
通
手
段
の
充
実
に
踏

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
史
跡
100
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

本
年
は
、
大
正
10
年
に
本
市
が
誇
る
大
宰
府

跡
・
水
城
跡
が
我
が
国
で
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
て
か
ら
100
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
１
３
０
０
有
余
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
更

な
る
100
年
先
の
未
来
へ
の
展
望
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

先
日
は
昨
年
断
腸
の
思
い
で
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
令
和
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
の
講

演
会
を
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

し
、
直
々
に
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
の
意
義
を
ひ

も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
後
世

に
も
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
に
は
近
世
・
近
代
の
日
本
文
学
に
造
詣

が
深
く
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
な
ど
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太

宰
府
の
歴
史
や
文
化
の
意
義
や
こ
れ
か
ら
の
100
年

先
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
全
国
619
自
治
体

で
構
成
す
る
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
太
宰

府
大
会
を
、
令
和
３
年
度
に
異
例
の
仕
切
り
直
し

を
し
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

史
跡
100
年
の
記
念
事
業
と
し
て
本
市
の
誇
る

史
跡
を
改
め
て
内
外
に
知
ら
し
め
、
大
太
宰
府
的

な
観
点
か
ら
本
市
の
取
り
組
み
や
提
言
を
全
国
に

向
け
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
100
年

に
向
け
た
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
取

り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
100
年
先
を
見
据
え
た
大
宰
府
政
庁
跡
を

始
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
意
欲

的
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

◆
「
史
跡
地
管
理
事
業
」　

「
令
和
発
祥
の
都 

太
宰
府
」
の
個
性
の
ひ
と

つ
で
あ
る
史
跡
の
維
持
管
理
及
び
史
跡
整
備
を
効

果
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
地
方
分
権
改
革
推
進

提
案
で
実
現
し
た
史
跡
地
の
規
制
緩
和
を
活
か
し

ま
し
て
史
跡
管
理
の
た
め
に
生
じ
る
廃
棄
材
等
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
史
跡
散
策
な
ど
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

◆
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」

様
々
な
形
で
継
続
的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
向
け

て
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
旅
人

の
た
び
と
」
「
れ
い
わ
姫
」
「
お
と
も
の
タ
ビ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。

既
に
、
中
西
進
先
生
を
お
招
き
し
た
史
跡
100

年
記
念
事
業
で
は
、
地
元
学
生
が
「
旅
人
の
た
び

と
」
「
れ
い
わ
姫
」
に
扮
し
会
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の

製
作
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
し
て
新
規
ま
た
は
変
更
登
録
の
際
希
望
者
に

交
付
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
ア
ッ

プ
と
太
宰
府
市
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
内
幹
線
道
路
渋
滞
対
策
事
業
」

本
市
は
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
り
、
渋

滞
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
着
実
な
道
路
整
備
、
交
差
点
、

信
号
な
ど
の
改
善
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
の
継

続
活
用
、
交
通
規
制
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進
な
ど
で
渋
滞
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
メ
ン
バ
ー
も

含
む
総
合
交
通
計
画
協
議
会
や
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
光
客
に
よ
る
密
集

対
策
と
し
て
太
宰
府
市
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的
活
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
混
雑
時

期
に
合
わ
せ
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム
活
用
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
市
内
の
主
要
交
差
点
や
駐
車
場

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

太
宰
府
観
光
の
分
散
化
を
促
し
、
言
わ
ば
環
境
重

視
の
逆
転
発
想
で
渋
滞
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
・
坂
本
地
区
は
住
宅
開
発
に
よ

る
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
後
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

分
・
坂
本
地
区
の
幹
線
道
路
整
備
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、
引
き
続
き
国
や
県

と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰

府
が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
０
年
を
超
え
る
国
際

的
、
文
化
的
都
市
と
し
て
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
次
な
る
１
３
０
０
年
後
ま
で
そ
の
時
の

流
れ
と
令
和
の
慶
び
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
本
市

な
ら
で
は
の
防
災
力
の
強
化
、
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
施
設
や
諸
団
体
な
ど
の
再
編
、
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
編
、
ご
み

減
量
を
始
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
更
新
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
敷
地
内

防
火
水
槽
の
改
修
及
び
梅
香
苑
地
域
防
火
水
槽
の

移
設
工
事
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
や
防
災
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
や
関
係
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
災
害
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
「
川
原
地
下
道
浸
水
対
策
事
業
」

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
増
加
や
市
街
地

開
発
の
進
展
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
な
ど
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
特
に
豪
雨
の
際
は
冠
水
の

危
険
が
あ
る
川
原
地
下
道
の
排
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆
「
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
事
業
」

市
街
地
の
活
性
化
の
項
目
に
お
い
て
五
条
エ

リ
ア
に
お
け
る
駅
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
活
性

化
を
検
討
す
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法

を
使
っ
た
再
開
発
、
整
備
を
鉄
道
会
社
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
道
路
網
の
改
善
や
有
効
な
土
地
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
市
内
生
活
道
路
整
備
拡
大
事
業
」

側
溝
蓋
掛
け
工
事
や
交
差
点
改
良
工
事
等
の

生
活
道
路
改
良
工
事
を
、
計
画
の
前
倒
し
等
で
令

和
３
年
度
の
事
業
予
算
を
拡
大
し
実
施
い
た
し
ま

す
。

◆
「
河
川
改
良
事
業
」

高
尾
川
周
辺
は
、
全
体
と
し
て
宅
地
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
雨
水
の
流
出
が
増
大

し
、
集
中
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
道
路
や
農

地
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
改
善

に
向
け
た
高
尾
川
改
修
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
し
た
蓋
の

更
新
を
前
倒
し
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
地
区

に
は
蓋
に
市
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
や
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
公
共
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
右
記
三
事
業
は
、
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち

込
む
経
済
活
性
化
を
図
る
「
太
宰
府
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
１
億
円
超
の
予
算
を
か
け

て
緊
急
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
事
業
」

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
公

共
施
設
等
の
総
合
的
な
適
正
管
理
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
現
行
施
設
の
統
合
や
複

合
化
も
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
な
公
共
施
設
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
公
共
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
「
第
四
次
環
境
基
本
計
画
策
定
・
推
進
事
業
」

国
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
「
地
域
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
・
循
環
型
都
市
」
の
３
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
て
、
現
在
第
四
次
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
策
定
後
は
、
市

民
・
自
治
会
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
本
市
の
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
の
た
め
に
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
「
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
」

令
和
３
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
住
民
情
報
に
係
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
(
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
更
新
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
本
市
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
を
公
募
し
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
予
算
「
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る
積
極
的
集
大
成
予

算
」
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。重

ね
て
と
な
り
ま
す
が
、
実
に
６
億
円
、

７
・
３
％
も
の
市
税
の
激
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曽

有
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、
公
約
実
現
の
集

大
成
と
も
す
る
二
正
面
作
戦
は
至
難
の
業
と
言
え

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
戦
後
以
来
国
家
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
が
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
始
ま
り
、
市
を
あ
げ
て

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
基
礎
的
自
治

体
は
そ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
市
民
本
位
を
追
求
し
つ
つ
、
一

日
も
早
い
収
束
を
目
指
す
た
め
、
ま
ず
は
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

本
市
が
誇
る
最
も
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
公
共
施

設
の
一
部
を
接
種
会
場
に
選
定
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
を
日
頃
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。な

お
、
昨
日
の
大
臣
会
見
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
の
後
ろ
倒
し
発
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
状
況
や
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
よ
り
今
後
急

き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

可
能
な
限
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
市
だ

け
で
は
決
定
し
か
ね
る
部
分
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。ま

た
、
後
日
提
案
を
い
た
し
ま
す
が
、
緊
急

事
態
再
発
出
の
の
ち
改
め
て
観
光
客
は
減
少
し
、

市
民
生
活
も
委
縮
す
る
な
か
、
新
た
な
経
済
対

策
、
生
活
支
援
策
な
ど
も
速
や
か
に
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
透
明
さ
を
増
す
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
必
定
で
あ

り
ま
す
が
、
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為

に
、
私
の
持
ち
う
る
力
を
振
り
絞
り
、
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
改
め
ま
し
て
、
議
員
各
位
、
市
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

第
４
の
戦
略

「１
３
０
０
年
の
歴
史
に
思
い
を

致
す
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想

(

行
財
政
改
革
戦
略)
」
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こ
の
定
例
会
は
、
未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、
私
に
与
え

ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
令
和

３
年
度
の
市
政
の
根
幹
と
な
り
ま
す
予
算
案
を
は

じ
め
、
主
要
施
策
並
び
に
条
例
案
を
ご
審
議
い
た

だ
く
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。議

案
提
案
に
先
立
ち
ま
し
て
、
今
後
の
市
政

運
営
に
臨
む
私
の
所
信
を
披
歴
し
、
議
員
各
位
や

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
月
１
月
28
日
を
も
ち
ま
し
て
市
長
に
就
任

し
て
３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば

３
年
前
の
そ
の
日
の
深
夜
、
選
挙
結
果
が
確
定
す

る
と
同
時
に
市
長
に
就
任
し
、
御
礼
廻
り
は
お
ろ

か
睡
眠
も
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
ま
ま
翌
朝
に
は
早

速
市
役
所
に
初
登
庁
い
た
し
ま
し
た
。

前
職
と
の
引
き
継
ぎ
は
な
く
、
副
市
長
も
教

育
長
も
空
席
で
、
旧
知
の
職
員
も
お
ら
ず
、
ま
さ

に
一
人
き
り
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、

太
宰
府
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
未
曽
有
の
混

乱
か
ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、
そ
の
日
以
来
ひ
た

す
ら
突
き
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
議
員
各

位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
ま
し
て
一
年
目
で
着
実
に
混
乱
は
収
ま

り
、
初
年
度
か
ら
市
税
が
約
６
千
７
百
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
も
３
千
万
円
余
り
の
増
加
を
記
録
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
生
太
宰
府
元
年
と
銘
打
っ
た
二
年
目
は
、

西
鉄
太
宰
府
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
地
元
筑
陽
学

園
高
校
の
春
夏
甲
子
園
出
場
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ 

太
宰
府
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
何

よ
り
、
新
元
号
令
和
の
ご
縁
を
い
た
だ
く
な
ど
慶

事
が
続
き
ま
し
た
。

政
策
面
で
も
、
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た

小
学
校
水
泳
授
業
、
甲
子
園
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
市
内
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
時
の
旅
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
意
欲
的
な
試
み
を
矢
継
ぎ
早
に
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

誇
り
う
る
歴
史
に
改
め
て
注
目
を
受
け
対
応

に
追
わ
れ
る
な
か
で
も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て

確
実
に
飛
躍
を
遂
げ
、
全
国
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

41
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
私
が
公
約
で
標
榜
し
ま

し
た
日
本
を
代
表
す
る
世
界
に
冠
た
る
都
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
果
た
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ

に
終
わ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
お
緊
急
事

態
宣
言
は
続
い
て
お
り
、
本
市
で
も
陽
性
判
明
者

は
累
計
200
名
に
迫
り
、
今
後
も
対
策
対
応
に
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
は
令
和
２
年
度
予
算
を
令
和
還
元
予
算

と
銘
打
ち
、
当
時
過
去
最
大
の
250
億
円
を
超
え
る

予
算
を
組
み
、
一
年
目
二
年
目
の
着
実
な
市
税
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
を
可
能
と
し
た
積
極
的
財
政
投

資
と
地
域
の
所
得
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
い
た
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
際
観
光
都
市
、
令
和
発
祥
の
都

と
し
て
一
昨
年
多
く
の
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
の
４
月
５
月
は
実
に
96
％
減
と
い
う

壊
滅
的
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
近
隣
市
の
３
倍
の

額
と
な
る
最
大
30
万
円
の
が
ん
ば
ろ
う
令
和
支
援

金
な
ど
思
い
切
っ
た
策
を
断
行
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
長
車
制
度
の
廃
止
な
ど
身
を
切
る

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
カ
ッ
ト
、
昨
年
度
の

市
税
や
ふ
る
さ
と
納
税
増
に
よ
る
剰
余
金
、
本
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
分
で
３
億
円
の
独
自
財
源

を
捻
出
し
、
総
計
15
億
円
に
及
ぶ
充
実
し
た
コ
ロ

ナ
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
さ
ま
ざ
ま
ご
ざ
い
ま

し
た
。
就
任
二
年
目
と
な
る
令
和
元
年
度
決
算

も
、
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の
意
欲
的
な
取
組
の

成
果
が
実
り
、
市
税
が
約
１
億
２
千
万
円
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
約
４
倍
、
２
億
１
千
万
円
の
大
幅
な

増
加
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
活
用
に
努
め

る
一
方
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
極
力
抑
え
、
繰
り

上
げ
分
も
含
め
市
債
約
６
億
７
千
万
円
の
償
還
を

実
現
し
ま
し
た
。
基
金
も
新
た
に
２
億
１
千
万
円

上
積
み
す
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
そ
の
取
り
崩

し
を
回
避
い
た
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社

の
全
国
住
み
よ
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
20
位
、
ブ
ラ

ン
ド
総
合
研
究
所
の
市
区
町
村
魅
力
度
調
査
で
は

42
位
と
上
位
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
も
多
様
な
地

域
参
加
部
門
が
１
位
、
行
政
情
報
発
信
部
門
が
６

位
と
最
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
３
月
に
は
か
ね
て
よ
り
訴
え

て
ま
い
り
ま
し
た
私
の
公
約
を
基
に
本
市
の
底
力

総
発
揮
構
想
、
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
、
大

太
宰
府
構
想
、
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
を
柱
と

し
た
「
太
宰
府
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
(
通
称
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
)
」
を
打
ち
立
て
、
鋭
意
実
行
に
移
し
て
お
り

ま
す
。

４
月
に
は
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
横
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
務
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
従
来
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
東
西
の
役
割
分
担
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
い
高
齢
者
の
総
合
的
な
支
援

を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
く
４
月
に
は
特
別
史
跡
大
宰
府
跡

の
一
部
古
代
の
客
館
跡
を
整
備
し
て
史
跡
広
場
と

し
、
６
月
に
は
従
来
の
日
本
遺
産
「
古
代
日
本
の

西
の
都
」
を
大
太
宰
府
構
想
の
一
環
と
し
て
近
隣

地
域
に
広
域
化
す
る
な
ど
、
史
跡
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
に
は
本
市
初
め
て
と
な
る
民
間
企
業
と

の
人
事
交
流
を
実
現
し
、
九
州
電
力
㈱
か
ら
東
谷

氏
を
観
光
経
済
部
理
事
と
し
て
迎
え
、
本
市
若
手

職
員
を
先
方
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
就
職
氷

河
期
世
代
採
用
も
初
め
て
行
い
、
７
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

昨
年
来
国
や
県
と
の
人
材
交
流
も
積
極
的
に

実
行
し
ま
し
た
が
、
民
間
勤
務
や
さ
ま
ざ
ま
な
挫

折
を
経
験
し
た
新
た
な
人
材
も
複
数
受
け
入
れ
る

こ
と
で
本
市
の
職
場
風
土
も
活
性
化
し
、
市
の
為

市
民
の
為
に
さ
ら
に
働
く
組
織
に
脱
皮
し
て
く
れ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
、
９
月
に

は
西
日
本
鉄
道
㈱
と
、
11
月
に
は
九
州
電
力
㈱
と

そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
、
早
速
、
年
末
年
始
の
コ
ロ

ナ
対
策
や
観
光
振
興
、
産
品
開
発
な
ど
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

も
、
太
宰
府
ら
し
さ
や
独
自
性
を
追
求
し
た
返
礼

品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
で
着
実
に
寄
附
額
が
増
え

て
お
り
、
就
任
当
初
額
の
10
倍
と
な
る
４
億
円
の

大
台
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

陽
性
判
明
者
が
全
国
的
に
増
加
す
る
な
か
、

市
に
最
も
お
客
様
が
訪
れ
る
年
末
年
始
初
詣
の
時

期
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
西
鉄
太
宰

府
駅
な
ど
で
マ
ス
ク
の
配
布
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
設
置
を
行
い
、
来
訪
者
の
体
調
管
理
と
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
太
宰
府
天
満
宮
や
西
日
本
鉄
道
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
３
月
末
ま
で
の
分
散
参

拝
を
呼
び
か
け
、
電
車
の
ダ
イ
ヤ
を
例
年
と
変
更

い
た
だ
く
と
と
も
に
交
通
状
況
や
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
を
積
極
的
に
周
知
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
交
通
情
報
案
内
サ
イ
ト
に
は
前

年
と
比
べ
て
正
月
３
が
日
で
３
割
増
、
３
連
休
は

５
倍
増
と
い
う
多
数
の
ア
ク
セ
ス
を
い
た
だ
き
、

人
出
は
前
年
比
７
割
減
と
い
う
結
果
と
な
り
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
年
末
年
始
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
出
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
改
め
て
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
感
染

し
た
本
市
職
員
や
濃
厚
接
触
者
に
認
定
さ
れ
た
市

民
の
方
の
声
を
受
け
、
県
内
で
初
め
て
自
宅
療
養

者
向
け
の
食
料
、
生
活
物
資
支
援
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
大
学
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
バ
イ
ト
や
仕
送
り
が
な
く
な
り
厳
し
い
学

生
生
活
を
強
い
ら
れ
る
大
学
生
留
学
生
へ
の
食
事

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
必
要
な
所
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
手
が
届
く
市
政
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
目
は
未
曽
有
の
混
乱
か

ら
の
脱
却
、
二
年
目
は
令
和
発
祥
の
都
と
し
て
の

飛
躍
、
三
年
目
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
と
、
一
年
一
年
異
な
る
難
題

に
立
ち
向
か
う
起
伏
の
激
し
い
三
年
間
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
間
も
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
政
混
迷
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な
ど
の
発
信
を
心
が

け
、
議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
市
政
再
建
に
邁
進
し
、
太
宰
府
の
底
ヂ

カ
ラ
を
引
き
出
し
本
市
を
日
本
を
代
表
す
る
都
に

す
る
べ
く
、
私
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
は
、
今
な
お
続
く

コ
ロ
ナ
危
機
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
つ
つ
、
私
の

公
約
に
従
い
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
諸
施
策
を

総
仕
上
げ
、
総
決
算
し
、
集
大
成
と
す
る
二
正
面

作
戦
の
一
年
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
決
意
の
も
と
、
令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
案
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
積

極
的
に
投
資
す
る
側
面
と
、
市
長
任
期
最
終
年
度

に
お
け
る
公
約
達
成
の
集
大
成
の
側
面
を
併
せ
持

つ
「
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る

積
極
的
集
大
成
予
算
」
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
比
５
億
円
、
２
％
増
の
総
額
255

億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
戦
後
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
対
し
て
、

昨
年
度
策
定
し
た
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
「
成
長
戦
略
」
「
移
住
定
住
戦
略
」
「
圏
域

拡
大
戦
略
」
「
行
財
政
改
革
戦
略
」
と
い
う
４
つ

の
戦
略
を
ベ
ー
ス
に
、
「
経
済
活
性
化
」
「
財
政

健
全
化
」
「
新
た
な
生
活
様
式
」
と
い
う
コ
ロ
ナ

対
策
の
３
つ
の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
、
大
胆
か
つ

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
予
算
編
成
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

一
方
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
義
務

的
な
支
出
以
外
の
経
費
を
前
年
度
予
算
比
で
５
％

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
単
位
で

３
つ
以
上
提
案
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
を
提
案
す
る
際
は
既
存
事
業
の

改
善
・
廃
止
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
財
源
の
捻

出
・
確
保
を
行
う
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
」
を
要
件
と
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
事
業
の
精

査
を
行
い
、
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
、
い
わ
ゆ

る
無
駄
の
削
減
、
効
率
の
よ
い
運
営
を
図
り
ま
し

た
。ま

た
、
職
員
一
人
一
人
が
常
に
世
の
為
人
の

為
市
の
為
市
民
の
為
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
、
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を

も
っ
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
企
画
立
案
を

心
掛
け
る
よ
う
、
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議

並
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針
を
語

り
か
け
、
そ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
実
に
約
６
億

円
、
７
・
３
％
激
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
市

税
の
穴
を
埋
め
る
た
め
、
３
つ
の
２
億
円
を
捻
出

い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
一
部
路
線
に
お

け
る
運
賃
の
見
直
し
や
施
設
の
利
用
料
金
見
直
し

に
よ
り
ま
す
収
入
増
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴

う
時
間
外
勤
務
手
当
等
人
件
費
の
予
算
の
削
減
、

各
種
補
助
金
の
見
直
し
、
公
共
施
設
改
修
の
抑

制
、
緑
地
公
有
化
の
見
直
し
、
そ
の
他
徹
底
し
た

事
業
の
精
査
を
行
い
支
出
の
見
直
し
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
、
換
言
す
れ
ば
徹
底
し
た
行
革
、
聖

域
な
き
歳
出
入
一
体
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
で
、

約
２
億
円
を
捻
出
い
た
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
３
年
度

の
寄
附
額
目
標
を
令
和
２
年
度
当
初
予
算
時
の
３

億
円
か
ら
４
億
円
増
の
７
億
円
に
設
定
し
、
経
費

を
差
し
引
い
た
実
質
増
収
分
約
２
億
円
を
新
た
な

財
源
と
い
た
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
私
の
市
長

就
任
以
来
積
み
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
財
政
調
整

資
金
積
立
金
約
２
・
７
億
円
の
う
ち
２
億
円
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
私
の
持
ち
う
る
力
の
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
案
の
重
点
項

目
に
つ
き
ま
し
て
、
順
次
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
を
太
宰
府
天
満

宮
を
始
め
と
す
る
名
所
や
、
令
和
発
祥
の
地
と

な
っ
た
大
宰
府
政
庁
跡
な
ど
の
価
値
あ
る
史
跡
、

５
つ
も
の
大
学
・
短
大
な
ど
他
市
を
圧
倒
す
る
多

く
の
歴
史
的
文
化
的
資
源
を
有
し
、
活
気
あ
る
福

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
も
位
置
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
都
と
位
置
付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
を
始
め

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
知
恵
を
駆
使
し
て
総
結
集
し
、

本
来
の
底
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
、

「
令
和
発
祥
の
都
」
と
し
て
さ
ら
に
羽
ば
た
き
、

我
が
国
そ
し
て
地
方
の
牽
引
役
に
ふ
さ
わ
し
い
役

割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
回
遊
型
観
光
ル
ー
ト
活
用
促
進
事
業
」

一
昨
年
の
10
月
に
待
望
の
宿
泊
及
び
飲
食
施

設
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ａ　

太
宰
府
」

が
開
業
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

も
か
か
わ
ら
ず
密
と
な
り
に
く
い
独
立
し
た
空
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
の
稼
働
率
も
今
な
お
高

く
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
中
に
更
に
２
棟
が
開
業
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
太
宰
府
の
資
産
を
活
用
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル

を
始
め
と
し
た
宿
泊
施
設
の
充
実
な
ど
に
よ
り
中

長
期
滞
在
型
旅
行
者
の
市
内
へ
の
取
り
込
み
を
図

り
、
さ
ら
な
る
地
場
産
業
創
出
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
と
も
観
光
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
観
光
客
の
さ
ら

な
る
増
加
を
図
り
ま
す
。
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
奨
コ
ー
ス
を
提
示
し
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
旅
行
企
画
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ほ
ろ
ば
号
の
既
存
路
線
を
観
光

路
線
と
し
て
も
活
用
し
な
が
ら
、
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
太
宰
府
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
古

民
家
や
門
前
町
周
辺
の
建
物
の
改
修
等
に
助
成
す

る
こ
と
で
、
歴
史
の
街
な
み
整
備
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

◆
「
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
」

か
ね
て
よ
り
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
超
成
長

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た

太
宰
府
の
梅
の
価
値
に
改
め
て
注
目
し
、
史
跡
地

の
梅
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
規
制
緩
和
を
追
い

風
に
、
梅
を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
注
力
し
ま

す
。そ

の
製
品
を
新
た
な
地
場
み
や
げ
産
業
と
し

て
振
興
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す

る
事
で
税
収
の
飛
躍
的
増
加
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
梅
の
木
を
植
栽
し
、
産
地
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
生
産
者
が
、
梅
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
を
出
荷
す
る
際
の
手
数
料
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
開
発
の
原
材

料
と
な
る
農
産
物
の
可
能
性
の
拡
大
に
寄
与
し
ま

す
。な

お
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
梅

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
よ
り
事
業
費
の
一
部
を
寄
附
金
で
賄

い
ま
す
。

◆
「
起
業
創
業
支
援
、
地
場
産
業
育
成
・
活
性
化

事
業
」

令
和
２
年
度
に
本
市
の
制
度
融
資
に
お
け
る

預
託
額
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
が

ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安
定
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
は
更
な
る
融
資
の
円
滑
化
と
貸

付
額
の
増
加
に
向
け
、
こ
の
預
託
額
を
更
に
増
額

し
、
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
業
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
本
市
の
産
業
・
特
産
品
等
に
関
す
る
進
む
べ

き
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
創
業
者

及
び
既
存
事
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
、

更
な
る
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、
専
門
家
に
よ

る
相
談
対
応
等
、
事
業
者
へ
の
経
営
相
談
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
庁
内
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

◆
「
民
間
企
業
と
の
積
極
的
交
流
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
西
鉄
や
九
電
を
始
め
多
く
の
民

間
企
業
や
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
積
極
的
に
交
流
し
、
民
間
の
活
力
や

資
本
を
最
大
限
活
用
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
や
人

材
育
成
な
ど
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
」

「
市
域
西
側
に
お
け
る
各
種
証
明
書
の
交
付
事
業
」

現
在
は
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

本
と
い
っ
た
各
種
証
明
書
が
市
役
所
ま
で
来
ら
れ

な
い
と
即
日
発
行
が
で
き
ず
、
市
役
所
か
ら
遠
方

の
方
に
ご
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
ま
し
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
の
交
付
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
種
証
明
書

を
交
付
す
る
窓
口
を
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
に
隣
接

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務
所
内
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

開
設
し
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
緊
急
時
に
備

え
た
窓
口
機
能
の
分
散
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
効
率
の
よ
い
運
営
を
心
が
け
ま

す
。

◆
「
人
材
育
成
活
性
化
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
職
員
を
積
極
的
に
国
、
県
、

周
辺
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
外
部
と
交
流
さ
せ

る
な
ど
人
材
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
ま
せ
る
な
ど
役
所
内
の
チ
ー
ム
力

を
発
揮
さ
せ
、
長
所
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
卒
者
向
け
の
採
用
試
験
に
お
き
ま
し
て

は
、
能
力
や
適
正
に
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
養
試
験
や
面
接
試
験

だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来

の
知
識
偏
重
で
は
な
く
「
性
格
特
徴
」
や
「
知
的

能
力
」
を
測
定
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
験
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
評
価
者
、
被
評
価
者
が
客
観
的
基
準
に
基
づ

き
運
用
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
制
度
の
精
度
向

上
、
人
材
育
成
に
お
け
る
評
価
結
果
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
人
材
の
獲
得
、
育

成
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
採
用
も
再

び
行
い
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
改
革
事
業
」

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
就

任
い
た
し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
寄
付
額
は
約
４

千
万
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
け
る
太
宰
府
ら

し
い
返
礼
品
開
発
や
甲
子
園
応
援
、
令
和
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
コ
ロ
ナ
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
結
果
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
令
和
２
年
度
は
既
に
４
億
円
を
超
え
、
10
倍

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
寄
付
額
７
億
円
を
目
標
に
、

令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
提
供
事
業
者
及

び
返
礼
品
数
の
更
な
る
拡
大
、
寄
附
者
へ
の
寄
附

金
の
使
途
の
明
確
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
の
全

庁
的
な
取
り
組
み
へ
の
拡
大
及
び
寄
附
者
の
約
７

割
を
占
め
る
関
東
・
関
西
圏
へ
の
広
報
強
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
更
な
る
増
設
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
市
の
事
業
財
源
確
保
へ
の
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
な
ど
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
生
か
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
増
収
を
図
り
ま
す
。

こ
の
戦
略
、
構
想
は
、
本
市
を
近
隣
に
比
べ

高
齢
化
率
が
高
く
、
一
方
で
学
生
が
多
く
集
う
市

で
あ
り
、
ま
た
活
力
あ
る
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
令
和
効
果
に
よ
り
居
住
意
欲
度
も
上

昇
中
で
、
子
育
て
世
代
の
自
然
増
や
社
会
増
も
期

待
で
き
る
と
分
析
し
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
、
か
つ
て
こ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
た
万
葉
集
の

精
神
に
も
な
ら
い
、
全
世
代
が
居
場
所
と
出
番
を

持
て
る
本
市
な
ら
で
は
の
心
温
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
、
換
言
す
れ
ば
生
活
支
援
戦
略
を
進
め

る
こ
と
で
、
日
本
一
住
み
や
す
く
世
界
一
元
気
な

都
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
広
報
戦
略
関
係
事
業
」

私
は
市
長
就
任
以
来
、
市
民
参
画
の
行
政
、

街
づ
く
り
で
地
域
を
創
生
し
て
い
く
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
に
よ
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
市
民
の
意
見
箱
へ
の
オ
ー

プ
ン
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
三
役
も
登
場

す
る
広
報
だ
ざ
い
ふ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
広

報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
分
野
で

全
国
６
位
の
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
昨
年
11
月
に
導
入
い
た
し
ま
し
た

「
太
宰
府
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
動
画
に
よ
る
配
信

な
ど
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
も
対
応
可
能
な
、
多

様
な
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
効
果
的
な
情
報
発
信

を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
市
長
と
語
る
会
を
定
期
的
に
自

治
会
ご
と
に
開
催
し
、
市
長
室
に
招
い
た
り
自
ら

学
校
な
ど
に
出
向
く
な
ど
の
か
た
ち
で
も
積
極
的

に
市
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
は
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
も
活
用
し
、
そ

の
数
は
年
間
100
回
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
生
未
来
会
議
で
は
高
校
生

か
ら
学
校
内
へ
の
目
安
箱
設
置
を
提
言
さ
れ
、
早

速
小
中
高
大
学
校
に
設
置
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
太
宰
府
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
際
に
は
産
官
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
り
ま

す
太
宰
府
市
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
を
令
和
元
年
度

に
立
ち
上
げ
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
知
見
に
基
づ
い
た
貴
重
な
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、
日
経
Ｂ
Ｐ

が
行
い
ま
し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
多
様
な
市
民
参
加
の
機
会
の
分

野
で
全
国
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
を
確
認
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
政
全
般
に

つ
い
て
も
大
所
高
所
か
ら
引
き
続
き
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
で
大
胆
な
市
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の

声
も
参
考
に
し
つ
つ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
教
育
推
進
事
業
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ
り
、

主
要
な
ハ
ー
ド
面
の
環
境
整
備
が
令
和
２
年
度
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
以
降
は

基
本
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
推
進
す
る
先
進
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

教
職
員
の
研
修
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
個
別
学
習
や
家
庭
学
習
を
含
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
学
習
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
事
業
」

市
内
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、
小
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
も
の
づ
く
り
、
科
学
体
験

と
い
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
先
進
教
育
の
学
び
の
場
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
新
た
な
人
材
の
輩
出
と
先
端
知
的
集
約
産
業

創
生
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
利
用
拡
大
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
就
学
援
助
の
対
象
と
し
た
り
、

利
便
性
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
喫
食
率
は
二

桁
台
ま
で
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
さ
ら
に
予

算
を
倍
増
し
、
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
や
事
業
者
の
調
査
研
究
、

中
学
校
在
校
生
お
よ
び
小
学
校
６
年
生
の
試
食
会

を
行
う
な
ど
、
内
容
の
充
実
や
児
童
生
徒
へ
の
魅

力
の
周
知
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
喫
食
率

の
倍
増
を
目
標
に
利
用
拡
大
を
図
り
、
中
学
生
の

よ
り
良
い
給
食
環
境
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
今
後

さ
ら
な
る
環
境
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
中
学
生
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
事
業
」

福
岡
県
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
伴

い
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
通
院
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
現
在
の
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

◆
「
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
減
免
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
課

税
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
未
就
学
児
に
係
る
均

等
割
の
５
割
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

◆
「
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
」

こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
既
存

施
設
の
増
改
築
に
よ
り
、
定
員
増
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

新
た
に
保
育
士
確
保
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、
受

入
れ
児
童
の
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
こ
う
し
た
待
機
児
童
解
消
の
取

組
み
を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
定

員
120
名
規
模
の
保
育
施
設
１
園
を
公
募
し
、
令
和

３
,
４
年
度
の
２
か
年
で
整
備
を
行
い
、
更
な
る

待
機
児
童
対
策
を
進
め
ま
す
。

◆
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
た
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
で

対
応
す
る
「
太
宰
府
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

「
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
健

師
)
」
と
「
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
保
育

士
)
」
を
配
置
し
て
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
に

対
し
て
支
援
を
行
う
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、
母
子
保
健
と
子

育
て
支
援
の
分
野
が
一
体
と
な
っ
て
、
就
任
時
か

ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
学
童
保
育
の
充
実
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
、
市
内
の
高
校
や
大
学
・
短
大
と

の
連
携
な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
水
城
小
学
校
の
改
築
に
係
る
基
本
実
施
設
計

や
障
が
い
を
持
つ
児
童
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事
な
ど
に
も
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
学
問
の
神
様

に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子

育
て
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業
」

第
三
次
地
域
福
祉
計
画
の
実
施
期
間
が
令
和

３
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
中
に
、
「
全
世
代
に
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
太
宰
府
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
目
標
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
の
指
針
と
な
る
第
四
次
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
既
存
の
各
福
祉
分
野
の
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
拡
充
事
業
」

令
和
２
年
度
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
「
第
五

次
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
拡
充
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
失
業
や
収

入
減
少
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
困
窮
者
家
計
相
談
支
援

や
自
立
相
談
支
援
、
就
労
準
備
支
援
、
住
居
確
保

給
付
金
の
予
算
の
拡
充
な
ど
、
各
種
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
実
施
事
業
」

こ
れ
ま
で
も
念
願
の
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
内
全
域
で
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
地
域
に
出
張

し
て
相
談
を
行
う
な
ど
相
談
し
や
す
い
体
制
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
県
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
の
関
係
課
と
連
携
し
、
高

齢
者
へ
の
個
別
支
援
と
高
齢
者
の
「
通
い
の
場
」

へ
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
保
健
指
導
や
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
健
康
教

育
・
相
談
等
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。

◆
「
地
域
に
お
け
る
運
動
習
慣
定
着
促
進
事
業
」

ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
門
と
介
護
予
防
部
門
が
連

携
し
、
民
間
事
業
者
と
協
力
し
た
ケ
ア
・
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
健

康
寿
命
の
延
伸
並
び
に
医
療
費
等
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
引
き
続
き
高

齢
者
の
活
動
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

つ
ば
さ
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
、
「
第
２
つ
ば
さ
学
級
(
仮

称
)
」
を
定
期
的
に
開
設
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
き
め
細
か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
事
業
」

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

１
年
延
期
に
合
わ
せ
、
本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
も
令

和
３
年
５
月
11
日
に
変
更
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
内
容
の
簡
素
化
及
び
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
「
空
家
等
対
策
事
業
」

空
家
と
な
る
原
因
と
し
て
、
不
動
産
評
価

額
、
固
定
資
産
税
、
相
続
問
題
等
の
理
由
で
空
家

に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
不
動
産
団
体
や

各
種
専
門
家
等
の
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
連

携
、
協
力
し
、
所
有
者
の
相
談
内
容
に
適
し
た
各

団
体
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、
空
家
化
の
予
防
、
空

家
の
解
消
及
び
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

令
和
２
年
12
月
25
日
に
「
太
宰
府
市
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
条
例

の
主
旨
目
的
な
ど
を
市
民
に
対
し
て
広
く
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
総
合
行
政
と

し
て
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
本
市
が
太
古
か
ら
世

界
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
、
我
が
国
・
西
日

本
・
九
州
の
政
治
・
外
交
・
防
衛
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
歴
史
を
持
ち
、
当
時
の
大
宰
帥
大
伴
旅
人

に
よ
る
梅
花
の
宴
の
様
子
を
描
い
た
万
葉
集
よ
り

新
元
号
令
和
が
生
ま
れ
た
と
い
う
強
み
を
活
か

し
、
時
空
を
超
え
て
こ
の
地
を
捉
え
直
し
、
令
和

発
祥
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
な
視
点
で
史
跡
の

維
持
保
存
・
活
用
や
国
際
交
流
、
地
域
間
連
携
を

考
え
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

に
よ
る
経
済
効
果
上
昇
や
交
通
手
段
の
充
実
に
踏

み
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
「
史
跡
100
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

本
年
は
、
大
正
10
年
に
本
市
が
誇
る
大
宰
府

跡
・
水
城
跡
が
我
が
国
で
初
め
て
史
跡
指
定
を
受

け
て
か
ら
100
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
１
３
０
０
有
余
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
更

な
る
100
年
先
の
未
来
へ
の
展
望
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

先
日
は
昨
年
断
腸
の
思
い
で
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
令
和
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
の
講

演
会
を
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

し
、
直
々
に
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
の
意
義
を
ひ

も
と
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
後
世

に
も
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

３
月
に
は
近
世
・
近
代
の
日
本
文
学
に
造
詣

が
深
く
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
な
ど
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
太

宰
府
の
歴
史
や
文
化
の
意
義
や
こ
れ
か
ら
の
100
年

先
の
未
来
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
全
国
619
自
治
体

で
構
成
す
る
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
太
宰

府
大
会
を
、
令
和
３
年
度
に
異
例
の
仕
切
り
直
し

を
し
、
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

史
跡
100
年
の
記
念
事
業
と
し
て
本
市
の
誇
る

史
跡
を
改
め
て
内
外
に
知
ら
し
め
、
大
太
宰
府
的

な
観
点
か
ら
本
市
の
取
り
組
み
や
提
言
を
全
国
に

向
け
広
く
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
100
年

に
向
け
た
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
取

り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
100
年
先
を
見
据
え
た
大
宰
府
政
庁
跡
を

始
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
意
欲

的
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

◆
「
史
跡
地
管
理
事
業
」　

「
令
和
発
祥
の
都 

太
宰
府
」
の
個
性
の
ひ
と

つ
で
あ
る
史
跡
の
維
持
管
理
及
び
史
跡
整
備
を
効

果
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
地
方
分
権
改
革
推
進

提
案
で
実
現
し
た
史
跡
地
の
規
制
緩
和
を
活
か
し

ま
し
て
史
跡
管
理
の
た
め
に
生
じ
る
廃
棄
材
等
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
史
跡
散
策
な
ど
で

訪
れ
る
方
々
か
ら
受
益
者
負
担
を
求
め
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に
検
討
い
た
し
ま

す
。

◆
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」

様
々
な
形
で
継
続
的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
く
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
に
向
け

て
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
旅
人

の
た
び
と
」
「
れ
い
わ
姫
」
「
お
と
も
の
タ
ビ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
す
。

既
に
、
中
西
進
先
生
を
お
招
き
し
た
史
跡
100

年
記
念
事
業
で
は
、
地
元
学
生
が
「
旅
人
の
た
び

と
」
「
れ
い
わ
姫
」
に
扮
し
会
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
の

製
作
な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
付
バ
イ

ク
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
、
同
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
と
し
て
新
規
ま
た
は
変
更
登
録
の
際
希
望
者
に

交
付
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
知
度
ア
ッ

プ
と
太
宰
府
市
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
り
ま
す
。

◆
「
市
内
幹
線
道
路
渋
滞
対
策
事
業
」

本
市
は
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
り
、
渋

滞
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
着
実
な
道
路
整
備
、
交
差
点
、

信
号
な
ど
の
改
善
、
歴
史
と
文
化
の
環
境
税
の
継

続
活
用
、
交
通
規
制
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の

推
進
な
ど
で
渋
滞
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
、
県
、
周
辺
自
治
体
メ
ン
バ
ー
も

含
む
総
合
交
通
計
画
協
議
会
や
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
な
ど
を
通
じ
、
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
光
客
に
よ
る
密
集

対
策
と
し
て
太
宰
府
市
交
通
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

の
積
極
的
活
用
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
混
雑
時

期
に
合
わ
せ
積
極
的
に
シ
ス
テ
ム
活
用
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
市
内
の
主
要
交
差
点
や
駐
車
場

の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
さ
ら
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

太
宰
府
観
光
の
分
散
化
を
促
し
、
言
わ
ば
環
境
重

視
の
逆
転
発
想
で
渋
滞
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
分
・
坂
本
地
区
は
住
宅
開
発
に
よ

る
人
口
増
加
に
伴
い
、
今
後
交
通
渋
滞
が
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国

分
・
坂
本
地
区
の
幹
線
道
路
整
備
を
検
討
い
た
し

ま
す
。

県
道
筑
紫
野
古
賀
線
は
、
引
き
続
き
国
や
県

と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

こ
の
構
想
、
戦
略
は
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰

府
が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
０
年
を
超
え
る
国
際

的
、
文
化
的
都
市
と
し
て
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
次
な
る
１
３
０
０
年
後
ま
で
そ
の
時
の

流
れ
と
令
和
の
慶
び
を
伝
え
て
い
く
た
め
、
本
市

な
ら
で
は
の
防
災
力
の
強
化
、
市
街
地
の
活
性

化
、
公
共
施
設
や
諸
団
体
な
ど
の
再
編
、
見
直

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
編
、
ご
み

減
量
を
始
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
な
ど
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
の
更
新
、
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
敷
地
内

防
火
水
槽
の
改
修
及
び
梅
香
苑
地
域
防
火
水
槽
の

移
設
工
事
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
や
防
災
対
策
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
近
隣
自
治
体
や
関
係
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
災
害
連
携
を
図
り
ま
す
。

◆
「
川
原
地
下
道
浸
水
対
策
事
業
」

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
増
加
や
市
街
地

開
発
の
進
展
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
な
ど
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
特
に
豪
雨
の
際
は
冠
水
の

危
険
が
あ
る
川
原
地
下
道
の
排
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

◆
「
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
事
業
」

市
街
地
の
活
性
化
の
項
目
に
お
い
て
五
条
エ

リ
ア
に
お
け
る
駅
や
公
共
施
設
を
活
用
し
た
活
性

化
を
検
討
す
る
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法

を
使
っ
た
再
開
発
、
整
備
を
鉄
道
会
社
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
道
路
網
の
改
善
や
有
効
な
土
地
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
市
内
生
活
道
路
整
備
拡
大
事
業
」

側
溝
蓋
掛
け
工
事
や
交
差
点
改
良
工
事
等
の

生
活
道
路
改
良
工
事
を
、
計
画
の
前
倒
し
等
で
令

和
３
年
度
の
事
業
予
算
を
拡
大
し
実
施
い
た
し
ま

す
。

◆
「
河
川
改
良
事
業
」

高
尾
川
周
辺
は
、
全
体
と
し
て
宅
地
開
発
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
た
め
雨
水
の
流
出
が
増
大

し
、
集
中
豪
雨
時
の
河
川
氾
濫
に
よ
る
道
路
や
農

地
の
冠
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
改
善

に
向
け
た
高
尾
川
改
修
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
「
公
共
下
水
道
整
備
事
業
」

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
し
た
蓋
の

更
新
を
前
倒
し
で
行
う
と
と
も
に
、
一
部
の
地
区

に
は
蓋
に
市
の
特
色
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、

市
民
や
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
公
共
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
右
記
三
事
業
は
、
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち

込
む
経
済
活
性
化
を
図
る
「
太
宰
府
版
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
と
し
て
、
１
億
円
超
の
予
算
を
か
け

て
緊
急
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
改
訂
事
業
」

令
和
３
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
改
訂
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
公

共
施
設
等
の
総
合
的
な
適
正
管
理
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
現
行
施
設
の
統
合
や
複

合
化
も
含
め
た
施
設
の
あ
り
方
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
可
能
な
公
共
施
設
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
公
共
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
「
第
四
次
環
境
基
本
計
画
策
定
・
推
進
事
業
」

国
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

「
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
「
地
域
ス

ト
ッ
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
脱
炭
素
・
循
環
型
都
市
」
の
３
つ

の
柱
を
重
点
戦
略
と
し
て
、
現
在
第
四
次
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
策
定
後
は
、
市

民
・
自
治
会
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
本
市
の
良
好
な
環
境
の
保

全
と
創
造
の
た
め
に
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
「
庁
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
」

令
和
３
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
シ
ン
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
住
民
情
報
に
係
る
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
(
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
更
新
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
Ｄ

Ｘ
(
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)

を
推
進
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
本
市
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
を
公
募
し
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
予
算
「
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
公
約
を
実
現
す
る
積
極
的
集
大
成
予

算
」
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。重

ね
て
と
な
り
ま
す
が
、
実
に
６
億
円
、

７
・
３
％
も
の
市
税
の
激
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
曽

有
の
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
、
公
約
実
現
の
集

大
成
と
も
す
る
二
正
面
作
戦
は
至
難
の
業
と
言
え

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
戦
後
以
来
国
家
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
が
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
始
ま
り
、
市
を
あ
げ
て

準
備
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
基
礎
的
自
治

体
は
そ
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
市
民
本
位
を
追
求
し
つ
つ
、
一

日
も
早
い
収
束
を
目
指
す
た
め
、
ま
ず
は
い
き
い

き
情
報
セ
ン
タ
ー
と
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

本
市
が
誇
る
最
も
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
公
共
施

設
の
一
部
を
接
種
会
場
に
選
定
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

施
設
を
日
頃
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。な

お
、
昨
日
の
大
臣
会
見
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
の
後
ろ
倒
し
発
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
布
状
況
や
医
療
機
関

な
ど
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
よ
り
今
後
急

き
ょ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合

も
十
分
あ
り
得
ま
す
。

可
能
な
限
り
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
出
来

る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
が
、
本
市
だ

け
で
は
決
定
し
か
ね
る
部
分
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
の
点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。ま

た
、
後
日
提
案
を
い
た
し
ま
す
が
、
緊
急

事
態
再
発
出
の
の
ち
改
め
て
観
光
客
は
減
少
し
、

市
民
生
活
も
委
縮
す
る
な
か
、
新
た
な
経
済
対

策
、
生
活
支
援
策
な
ど
も
速
や
か
に
実
行
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
不
透
明
さ
を
増
す
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
私
に
与
え
ら
れ
た
市
長
任
期
の
最
終
年
度

と
な
り
ま
す
令
和
３
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
こ
と
必
定
で
あ

り
ま
す
が
、
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為

に
、
私
の
持
ち
う
る
力
を
振
り
絞
り
、
全
て
を
出

し
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
改
め
ま
し
て
、
議
員
各
位
、
市
民
の

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

む
す
び
に
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ワクチン接種

◎ワクチン接種を受ける際の同意

ワクチン接種は、強制ではありません。ワクチンの説明などをご確認いただき、接種を受けることに同意いただいた

場合に限り接種が行われます。

◎持参するもの

予診票、接種券（クーポン券）、本人確認書類（運転免許証や健康保険証など）。

◎ワクチンの接種前には

検温、医師が予診を行います（予診票の質問には事前に回答をお願いします）。

◎接種の箇所は

上腕に筋肉注射を行います。

◎接種のあとは

・30分間程度、接種会場の経過観察スペースに滞在していただきます。

・経過観察終了後、接種済み証を交付します。

・１回目の接種終了後、２回目の接種の予約をお願いします。

各種問い合わせ

●厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
☎０１２０－７６１７７０（フリーダイヤル）

　 受付時間：午前９時～午後９時

厚生労働省新型コロナワクチンホームページ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_00184.html

●福岡県新型コロナウイルスワクチン専用ダイヤル
☎０５７０-０７２-９７２（ナビダイヤル）

受付時間：午前９時～午後６時（３月31日まで）、24時間（４月１日から）

　　　　　※毎日対応。

新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種に関する情報ホームページ

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/covid19-vaccine.html

ワクチン接種を受けるには 接種券見本

◎接種対象者には接種順位に応じて順次、以下の書類をお送りしま

す。

・接種券（クーポン券）

クーポン券は、２回分のワクチン接種に使用します。

※２回目の接種が終わるまで大切に保管してください。

・予診票

・予約方法などについての案内

◎接種を受けるには事前予約が必要です。

予約方法は電話（コールセンター）、Web、ＬＩＮＥにて。

◎持病のある人は事前にかかりつけ医にご相談をお願いします。

接種は無料です
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ワクチン接種時期・会場について

新型コロナウイルスワクチンの接種について新型コロナウイルスワクチンの接種について
問い合わせ　元気づくり課（保健センター）☎（928）2000　  （920）7143

太宰府市における、新型コロナウイルスワクチン接種体制についてお知らせします。

３月16日現在の情報で、今後の状況によっては内容が変更になる可能性があります。

4月に入り国県からワクチンが届き次第7月末までをめどに、まず高齢者から接種を始めます。

ワクチン接種は大きく個別接種と集団接種に分けられ、太宰府市では主に集団接種の方式で実施する予定です。

接種会場は、いきいき情報センターととびうめアリーナの２会場です（内容や会場が変更になる場合もあります）。

対象者・優先順位

太宰府市に住民票がある16歳以上の人が接種

の対象です。

ワクチンの供給が順次行われる見通しであるこ

とから、国が示している優先順位に応じて順次実

施します。現時点で国が示している優先順位は、

右の通りです。

①医療従事者など

②高齢者（令和３年度中に65歳以上に達する昭和32年４

月１日以前に生まれた人）

③高齢者以外で基礎疾患を有する人や高齢者施設などで

従事されている人

④60歳～64歳の人

⑤上記以外の16歳以上の人

いきいき情報センター２階
　 　 太宰府市五条３－１－１

線路沿いの中央入口（一階）もしくは屋上駐

車場のエレベーターからお越しください。

とびうめアリーナ
（太宰府市総合体育館）１階
　 　 太宰府市大字向佐野21番地2

正面入り口から会場にお入りください。

コールセンター

電話番号：0570-003-336
太宰府市では、新型コロナウイルスワクチン接種に関するさまざまなお問合せに対応するため、3月22日にコール

センターを設置いたしました。

◎受付時間 平日：午前9時～午後7時

土・日曜、祝日：午前9時～午後5時

FAX
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令和３年度風しん抗体検査および予防接種について令和３年度風しん抗体検査および予防接種について

問い合わせ　元気づくり課（保健センター）☎（928）2000

令和４年2月28日までの間に限り、昭和37年4月2日～昭和54年4月1日に生まれた男性が、国が定める風し

んの定期予防接種の対象者として追加されています。まずは、風しんへの抵抗力を確認するため、抗体検査を受

けましょう。

昭和37年4月2日～

昭和41年4月1日に

生まれた男性

昭和41年4月2日～

昭和47年4月1日に

生まれた男性

昭和47年4月2日～

昭和54年4月1日に

生まれた男性

妊娠希望者および妊婦の

配偶者（パートナーを含む）

妊娠希望者および妊婦の

同居者（生活空間を同一に

する頻度が高い家族など）

無料で検査を受ける

ことができる医療機

関（※1）で実施。

医療機関にて予防

接種を実施。料金

は一時立て替えを

お願いします。

後日、子育て支援課（母子

保健係）に申請。（※2）

助成額は10,000円または

実費の安い方の金額

郵送（※１）で届くクーポン券を医療

機関や健康診断の際に持参し、実

施。

令和２年度にクーポン券を発送済み

（※２）。

クーポン券

を医療機関

に 持 参 し 、

予防接種を

実施。

抗体検査、

予防接種と

もに無料

令和元年度にクーポン券を発送済み

（※２）。

※１　令和3年5月以降発送予定

※２　転入や紛失などでクーポン券が手元にない場合、保健センターでクーポン券の発行を受け、医療機関や健康診断の

際に持参して実施。令和元年度、令和2年度にお送りしたクーポン券は、有効期限が2022年２月末まで延長されまし

た。有効期限が「2020年3月」または「2021年3月」と表示されていても、2022年２月末まで使えます。

●風しんの予防接種はお済みですか

下記対象者に対し、風しん予防接種の助成を行っています。詳細は子育て支援課（母子保健係）にお問い合わ

せください。

※１ 県のホームページでご確認ください。

※２ 予防接種を受けた日の属する年度の３月末日までに申請

●予防接種の助成を行っています

【令和3年度】

①

①

②

③

②

③

免
疫
不
十
分
と
判
明
し
た
人
は…

対象者 抗体検査

対象者 抗体検査

予防接種

予防接種 助成金額

料金

妊娠希望者（妊婦は除く）

成人男性
対象

令和３年度風しん予防接種について令和３年度風しん予防接種について

問い合わせ　子育て支援課（母子保健係）☎（555）6781

妊娠希望者および
妊婦の配偶者、
同居者対象
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太宰府市では40歳以上の市民を対象に、健康寿命の延伸につなげることを目的とした健康診査・がん検診の受診

者や、介護予防事業・スポーツ活動への参加者に対して元気づくりポイントを付与し、商品券に交換する「元気づくり

ポイント事業」を実施しています。皆さんには４月１日から元気づくりポイントを集めていただけますが、令和３年度元

気づくりポイント事業の内容の一部変更を検討しています。詳細は内容が決定次第、お知らせします。

元気づくりポイントカード配布場所 ： 市役所 1 階総合窓口 ・ 保健センター ・ その他公共施設 ・ 各公民館

事業期間

令和３年４月１日～

検討中

①

参加賞および引換方法③

１　健康づくり・介護予防ポイント型

令和3年度　元気づくりポイント付与対象事業一覧

２　地域健康づくり型（自治会・主催団体にてポイント押印）

問い合わせ　元気づくり課（保健センター）☎（９２８）２０００

令和３年度元気づくりポイント事業のお知らせ令和３年度元気づくりポイント事業のお知らせ

参加賞の内容や引換方法、引換期間の内容が決ま
り次第、お知らせします

対象事業

下記のとおり

検討中

②

副賞および引換資格④

全ポイント達成者に進呈する副賞の内容や引換資格
条件については、内容が決まり次第、お知らせします。

事　業　名

※対象事業の詳細については、広報だざいふ、ホームページでご確認いただくか、「担当課など」欄に記載の担当課や各連絡先へお問い合わせください。

市の特定健康診査

職場の一般健診（人間ドッグ含む）

後期高齢者健康診査

市のがん検診（胃・大腸・肺・子宮・乳・前立腺）

職場のがん検診（胃・大腸・肺・子宮・乳・前立腺）

歯周病健診（１年度につき１回に限る）

集団健診結果説明会

健康相談事業（すこやか相談）

市の健康教室・健康講座・健康教育事業

健康フェスタ（健康度測定会）

歩こう会（元気づくり課で会員登録が必要）

ラジオ体操

シニアスポーツ教室

スポーツの日行事

サマーナイトペタンク

ペタンクカーニバル

ケア・トランポリン教室

とびうめアリーナ・市民プール・体育センター利用

いきいき情報センタートレーニング室利用

健幸リズム教室

すこやか運動教室

転ばんための体力測定

男性のための運動教室

校区自治協議会主催事業

自治会申請事業

太宰府市長寿クラブ連合会主催事業

太宰府市文化スポーツ振興財団主催事業

太宰府市社会福祉協議会主催事業

歩かんね太宰府

200

200

200

各200

各200

200

100

100

50

100

10

10

50

100

50

50

25

25

25

50

50

50

50

50〜100

10～50

50

50

50

50

保健センターなど

職場など

医療機関

保健センターなど

職場など

市内の医療機関

保健センターなど

保健センター

保健センターなど

各会場

各コース

各会場

各会場

各会場

各中学校

大会会場

とびうめアリーナ

いきいき情報センター

同　上

同　上

いきいき情報センター

各会場

同　上

同　上

同　上

同　上

各コース

６５歳以上の人

同　上

同　上

同　上

健診結果票の持参

元気づくり課

スポーツ課

各施設

高齢者支援課

健歯周病検診受診証明書の持参

ポイント数 開催場所 備　　考 担当課など

事　業　名 ポイント数 開催場所 備　　考 担当課など

※保険診療を伴う定期検査などは対象にはなりませんので、ご注意ください。

とびうめアリーナ
市民プール・体育センター

１日につき10ポイント※専用の集印手帳があります

各施設の専用カードに押印し、
貯まったら元気ポイントに換算

（2回利用で元気ポイント１マス・50Ｐに）

１日につき10ポイント

自治会からの申請により
対象事業に認定します

地域コミュニティ課

各自治会

高齢者支援課

☎(920)7070

☎(923)3230

　 080(6446)3905

市の共催、後援事業を対象とします

市の共催、後援事業を対象とします

１回参加ごとに

いきいき情報センター
とびうめアリーナ

相
談
事
業

健
康
教
室
な
ど

市
民
参
加

事
業

施
設

利
用

介
護
予
防
教
室

地
域
健
康
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
事
業

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
な
ど

校区自治協議会からの申請により
対象事業に認定します
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高齢者の定期予防接種について

こころの相談

家庭用血圧計の貸し出し

予防接種名 対象年齢 接種時期 接種方法

高齢者
肺炎球菌

高齢者
インフル
エンザ

65歳以上（令和4年
3月31日現在の年
齢）の人で、高齢者
肺炎球菌予防接種
を初めて接種され
る人が対象です

年間を通して
（令和3年度は令和
3年4月1日～令和
4年3月31日）

接種日現在の満年
齢が65歳以上の人

令和3年10月1日～
令和4年2月28日

※下記の対象者は
60歳から接種を受
けられます。

接種日現在で60歳
以上65歳未満で、心
臓・腎臓・呼吸器・免
疫のいずれかの機能
に日常活動が極度に
制約される程度の障
害を有する人(身体障
害者手帳1級相当）

１回接種

毎年
１回接種

こころの悩みや不安・不眠などを中心に相談をお受けします。

対象　市民

場所　保健センター

スタッフ　精神科医師・保健師

申込方法　前日までに電話・窓口で予約

保健センターで、家庭用血圧計の貸し出しをします。

貸出方法　保健センター窓口で貸出申請をします。貸出日から２週間程度貸し出します。

※詳細は保健センターまでお問い合わせください。

下記の予防接種は、各医療機関における個別接種となります。

※土・日曜、祝日の予防接種の実施や、受付時間は医療機関によって異なります。必ず事前
に予約をしましょう。

相談時間 4月

28日 26日 30日 28日 25日 29日 27日 17日 22日 26日 16日16日

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

①午後1時～
②午後1時40分～
③午後2時20分～
※すべて水曜日
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すこやか相談（健康栄養相談）

男性のお腹すっきり！教室

対象　20歳以上の市民

内容　生活習慣病（糖尿病・高血圧・脂質異常症・メタボリックシンドロームなど）に関する

相談、健康づくりのための生活習慣改善の相談、食事・栄養に関する相談、尿検査・

血圧測定

場所　保健センター

スタッフ　保健師・管理栄養士

申込方法　電話・窓口で予約

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

メタボリックシンドロームの基礎について学び、生活習慣病の予防・解消したい人にお

すすめの教室です。

対象　50～70歳代の男性（市民）

定員　15人　※定員になり次第、受付終了。申込者には、開催日の約1週間前に教室の詳

細について案内通知を郵送します。

場所　太宰府市男女共同参画推進センタールミナス２階　第２・３会議室

持ち物　健診結果表、筆記用具

申込方法　電話・窓口で予約

日程 受付時間 4月

9日

22日

14日

27日

11日

24日

9日 13日

26日

10日 8日

28日

12日

25日

10日

23日

14日

27日 24日

11日

24日

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

第２金曜日

第４木曜日

午前9時30分～
11時

午後1時30分～
3時30分

内　　　　　　　容日　　時

6月17日（木）
午前10時～正午

・講話「ぽっこりお腹がなぜ悪い？」
 （自分の健診結果を見ながら血管変化をチェックします）

6月18日（金）
午前10時～正午

・講話「自分にあった食事改善をみつけよう」

令和３年度　保健センター事業のお知らせ令和３年度　保健センター事業のお知らせ

問い合わせ　元気づくり課（保健センター）☎（928）2000

市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/広報だざいふ 2021.4.1 （令和 3 年）19



太宰府市部落差別の解消の推進に関する条例を制定しました

問い合わせ先　人権政策課　人権・同和政策係（☎内線443）

平成28年12月に「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行されました。部落差別とは、特定の地域の出

身者であることやそこに住んでいることを理由に行われる不当な差別です。この法律は、部落差別が現存してい

ることを認めるとともに、情報化の進展に伴いインターネット上での新たな差別事象などが発生する中で、部落差

別の解消を推進し、部落差別のない社会を実現するために制定されました。また、平成31年には、同様の主旨で

「福岡県部落差別の解消の推進に関する条例」が施行されています。

太宰府市においても「部落差別は決して許されないものであり、その解消に努めることが市の責任である」との

姿勢を明らかにするため、本条例を令和2年12月25日に施行しました。条例制定の背景や目的を正しく理解し、

部落差別のない明るい社会を実現しましょう。

太宰府市部落差別の解消の推進に関する条例（抜粋）
（目的）

第１条　この条例は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別に関する状況

の変化が生じていることを踏まえ、すべての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法、部落差別の解

消の推進に関する法律及び太宰府市人権都市宣言に関する条例の理念にのっとり、部落差別は許されない

ものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、部落差別の解消に関し、基

本理念を定め、市の責務を明らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落差別の

解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現することを目的とする。

（基本理念）

第２条　部落差別の解消に関する施策は、すべての市民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人

として尊重されるものであるとの理念にのっとり、部落差別を解消する必要性に対する市民一人ひとりの理解

を深めるよう努めることにより、部落差別のない社会を実現することを旨として、行われなければならない。

（市の責務）

第３条　市は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関し、国及び県との適切な役割分担を踏まえて、

国及び県との連携を図りつつ、本市の実情に応じた施策を講ずる責務を有する。

（相談体制の充実）

第４条　市は、国及び県との適切な役割分担を踏まえて、本市の実情に応じ、部落差別に関する相談に的確に

応ずるための体制の充実を図るものとする。

（教育及び啓発）

第５条　市は、国及び県との適切な役割分担を踏まえて、本市の実情に応じ、部落差別を解消するため、必要な

教育及び啓発を行うものとする。

（実態調査）

第６条　市は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、国及び県が行う調査に協力するとともに、

必要に応じ、部落差別の実態に係る調査を行うものとする。

ポイント①

「条例制定の目的」【第１条】

「基本理念」　　　　 【第２条】

「市の責務」　　　　 【第３条】

・現在も部落差別が存在することを踏まえ、太宰府市

にとって「部落差別の解消は重要な課題である」とい

う認識を明記し、その解決のための取り組みを行う

ことで、部落差別のない社会を実現することを決意

しています。

ポイント②

「相談体制の充実」　 　 【第４条】

「教育及び啓発の推進」【第５条】

「実態調査の実施」   　 【第６条】

・部落差別の解消のため、相談体制の充実、教育及び

啓発のさらなる推進を図ります。

・国及び県が実施する実態調査に協力し、本市におい

ても必要に応じて、実態に係る調査を実施します。

◎条例制定の背景及び目的
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押
し
花
コ
ー
ス　

定
員
15
人

塚
田
訓
子
さ
ん

思
い
出
の
花
や
野
の
草
花
を
乾
燥

さ
せ
て
、
小
物
な
ど
に
あ
し
ら
っ
て

身
近
に
飾
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

毎
日
の
生
活
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

実

用

ペ

ン

字

コ
ー
ス　

定
員
20
人

橋
口
由
佳
さ
ん
(
橋
口
書
道
教
室
主
宰
)

デ
ジ
タ
ル
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
手

書
き
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
今
更
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
美
し
く
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

字
に
自
信
が
な
い
人
、
書
く
の
が

苦
手
な
人
で
も
、
一
人
一
人
に
合
わ

せ
た
添
削
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
ボ
ー
ル
ペ
ン

や
筆
ペ
ン
を

使
用
し
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
人
の
た

め
の
初
心
者
向
け
講
座
で
す
。

期
間　

５
月
27
日
㈭
~
令
和
４
年
１

月
27
日
㈭
の
午
後
１
時
~
３
時

(
全
15
回
)

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府

参
加
費　

５
千
円(

押
し
花
コ
ー
ス

は
別
途
教
材
費
２
千
５
０
０
円)

申
込
締
切　

４
月
23
日
㈮
必
着

申
込
方
法

①
往
復
は
が
き

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
コ
ー
ス
の
第
１
・
第

２
希
望
を
記
入
し
て
、 

〒

818-

0101

太
宰
府
市
観
世
音
寺
１-

３-

１　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
宛
て

令和3年度まほろば市民大学　受講生募集

問い合わせ　文化学習課　文化学習係（☎９２１）２１０１

②
官
製
は
が
き
を
持
参
し
て
プ
ラ

ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
窓
口
へ

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

http://w
w
w.city.da

zaifu.lg.

jp/cgi-bin
/inquiry.php/41

注
意
事
項

・
例
年
行
っ
て
い
る
午
前
中
の
教
養

講
座
は
行
い
ま
せ
ん
。
専
門
講
座

の
み
実
施
し
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
内
容
の
変
更
や
講

座
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

太
極
拳
コ
ー
ス　

定
員
20
人

安
河
隆
子
さ
ん
(
太
極
拳
Ａ
級
指
導

員
)太

極
拳
は
実
は
武
術
で
す
。
自
然

と
呼
吸
法
も
身
に
付
き
、
足
腰
も
鍛

え
ら
れ
ま
す
。
考
え
な
が
ら
体
を
動

か
す
の
で
、
認

知
症
予
防
に
も

効
果
的
で
す
よ
。

お
し
ゃ
べ
り
タ

イ
ム
も
入
れ
て
、

の
~
ん
び
り
楽

し
く
練
拳
し
ま

し
ょ
う
。

写
真
コ
ー
ス　

定
員
15
人

志
岐
裕
介
さ
ん
(
６
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
代
表
)

意
外
と
「
何
を
」「
ど
う
」
撮
っ
た

ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
カ
メ
ラ
。
し

か
し
、
写
真
が
楽
し
め
れ
ば
、
旅
行

が
も
っ
と
楽
し
く
、
家
族
と
の
時
間

が
も
っ
と
楽
し
み
に
！ 

※

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
(
ス
マ
ホ
不
可
)

を
持
参
く
だ
さ
い
。

専
門
講
座
を
紹
介

令和3年度　年間学習計画

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

6月10日（木）

6月24日（木）

7月　8日（木）

7月29日（木）

8月26日（木）

9月　9日（木）

9月30日（木）

10月14日（木）

10月28日（木）

11月11日（木）

11月25日（木）

12月　9日（木）

1月13日（木）

5月27日（木）≪開講式≫

1月27日（木）≪閉講式・発表会≫

HP

つ
か 

だ 

の
り 

こ

や

す

か

わ

た

か 

こ

 

し　

き 

ゆ
う

す
け

は
し
ぐ
ち 

ゆ　

か
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行政手続き

環境

健康

環境
問い合わせ
環境課　ごみ減量推進係（☎内線361）

ごみ収集休みのお知らせ

問い合わせ　　環境課　ごみ減量推進係（☎内線362）

「エ・コラボ資源回収」は名称変更し
障がい者団体が受け継ぎます

「
エ
・
コ
ラ
ボ
資
源
回
収
」
は
３

月
末
で
終
了
し
、
４
月
１
日
㈭
か
ら

「
あ
す
・
ラ
ッ
ク
資
源
回
収
」
と
名
称

変
更
し
、事
業
を
継
続
し
ま
す
。

あ
す
・
ラ
ッ
ク
資
源
回
収
に
つ
い
て

開
始
日　

４
月
１
日
㈭

稼
働
日　

月
曜
~
土
曜
(
日
曜
、
祝

日
、
年
末
年
始
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
は
休
み
。台
風
な

ど
の
荒
天
時
は
臨
時
閉
鎖
の
場

合
あ
り
)

時
間　

午
前
９
時
~
午
後
３
時

持
ち
込
め
る
も
の　

新
聞
、
本
、
雑

誌
、
雑
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
着
、

ア
ル
ミ
缶

場
所　

と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
の
駐

車
場
内

※

受
付
時
間
内
に
資
源
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
障

が
い
者
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

(
☎(

９
２
５)

８
８
９
９
)ま
で
。

<

ご
み
収
集
休
み>

５
月
２
日
㈰
~
５
月
４
日
㈫

こ
の
期
間
は
ご
み
収
集
を
休
み
ま
す
の
で
、ご
み
の
持
ち
出
し
は
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
も
え
な
い
ご
み「
ビ
ン
・
缶
」の
持
出
日
と
な
っ
て

い
る
区
域
は
、次
の
通
り
翌
週
に
振
り
替
え
ま
す
。

<
振
替
日
>

○
５
月
２
日
㈰
↓
５
月
９
日
㈰

○
５
月
３
日
㈪
↓
５
月
10
日
㈪

○
５
月
４
日
㈫
↓
５
月
11
日
㈫

※

ご
み
収
集
休
み
の
期
間
中
は
、
粗
大
ご
み
や
せ
ん
定
枝
の
電
話
予
約

が
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
全
て
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
20
歳
に
な
っ
た
人
(
そ
の
時
点

で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

を
除
く
)
は
自
動
的
に
国
民
年
金
加

入
者
と
な
り
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

学
生
で
、
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
人
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

利
用
で
き
ま
す
。本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。学
生
納
付

特
例
の
申
請
は
市
役
所
１
階
年
金

窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。学
生
証

と
年
金
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ

り
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。納
付
が
猶
予

さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問い合わせ
国保年金課　国保年金係（☎内線３０６）
南福岡年金事務所　国民年金課☎（５５２）６１２８

20歳以上の学生の皆さんへ

問い合わせ　上下水道課　料金係☎（４０８）４０２４

水道メーターの取り替えを行います

問い合わせ
　　 高齢者支援課　高齢者支援係☎（929）3210

高齢者のためのすこやか相談

５
月
か
ら
８
月
ま
で
、

計
量
法
に
基
づ
き
水
道

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作

業
を
行
い
ま
す
。

取
り
替
え
に
該
当
す
る

世
帯
に
は
、
事
前
に「
太
宰

府
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
」
が
案
内
文
書
を

配
布
し
ま
す
。
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
作
業
に
あ
た
る

業
者
は
、
市
が
発
行
し
た

証
明
書
を
常
に
携
帯
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
費
用
を
請

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

保
健
師
や
管
理
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

健
康
や
栄
養
、
口
腔
に
つ

い
て
の
個
別
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
１
人

30
分
間
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

日
時　

毎
月
第
２
金
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
~

正
午

会
場　

い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
１
階
保
健
セ

ン
タ
ー

費
用　

無
料

予
約
方
法　

電
話
か
高
齢

者
支
援
課
窓
口
で
予
約
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手続き

福祉

　

３
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
被
保
険
者
証
利
用
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
場

所
は
、
左
記
の
ポ
ス
タ
ー
や
ス

テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
医
療

機
関
・
薬
局
で
、
順
次
拡
大
さ
れ

る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
と
し
て
利
用
す
る
た

め
に
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
被
保

険
者
証
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、

事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。
い
ず

れ
か
の
方
法
で
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
自
分
で

登
録

https://myna.go.jp

②
国
保
年
金
課
(
４
番
窓
口
)
で
登

録

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
、
４

桁
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

問い合わせ　国保年金課　国保年金係（☎内線312・313）

問い合わせ　福祉課　障がい福祉係（☎内線364）

３月からマイナンバーカードが保険証として使えます

４月２日～８日は「発達障害啓発週間」です

　

４
月
２
日
の
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
か
ら
始
ま
る
１
週
間
(
４

月
８
日
ま
で
)
は
「
発
達
障
害
啓
発

週
間
」
で
す
。
自
閉
症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

発
達
障
が
い
と
は

　

脳
機
能
の
発
達
の
バ
ラ
ン
ス
が

異
な
る
こ
と
に
関
係
す
る
障
が
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
達
障

が
い
に
は
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

障
害
、
注
意
欠
如
・
多
動
性
障
害
、

学
習
障
害
な
ど
が
あ
り
、
小
さ
い

頃
か
ら
症
状
が
現
れ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
者
支
援
法

　

発
達
障
害
者
支
援
法
で
は
、
発

達
障
害
者
を
「
発
達
障
害
が
あ
る

者
で
あ
っ
て
発
達
障
害
及
び
社
会

的
障
壁
(
日
常
生
活
ま
た
は
社
会

生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ

う
な
社
会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、

慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
)

に
よ
り
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生

活
に
制
限
を
受
け
る
も
の
」
と
定

義
し
て
お
り
、
国
民
全
体
に
障
が

い
の
特
性
へ
の
理
解
や
自
立
・
社

会
参
加
へ
の
協
力
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

特
性
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
年

齢
や
環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
。
自
身
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
そ
の
人
の
特
性
を
本
人
や
周

り
の
人
が
正
し
く
理
解
し
て
、
そ

の
人
に
合
っ
た
方
法
や
環
境
を
工

夫
し
た
り
、
配
慮
し
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
障
が
い
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
に
関
す
る

相
談
窓
口

「
福
岡
県
発
達
障
が
い
者(

児)

支
援
セ
ン
タ
ー 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」

(
福
岡
地
区
)

　

専
門
的
な
視
点
で
の
発
達
障

が
い
に
関
す
る
相
談
支
援
や
普

及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

所
在
地　

春
日
市
原
町
３-

１-

７

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内

☎(
５
５
８
)
１
７
４
１

　

(
５
５
８
)
１
７
４
２

info@life-fukuoka.com

ポスター

ステッカー

FAX

マイナンバーカードが
使えるところは、

このポスター ・ ステッカーが
目印！
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手続き

~
太
宰
府
市
内
に
土
地
や
家
屋
、
償

却
資
産
を
お
持
ち
の
方
へ
~

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

所
有
者
が
、
そ
の
資
産
の
あ
る
市
町

村
に
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税

金
で
す
。
太
宰
府
市
の
税
率
は
１
・

４
％
で
す
。

都
市
計
画
税
は
、
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
の
う
ち
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
、
市
街
化
区
域
内
に
土
地
・

家
屋
を
所
有
し
て
い
る
人
が
納
め
る

税
金
で
す
。
太
宰
府
市
の
税
率
は

０
・
２
％
で
す
。

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
を
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。納

税
通
知
書
は
再
発
行
が
で
き
な

い
た
め
、
紛
失
し
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
定
額
に
満
た
な
い
場

合
、
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
は

課
税
し
な
い
た
め
、
納
税
通
知
書
は

発
送
し
ま
せ
ん
。

<
土
地
の
評
価
替
え
と
は
>

土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
３
年

ご
と
に
評
価
を
見
直
す
評
価
替
え
の

制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

宅
地
な
ど
に
つ
い
て
の
令
和
３
年

度
の
評
価
替
え
は
、
価
格
基
準
日
で

あ
る
令
和
２
年
１
月
１
日
時
点
の
地

価
公
示
価
格
な
ど
の
７
割
を
目
安
に

評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
１

月
１
日
以
降
、
７
月
１
日
ま
で
の
間

の
地
価
の
下
落
状
況
を
宅
地
な
ど
の

評
価
額
に
反
映
し
ま
す
。

<
土
地
の
評
価
法
を
統
一
し
ま
す
>

令
和
３
年
度
か
ら
、
市
内
全
域
に

市
街
地
宅
地
評
価
法
(
路
線
価
方

式
)
を
採
用
し
ま
す
。
市
街
地
宅
地

評
価
法
は
、
各
宅
地
の
個
別
要
因
を

固
定
資
産
税
に
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

<
家
屋
の
評
価
替
え
と
は
>

家
屋
の
評
価
替
え
は
、
評
価
す
る

家
屋
と
同
じ
も
の
を
評
価
時
点
で
再

度
建
築
す
る
と
し
た
場
合
に
必
要
な

建
築
費
に
、
建
築
後
の
経
過
年
数
に

よ
っ
て
生
ず
る
減
価
率
を
乗
じ
て
評

価
額
を
求
め
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

評
価
額
が
前
年
度
の
評
価
額
を
超
え

る
場
合
に
は
、
前
年
度
の
評
価
額
を

用
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
の
縦
覧
・

閲
覧
が
市
役
所
２
階
税
務
課
固
定
資

産
税
係
窓
口
に
て
で
き
ま
す

<
縦
覧
>

市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
分
が

所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と

比
較
す
る
た
め
、
縦
覧
期
間
中
に
限

り
、
自
分
以
外
が
所
有
す
る
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
を
資
産
に
応
じ
て
確

認
で
き
ま
す
。
な
お
、
償
却
資
産
は

縦
覧
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

４
月
１
日
㈭
~
30
日
㈮
(
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
)
午
前
９
時

~
午
後
５
時

対
象
者　

市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所

有
す
る
納
税
者
本
人
ま
た
は
委
任

を
受
け
た
代
理
人

手
数
料　

無
料

持
ち
物　

本
人
確
認
書
類
。
代
理
人
の

場
合
は
、納
税
者
か
ら
の
委
任
状
。

※

そ
の
ほ
か
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

代
理
人
が
同
一
世
帯
の
親
族
の
場

合
も
委
任
状
が
必
要
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

<
閲
覧
>

市
内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
や
借
地
人
・
借
家
人
は
、
課
税

内
容
を
把
握
す
る
た
め
該
当
す
る
資

産
の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時　

通
年
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
)
午
前
８
時
30
分
~
午
後
５
時

対
象
者　

市
内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却

資
産
を
所
有
す
る
納
税
義
務
者
本

人
ま
た
は
委
任
を
受
け
た
代
理
人
、

借
地
人
・
借
家
人

手
数
料　

縦
覧
期
間
中
は
無
料

持
ち
物　

本
人
確
認
書
類
。
代
理
人
の

場
合
は
、
納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任

状
の
原
本
。
借
地
人
・
借
家
人
の
場

問い合わせ　税務課　固定資産税係（☎内線３３２）

令和３年度は固定資産の評価見直しの年です

合
は
、賃
貸
契
約
書
。

※

そ
の
ほ
か
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

代
理
人
が
同
一
世
帯
の
親
族
の
場

合
も
委
任
状
が
必
要
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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行政

福祉

問い合わせ　環境課　環境保全係（☎内線308）

第四次太宰府市環境基本計画のパブリックコメントを募集します

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
四

次
太
宰
府
市
環
境
基
本
計
画
」
の

素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
気
候
変
動
問
題
の

一
層
の
深
刻
化
と
対
策
、
人
口
減

少
時
代
の
進
展
な
ど
、
近
年
の
社

会
経
済
状
況
に
応
じ
て
環
境
保
全

の
観
点
か
ら
取
組
方
針
を
定
め
る

も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

素
案
の
公
表
と
意
見
の
募
集
期
間

４
月
７
日
㈬
~
５
月
６
日
㈭

素
案
の
公
表
方
法
と
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

・
市
内
の
公
共
施
設
に
設
置(

各

開
館
時
間
内)

市
役
所
１
階
、
い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
２
階
、
市
民
図
書
館
１ 

階
、
上
下
水
道
事
業
セ
ン
タ
ー
１

階
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
１

階
、
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
１
階
、

文
化
ふ
れ
あ
い
館
１
階
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス

１
階
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
、
太
宰
府
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
１
階
、
南
隣
保
館
１
階

意
見
を
提
出
で
き
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ

の
他
の
団
体

③
市
内
に
あ
る
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
に
勤
務
す
る
者

④
市
内
に
あ
る
学
校
に
在
学
す
る

者
⑤
本
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
者

⑥
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、

利
害
関
係
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者

意
見
の
提
出
方
法

意
見
投
か
ん
箱
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル

※

住
所
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ

と
。
住
所
が
市
外
の
人
は
「
意

見
を
提
出
で
き
る
人
」
の
③
か

ら
⑥
ま
で
の
区
分
も
記
入
。

提
出
先

環
境
課
環
境
保
全
係

〒
818-

0198
太
宰
府
市
観
世
音
寺

１-

１-

１

(
９
２
１
)
１
６
０
１

kankyou@city.dazaifu.l

g.jp

問い合わせ　福祉課福祉政策係☎内線３７６　または福岡県福祉労働部保護・援護課☎（６４３）３３０１

令和３年度　厚生労働省慰霊巡拝のお知らせ

　

厚
生
労
働
省
は
、
先
の
大
戦
に

お
け
る
戦
没
者
の
人
々
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

各
地
域
に
お
け
る
戦
没
者

の
遺
族

※

対
象
者
:
配
偶
者
(
再
婚
し
た

人
を
除
く
)
、
父
母
、
子
、
兄

弟
姉
妹
、
孫
、
甥
姪
、
参
加
す

る
遺
族
(
子
・
兄
弟
姉
妹
)
の

配
偶
者
。

費
用　

目
安
は
、
お
お
む
ね
13
万

~
24
万
円
。
硫
黄
島
の
場
合
は

２
万
~
３
万
円
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
や
相
手
国
の
都
合
に
よ

り
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

カザフスタン共和国

イルクーツク州・ブリヤート共和国

ハバロフスク地方・ユダヤ自治州

インドネシア

中国東北地方（旧満州地区全域）

東部ニューギニア

北ボルネオ

ビスマーク諸島

トラック諸島

ミャンマー

フィリピン（１班）

フィリピン（２班）

フィリピン（３班）

硫黄島（第１次）

硫黄島（第２次）

8月24日㈫～　9月　4日㈯

9月13日㈪～　9月24日㈮

9月13日㈪～　9月24日㈮

9月　1日㈬～　9月　9日㈭

9月　1日㈬～　9月10日㈮

9月11日㈯～　9月18日㈯

9月22日㈬～　9月29日㈬

10月　9日㈯～10月16日㈯

10月22日㈮～10月27日㈬

11月11日㈭～11月19日㈮

2月17日㈭～　2月24日㈭

11月中旬　　　　　　

3月中旬　　　　　　

4月19日㈪

5月17日㈪

5月17日㈪

4月　9日㈮

4月26日㈪

4月19日㈪

4月19日㈪

5月21日㈮

5月28日㈮

5月28日㈮

8月23日㈪

－　　　

－　　　

巡拝予定地 実 施 予 定 時 期 市への申し込み
締切日

FAX
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環境

子育て

福祉

問い合わせ　子育て支援課☎（919）6001

子育て世代包括支援センターの愛称を「うめっこテラス」に決定

市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
な
く
、
細
や
か
に

支
援
す
る
た
め
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
４
月
か
ら

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
今
月
号
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
窓
口

を
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
昨

年
の
12
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
４
作
品
を
選
び
、

市
民
、市
内
幼
稚
園
・
保
育
所(
園
)

の
保
護
者
な
ど
に
投
票
し
て
い
た

だ
い
た
結
果
、「
う
め
っ
こ
テ
ラ

ス
」に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
愛
称
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
名
前
と
し
て
定
着
し
、

よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

問い合わせ
高齢者支援課　高齢者支援係（地域包括支援センター内）☎(９２９)３２１０

太宰府市高齢者夜間・休日電話相談事業
「高齢者あんしんダイヤル」の電話番号が変わります問い合わせ

環境課　環境保全係（☎内線308）

狂犬病予防集団注射について

令
和
３
年
度
狂
犬
病
予
防
集
団

注
射
は
、
５
月
17
日
㈪
、
18
日
㈫
、

19
日
㈬
、
20
日
㈭
、
６
月
４
日
㈮
、

７
日
㈪
に
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
だ
ざ
い
ふ
５
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

ま
た
、
狂
犬
病
予
防
集
団
注
射

の
案
内
は
が
き
は
４
月
中
旬
に
送

付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

年
に
１
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
な
ど
か

ら
の
介
護
、
健
康
、
医
療
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
対
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
閉
所
時
(
平
日
午

後
５
時
~
翌
午
前
８
時
30
分
、土
・

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
)に
、
看
護

師
な
ど
の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員

が
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
対
応
し
て

い
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
「
高
齢
者
あ
ん

し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
す
。
お
か
け
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

変
更
日
時

４
月
１
日　

午
前
０
時

変
更
後
の
電
話
番
号

☎
０
１
２
０-

０
８
７
４-

８
６

※

平
日
午
前
８
時
30
分
~
午
後
５

時
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー(

太
宰
府
中
学
校
区
・
太

宰
府
東
中
学
校
区

)

☎(

９
２

９)

３
２
１
１
、
ま
た
は
地
域
包

括
支
援
サ
ブ
セ
ン
タ
ー(

学
業

院
中
学
校
区
・
太
宰
府
西
中
学

校
区)

☎(

９
１
８)

２
２
０
０

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

うめっこテラス
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文化 文化

子育て問い合わせ　ファミリー・サポート・センターだざいふ（子育て支援センター内）☎（９１８）００３４　　 （９１８）００７７

ファミリー・サポート・センターだざいふ
令和３年度 第１回 会員登録講習会のお知らせ

会
員
登
録
の
た
め
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
２
月
末
現
在
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
は
７
５
９
人
、

緊
急
サ
ポ
ー
ト
は
６
５
９
人
が
会

員
登
録
さ
れ
、
相
互
援
助
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
だ
ざ
い
ふ
】
と
は

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し

い
人
(
お
ね
が
い
会
員
)
、
手
助
け

を
し
た
い
人
(
お
た
す
け
会
員
)
、

両
方
を
兼
ね
る
人
(
ど
っ
ち
も
会

員
)
が
お
互
い
を
地
域
の
中
で
助

け
合
う
組
織
で
す
。
お
た
す
け
会

員
が
お
ね
が
い
会
員
の
お
子
さ
ん

を
預
か
っ
て
く
れ
ま
す
。
必
要
な

講
習
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
会
員

登
録
が
で
き
ま
す
。

※

お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
や
援
助

内
容
に
よ
っ
て
は
、
お
預
か
り

が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

講
習
日
時　

４
月
25
日
㈰　

午
前

10
時
~
午
後
０
時
30
分

※

今
回
は
お
ね
が
い
会
員
の
み
の

登
録
講
習
会
で
す
。

※

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
余
裕

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府
２
階
研
修
室

持
ち
物　

①
筆
記
用
具
②
顔
写
真

１
枚(
カ
ラ
ー
の
証
明
写
真
。サ

イ
ズ
縦
４
・
５
㎝×

横
３
・
５
㎝
)

③
印
鑑

託
児　

無
料(
要
予
約
)

申
込
締
切　

４
月
19
日
㈪

定
員　

20
組

申
込
方
法　

申
込
用
紙
の
提
出
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
(
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

〝
ふ
く
お
か
電
子
申
請
〟
)
か

ら
。

※

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
平

日
午
前
９
時
~
午
後
５
時
。

【
ふ
く
お
か
電
子
申
請
】

https://www.shinsei.el

g-front.jp/fukuoka/navi/

index.html

申
込
用
紙
配
布
場
所　

市
役
所
保

育
児
童
課
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
プ
ラ

ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
、
市
民

図
書
館
、
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
各
認
可
保
育
所

(
園
)
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問い合わせ　文化財課　調査係（☎内線472）

だざいふ景観・市民遺産フェスタの
もようを動画公開しています問い合わせ

文化学習課　文化学習係（市民図書館）
　　　　　　☎（921）4646 　　（921）4896

「春の朗読会」を開催

「
朗
読
紫
苑
の
会
」
春
の
朗
読
会

を
開
催
し
ま
す
。
重
松
清
著
「
き
み

の
町
で
」
よ
り
「
あ
の
町
で　

春
」、

川
上
弘
美
著
「
な
ん
と
な
く
な

日
々
」よ
り
「
台
所
の
闇
」
、
坂
木
司

著
「
短
劇
」
よ
り
「
物
件
案
内
」
ほ

か
、
春
の
季
節
に
ち
な
ん
だ
短
編

小
説
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
取
り
上

げ
る
予
定
で
す
。

文
芸
作
品
を
耳
で
楽
し
む
こ
と

で
、
読
書
の
幅
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

４
月
25
日
㈰　

午
後
２
時

30
分
~
１
時
間
程
度

定
員　

25
人(
先
着
順
)

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

不
要

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府　

３
階
視
聴
覚
室

実
演　

朗
読
紫
苑
の
会

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
て
実
施
し
ま
す
。

ご
来
場
時
に
は
マ
ス
ク
な
ど
の

着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
月
20
日
に
行
わ
れ
た
「
だ
ざ

い
ふ
景
観
・
市
民
遺
産
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
１
」
を
動
画
サ
イ
ト
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
10
周
年
を
迎
え
た
市
民

遺
産
活
動
の
記
念
式
典
の
ほ
か
、
こ

ど
も
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
や

新
認
定
市
民
遺
産
の
紹
介
、
記
念
講

演
「
太
宰
府
市
民
遺
産
の
新
た
な

10
年
」を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

公
開
期
限　

５
月
９
日
㈰

閲
覧
方
法　

二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
込
み
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
太

宰
府
市
民
遺
産
」
チ
ャ
ン
ネ
ル

か
ら
閲
覧

当日のオープニングセレモニーの様子

HP

FAX

FAX
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太宰府市NPO・ボランティア支援センター「うめさろ

ん」は、ボランティアや市民活動に取り組む皆さんのお手

伝いをするところです。すでに市民活動をされている人や

これから始めたい人など、どなたでもお気軽にお越しくだ

さい。

・ 市内で募集中のボランティア活動を紹介

・ 市内で活動しているボランティア団体の紹介

・ さまざまな市民活動に関する相談

・ うめさろんでできる 「ぷちボラ」 の募集

 　（切手きりやリサイクル封筒作成など）

・ ボランティア活動をした際に、 希望者には

　ボランティア活動証明書を発行しています

うめ　  さろんをご存じですか？

お気軽にご相談ください！

・ チラシの配布

・ チラシをだんぼ通信と同封し、

  市内の団体やボランティアに周知

・ ポスター掲示

・ 団体紹介カードの作成

団体紹介カードとは

うめさろんでは、来館者が誰でも

手に取れるよう団体の情報を載

せたカードを作成して配布してい

ます（必要なのは、うめさろんへの

登録と文章・写真のみです）。

情報の発信ができます

その他にもうめさろんではさまざまな支援を行っています

切手きりの様子

自分にもできる

ちょっとした簡単な

ボランティアは

あるかな…

団体のことや今度

開催するイベントを

もっとお知らせ

したいな…

太宰府市ＮＰＯ・ボランティア支援センター「うめさろん」　　

太宰府市五条3-1-1　いきいき情報センター２階　☎（918）3633　　　（918）3644　

開所時間（平日：午前10時～午後６時　第2・4土曜日：正午～午後６時）　　

休業日（第1・3・5土曜日、日曜、祝日、毎月最終水曜日、8月13日〜15日、12月28日〜1月4日）

　　http://umesalon.sakura.ne.jp/

　　dazaifu-volusen@wish.ocn.ne.jp ホームページ

台車

メール

FAX

備品が利用できます 会議 ・ 打ち合わせができます 団体専用のロッカーがあり

事務用品の保管もできます

コピー機
（有料）

プロジェクター・
スクリーン

（例）

HP

さぁ
協働を
進めよう

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.142
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認知症地域支援推進員が相談をお受けします！

高齢者の相談窓口

地域包括支援センターは、一言でいうと「高齢者のよろず相談所」です。介護保険サービスのことや生活の困り

ごとなどさまざまな相談を受け付けています。今回は、相談が増えている「認知症」についての素朴な疑問にお答え

します。

認知症の人やそのご家族などからの相談を受け、受診などを支援する認知症地域支援推進員が各

地域包括支援センターにいます。認知症に関するお悩みは、認知症地域支援推進員やかかりつけ医へ

お気軽にご相談ください！

A　認知症には、「アルツハイマー型認知症」「レビー小体型認知症」

「脳血管性認知症」「前頭側頭型認知症」などの種類があります。

認知症の種類によって、症状や治療も異なります。

まずは正しい診断を受け、適切な治療を受けることが大切です。

高齢者の約４人に１人が「認知症またはその予備軍」といわれ、「認知症」は誰がなってもおかしくはありません。

地域包括支援センターをご存じですか？地域包括支援センターをご存じですか？
高齢者の相談窓口

問い合わせ　　地域包括支援センター（太宰府中学校区・太宰府東中学校区）☎（９２９）３２１１

　　　　　　地域包括支援サブセンター（学業院中学校区・太宰府西中学校区）☎（９１８）２２００

知っておきたい！「認知症」

Vol.2

Q　もの忘れがはじまったら認知症なの？

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

A　認知症と加齢によるもの忘れは違うものです。

Q　認知症の人はみんな同じ症状が出るの？

経験したことが部分的に思い出せない

例）朝ごはんのメニュー

目の前の人の名前が思い出せない

約束をうっかり忘れてしまう

物覚えが悪くなったように感じる

もの忘れを自覚できる

探し物を（自分で）努力して見つけようとする

経験したことの全体を忘れる

例）朝ごはんを食べたこと自体

目の前の人が誰か分からない

約束したこと自体を忘れている

数分前の記憶が残らない

もの忘れを自覚できない

誰かが盗んだなど他人のせいにすることがある
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購
入
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
不
具
合

や
不
満
が
あ
っ
た
際
に
、
事
業
者
に
自
分
の

意
見
を
伝
え
る
こ
と
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
消
費
者
や
社
会
の
利
益
と
な
る
と
て
も

大
切
な
行
動
で
す
。

し
か
し
最
近
、
お
店
の
従
業
員
な
ど
に
対

し
て
の
暴
言
や
恫
喝
、
過
剰
な
謝
罪
要
求
や

営
業
を
妨
げ
る
ほ
ど
の
長
時
間
に
渡
る
ク

レ
ー
ム
、
暴
力
行
為
な
ど
、
一
部
の
消
費
者

に
よ
る
行
き
過
ぎ
た
言
動
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
マ
ス
ク
や
紙
製
品
が
欠
品
し
た
時
期
に
、

お
店
の
従
業
員
に
き
つ
く
詰
め
寄
る
消
費

者
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。現
在
、
一

部
の
商
品
の
欠
品
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
飲
食
店
な
ど
の
席
数
の
制
限
や
、
レ
ジ

の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
越
し
の
接
客
な
ど
、
従

来
と
違
う
サ
ー
ビ
ス
は
続
い
て
い
ま
す
。不

便
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
従
業
員
も
事
業
者
も
頑
張
っ
て
い
ま
す

の
で
、
意
見
す
る
と
き
は「
伝
え
方
」に
注
意

し
て
、
お
互
い
に
理
解
・
協
力
し
あ
う
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

「
伝
え
方
」の
参
考
に
、
消
費
者
庁
が
ま
と

め
た
ポ
イ
ン
ト
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

★
「消
費
者
が
意
見
を
伝
え
る
」
際
の

　

 　

ポ
イ
ン
ト

 

ポ
イ
ン
ト
１

ひ
と
呼
吸
、置
こ
う
！

怒
り
に
任
せ
た
発
言
は
逆
効
果
。ひ
と
呼

吸
お
い
て
冷
静
に
。従
業
員
も
同
じ
「
人
」
な

の
で
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

 
ポ
イ
ン
ト
２

言
い
た
い
こ
と
、
要
求
し
た
い
こ
と
を
「
明

確
に
」、
そ
し
て
「
理
由
」
を
丁
寧
に
伝
え
ま

し
ょ
う
！

返
品
し
た
い
の
か
、
解
約
し
た
い
の
か
、

ま
た
そ
の
理
由
を
明
確
に
、
丁
寧
に
伝
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

 

ポ
イ
ン
ト
３

事
業
者
の
説
明
も
聞
き
ま
し
ょ
う
！

上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
解
決

の
糸
口
に
。一
方
的
に
主
張
す
る
だ
け
で
は

な
く
、事
業
者
の
説
明
も
聞
き
ま
し
ょ
う
。

太
宰
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
~
金
曜
日

年
末
年
始
、

祝
日
を
除
く

(

)

午
前
９
時
30
分
~
午
後
４
時

(
正
午
~
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
)

※

予
約
申
込
不
要
・
無
料

※

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

(
☎
内
線
３
４
８
ま
で
)

場
所　

市
役
所
２
階
消
費
生
活
相
談
室

愛護動物を虐待したり捨てる（遺棄する）ことは犯罪です！愛護動物を虐待したり捨てる（遺棄する）ことは犯罪です！

問い合わせ　環境課（☎内線307）

※愛護動物とは　１　牛、馬、豚、めん羊、山羊、犬、猫、いえうさぎ、鶏、いえばと、あひる
　　　　　　　　　　　２　その他、人が占有している動物で哺乳類、鳥類または爬虫類に属するもの

動物の愛護および管理に関する法律が令和２年６月１日に改正され、罰則が強化されました。

動物を殺したり、
傷つけたりする行為

万が一、飼い続けることが難しくなったら

5年以下の懲役または
500万円以下の罰金

１年以下の懲役または100万円以下の罰金

必要な世話を怠り、
充分なエサや水を与えない行為

動物を捨てる行為。近年は、外来生物が野外に放たれ、
生態系の破壊が大きな社会問題となっています。

飼い主には、ペットがその命を終えるまで適切に飼う

責任があります。どうしても飼えなくなったときは、

新たな飼い主を探すことも、飼い主の責任です。

愛護動物の虐待などを発見したときは、市役所、保健福祉環境事務所、警察（緊急時には
110番）に相談または通報してください。

・できるだけ多くの親類や知人に聞いてみる

・チラシやポスターを作成して配布する

・新聞やタウン誌などに広告を掲載する

・インターネットを活用して、情報を発信する

虐
待
・
遺
棄
の
例

(174)

ど

う

か

つ

自
立
し
た
消
費
者
と
し
て
、

適
切
に
意
見
を
伝
え
ま
し
ょ
う
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昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
家
か
ら

出
ず
、
人
に
会
わ
ず
、
家
の
中
で
過

ご
す
こ
と
が
多
い
一
年
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。近
ご
ろ

は
、
暖
か
く
な
り
木
々
も
芽
吹
き
、

公
園
や
御
笠
川
の
川
沿
い
で
桜
が

満
開
に
な
る
な
ど
、お
出
か
け
し
た

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。密
を

避
け
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
出
か
け
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
か
か

り
つ
け
医
の
意
見
を
踏
ま
え
無
理

の
な
い
運
動
を
行
う
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

○
目
標
を
立
て
よ
う

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
日
々
の
積

み
重
ね
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
毎

日
の
目
標
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
無

理
を
す
る
必
要
は
な
く
、
少
し
頑

張
れ
ば
達
成
で
き
る
目
標
で
結
構

で
す
。
厚
生
労
働
省
が
掲
げ
て
い

る
「
健
康
日
本

21
(
第
二
次
)
」
で

は
、
１
日
当
た
り
の
歩
数
目
標
が

20
歳
~
64
歳
は
男
性
９
千
歩
、
女

性 

８
千
５
０
０
歩
、
65
歳
以
上
は

男
性
７
千
歩
、
女
性
６
千
歩
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
運
動
習
慣
が

な
い
人
に
は
少
し
高
す
ぎ
る
目
標

と
る
こ
と
に
も
気
を
付
け
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ

け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
症
な
ど
の
予
防
に
も
有
効
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

感
染
予
防
の
基
本
は
、
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
と
お
り
、
手
洗
い
と
マ

ス
ク
着
用
、
密
の
回
避
で
す
。
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
際
は
、
大
人

数
で
は
な
く
な
る
べ
く
少
数
、
で

き
れ
ば
一
人
で
。
ま
た
、
公
園
な
ど

で
歩
く
場
合
は
密
を
避
け
る
た

め
、
空
い
た
時
間
、
場
所
を
選
ぶ
と

よ
い
で
し
ょ
う
。※

マ
ス
ク
を
着

け
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場

合
に
は
、
マ
ス
ク
を
し
な
い
と
き

に
比
べ
て
体
へ
の
負
荷
が
大
き
く

○
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
よ
る
健
康
被
害

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
は
、
特

に
高
齢
者
に
と
っ
て
は
外
出
が
少

な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
筋
力
や
歩

行
速
度
の
低
下
、
認
知
機
能
の
低

下
な
ど
の
健
康
二
次
被
害
に
つ
な

が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
外
出

の
自
粛
に
よ
り
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド

が
以
前
よ
り
遅
く
な
っ
た
、
買
い

物
に
行
け
ず
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
が
で
き
て
い
な
い
、
以
前
と
比

べ
て
ふ
く
ら
は
ぎ
が
細
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

適
度
に
体
を
動
か
す
こ
と
は
、

自
己
免
疫
力
を
高
め
、
ウ
イ
ル
ス

性
感
染
症
の
予
防
に
役
立
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
と
良
質
な
睡
眠
を

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
「
今
よ

り
10
分
多
く
歩
く
」
を
目
標
に
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

４
月
の
和
風
月
名
で
あ
る
卯
月

の
由
来
は
「
卯
の
花
の
月
」
と
い
う

も
の
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一

年
の
最
初
を
意
味
す
る
「
初
」「
産
」

の
「
う
」
か
ら
「
卯
月
」
に
な
っ
た
と

い
う
説
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
、
移
動
制
限
と
い
わ
れ

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
心
も
体
も
健

康
に
！
年
度
の
最
初
「
卯
月
」
か

ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

元
気
づ
く
り
課　

保
健
師

作り方

材料（4人分）

ごぼう

れんこん　

セロリ

人参

玉ねぎ

にんにく

サラダ油

固形スープ

牛乳

水

粗びきこしょう

味噌

………………………100ｇ

……………………100ｇ

…………………………1本

…………………………40ｇ

………………………150ｇ

……………………1かけ

…………………大さじ1

…………………… 1個

………………………2カップ

…………………………2カップ

………………適量

　………………………小さじ1

一人分当たりの栄養価

エネルギー  159ｋcal

たんぱく質　　    5.6g

脂質　　  7.1g

塩分　　  0.7g

①にんにくはみじん切りにする。

②ごぼうは大きめのささがきにし、水

にさらす。れんこんは皮をむいて2

～3ミリ厚さのいちょう切りにし、水

にさらす。セロリは筋を取り、一口

大に切る。人参は5ミリのサイコロ

状に切る。玉ねぎは薄切りにする。

③鍋でにんにくを油で炒め、さらに②

の野菜も炒める。これに水と固形

スープを加え、野菜が軟らかくなる

まで煮る。

④③に牛乳とこしょうを加えて、味噌

を溶き入れる。

⑤最後にセロリの葉のみじん切りを

上に飾る。

う 

づ

き

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め

こ

んに
ちは 保
健
師
で
す

ごぼうとれんこんのスープ
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みんなの
としょかん

『万
葉
集
』と
筑
紫

「
令
和
」
改
元
か
ら
、
ま
も
な
く
２
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
号
は
『
万

葉
集
』
に
み
え
る
大
宰
帥
大
伴
旅
人
の
邸

宅
で
開
か
れ
た
「
梅
花
の
宴
」
が
そ
の
典
拠

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
太
宰
府
が
新
元
号

「
令
和
」
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
全
国
的
に

注
目
を
浴
び
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

『
万
葉
集
』
は
、
現
存
す
る
日
本
最
古
の

歌
集
と
し
て
有
名
で
す
が
、
謎
の
多
い
書

物
で
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
誰
が
編
さ

ん
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
大

伴
家
持
単
独
編
さ
ん
説
が
あ
る
一

方
、
家
持
が
こ
れ
に
深
く
か
か

わ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し

て
も
、
左
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
橘

諸
兄
(
葛
城
王
)
が
編
さ
ん
責
任
者

で
あ
っ
た
と
い
う
説
、
あ
る
い
は

諸
兄
・
家
持
両
者
の
共
撰
と
す
る

説
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
成
立

過
程
も
、
か
な
り
複
雑
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
、
最
近
の
上
野
誠
さ
ん

の
考
察
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
流
れ
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
巻
１
・
２
が

最
初
に
編
さ
ん
さ
れ
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ

形
で
巻
３
・
４
が
、
さ
ら
に
こ
れ
に
続
け

て
巻
５
~
16
が
、
最
後
に
巻
17
~
20
が
継

ぎ
足
さ
れ
て
全
部
で
20
巻
と
な
り
、
そ
の

後
、
全
体
が
現
存
す
る
形
に
調
整
さ
れ
て
、

平
城
天
皇
の
頃
に
公
に
さ
れ
た
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
も
確
定
的
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
編
さ
ん
が
何
回
か
に
分
け
て
行
わ

れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
広
く
認
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
万
葉
集
』に
は
、
筑
紫

(
九
州
全
体
)
に
関
わ
る
歌
が
い
っ
た
い
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
林
田
正

男
さ
ん
は
、
筑
紫
で
詠
ま
れ
た
も
の
、
作
者

未
詳
歌
で
筑
紫
の
地
名
が
詠
み
こ
ま
れ
た

も
の
を
筑
紫
歌
、
筑
紫
の
地
名
が
詠
み
こ

ま
れ
て
い
る
が
、
筑
紫
以
外
で
詠
ま
れ
た

も
の
を
参
考
歌
と
し
て
、
筑
紫
歌
３
２
２

首
、
参
考
歌
56
首
、
計
３
７
８
首
と
推
定
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の

薫
ふ
が
ご
と
く
今
盛
り
な
り

　
　
　

 

(
巻
３　

３
２
８
番
)

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
平
城
京

の
繁
栄
を
詠
ん
だ
歌
で
す
が
、
題

詞
に
は
「
大
宰
少
弐
小
野
老
朝
臣

の
歌
一
首
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
後

続
す
る
歌
群
か
ら
、
大
宰
府
で
の

宴
席
で
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
筑
紫
の
地
名
は
全
く
登

場
し
な
い
も
の
の
、
筑
紫
歌
の
１
首
と
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
宰
府
政
庁
跡
東

側
の
大
宰
府
展
示
館
近
く
に
、
こ
の
歌
を

刻
ん
だ
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ま
流
行
り
の
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一

つ
の
か
た
ち
と
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
で
密
を
避
け
つ
つ
、
市
内
に
散
在
す

る
万
葉
歌
碑
を
巡
っ
て
み
る
の
も
ま
た
一

興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

~
太
宰
府
市
公
文
書
館　
　

重
松　

敏
彦
~

●小説　母影（尾崎世界観／著）　ぜにざむらい（吉川永青／著）　ラスプーチンの庭（中

山七里／著）　もろびとの空（天野純希／著）　アクティベイター（冲方丁／著）　水葬（鏑

木蓮／著）　ははのれんあい（窪美澄／著）　十年後の恋（辻仁成／著）　刑事の枷（堂場

瞬一／著）　小説秋月鶴山（童門冬二／著）　睦家四姉妹図（藤谷治／著）　アンブレイカ

ブル（柳広司／著）　恋するアダム（イアン・マキューアン／著）　はじまりの24時間書店

（ロビン・スローン／著）

●随筆・詩などの文学　妖怪少年の日々（荒俣宏／著）　ひきこもり図書館（頭木弘樹／

編）　くどきぶしの世界（倉田喜弘／編著）　あるある！お悩み相談室「名句の学び方」（岸

本葉子、岸本尚毅／著）

●その他の本　むかしむかしあるところに、哲学者がやってきた。（小川仁志／著）　江戸

移住のすすめ（冨岡一成／著）　おじさんは、地味な資格で稼いでく。（佐藤敦規／著）　

そこに工場があるかぎり（小川洋子／著）　祥子さんこの知恵、いただきます（村上祥子

／著）

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来館の際はマスク着用などのご協力を
お願いします。

『母影』
尾崎世界観

新潮社

『ぜにざむらい』
吉川永青

朝日新聞出版

『ラスプーチンの庭』
中山七里

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６
http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

（　　 ）令和3年2月

貸出開始資料から

としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

令和
3年

4

日 月 火 水 木 金 土

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

5

12

19

26

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

だ 

ざ
い
の
そ
ち

お

お
と
も
の
た

び

と

と
も
の
や

か

も

ち

う
え　

の

ま
こ
と

に
ほ

は
や
し 

だ 

ま
さ

も
ろ 

え

き
ょ
う
せ
ん

へ
い 

ぜ
い

か
ず
ら 

き 

お
う

た
ち
ば
な
の

お

お

お

だ
ざ
い
の
し
ょ
う
に 

 

お

の

の　

お
ゆ 

あ 

そ
ん

し

げ

ま

つ　

 

と

し

ひ

こ

つ
く　

し
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新しい年度になりました。新生活が始まり、 昨年度までとは違う生活リズムにまだ慣れてないという人

も多いのではないでしょうか。

睡眠のリズムが乱れると、生活リズム自体が乱れ、子どもたちの健康や成長にも影響を及ぼします。新

年度を迎えたこの時期に家族みんなで生活を見直してみましょう。

乳幼児期から子どもに「遅寝遅起き」の生活をさせると、 夜型の生活リズムが身についてしまいます。

そうした子どもは、小学校に行くようになったからといって急に早起きすることはできません。さらに、夜

型の生活リズムでは自律神経が乱れ、 体温調節や免疫機能にも悪影響を及ぼし、 病気になりやすくなっ

たり、 睡眠不足で情緒が不安定になったりもします。大人の生活リズムに合わせず、 子どもには「早寝早

起き」の習慣を身につけさせましょう。

まずは、 遅く寝ても朝は早く起こし、 「早起き」の習慣からつけるといいと思います。部屋のカーテンを

開け太陽の光を浴びると、 体内時計がリセットされ体が目を覚まします。昼間にたくさん体を動かして遊

ぶと夜も早く眠れるようになると思いますので、 短い時間でも戸外に出て遊びましょう。公園の中で走り

回るだけでも子どもは体力を消耗します。戸外だけでなく、 支援セン

ターのサロンや広場なども利用してください。

夜はなるべく興奮するような遊びは避けること。テレビやＤＶＤ、ゲ

ーム類が発する音や光などは興奮するので見せないようにしましょ

う。寝る前は絵本の読み聞かせをすると、気持ちも落ち着いて眠る準

備ができてきます。子どもとのスキンシップにもなりますので、おすすめです。

お風呂に入り、着替え、歯みがき、絵本を読んで眠るということを毎日繰り返していくと、体が眠りのリ

ズムをつかんで眠りにつきやすくなり、早寝ができるようになると思います。

子どもだけでなく大人にも大事な睡眠について考えてみましょう。

稲口　陽莉ちゃん

いなぐち 　　ひま　り

17日 髙山　聖真ちゃん

たかやま　　せい　ま

18日 萩尾　友祐ちゃん

はぎ　お　　　ゆうすけ

11日 杠　咲月ちゃん

ゆずりは  さ つ き

20日 黒岩　世成ちゃん

くろいわ　　　せ　 な

4日 村上　令羽ちゃん

むらかみ　　  れ え る

18日

迫　美桜ちゃん

さこ　　　み　おん

13日 榮田　桃李ちゃん

さかえだ　　　とう　り

4日 沖原　都良ちゃん

おきはら　　　と　 ら

26日 梅林　露ちゃん

うめばやし　 つゆ

30日

子育て支援課　子育て支援センター　☎（９１９）６００１

「たいせつな睡眠！」

おめでとう　さい1
令和2年4月生まれ

誕生日の３カ月前の１カ月間、電話または市ホーム
ページで受け付けしています。
（例）誕生日が令和2年7月の人は、4月に応募してください。

URL  http://www.city.dazaifu.lg.jp/admin/soshiki/
somu/204/379/575/10459.html

応

募

方

法

経営企画課広聴広報係
☎（９２１）２１２１（内線５１４）
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人権標語
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皆さん、こんにちは。この度、令和 3 年 3月 31日付けで退任することに

なりました。平成 27年 3月9日に赴任してから6 年間、73回の「国際交流・

韓国」コラムを通して韓国について皆さんにご紹介してきました。

今までを振り返ると、たくさんの思い出がありますが、太宰府での日常を

一番思い出します。

最初は、近くのスーパーを探すことも難しかった私ですが、生活するにつれ、

太宰府の魅力にハマっていきました。岩屋城跡から見渡す太宰府市内、浴

衣姿で歩くにぎやかな参道、風が運んできたふんわりとした梅の花の香り…

食べ物も人も私にはとても合いました。家族や知人が来たときに太宰府を案

内すると「ずっとここにいたい」「歩きながら風景を見るだけで癒やされる」

と言われました。太宰府で生活ができて本当

にうれしかったです。

生活の中で日本の魅力を体験したことで、

小・中学校での授業や姉妹校交流で日本と

違う韓国のことを伝えることができました。ま

た、姉妹都市・扶餘郡との交流の際は通・

翻訳がスムーズにできるようになりました。

学校の授業、市民との交流の場で「また

韓国の友だちといろいろ話したい」「今まで知らなかった韓国についてたくさ

ん聞けてよかった」などのコメントをいただいたときは、とてもやりがいを感

じました。すべて周りからの支えがあったからこそできたことでした。

帰国後は、今まで学んだことを生かして次のステップに行けるように頑張

ります。私からの韓国便りはこれで最後となりますが、来月号からも「国

際交流・韓国」は続くので、楽しみにお待ちください！

今までありがとうございました。

退任のごあいさつ

（太宰府市五条）池坊

花材 レンギョウ、アイリス、ハラン

上野　智子

太宰府南小２年　 髙木 遥人さん

ありがとう
　友だちつくる
　　まほうのことば

 たか き　　はる　と

（応募時）

うえ の　　 とも こ
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く

け
い 

ち
つ

め 

ぢ
か
ら
び　

じ
ん

と

学校での授業の様子

プ　ヨ

国際交流・韓国

国際交流員　 金雅英
キム  ア   ヨン

つ
れ
づ
れ
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盟
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太宰府天満宮

参道

九州国立博物館

光明禅寺

鉄

駅
府
宰
太
鉄
西

P

P

P

P P

太宰府館
地図

当館には駐車場がありません。 コミュニティバス 「まほろば号」 をご利用ください。

休 館 日 　毎週水曜日 （ 祝日の場合は開館、翌平日休館）

開館時間　 午前10時～午後６時
　　　　　　　 （ただし、 まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」 （西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　 太宰府市宰府三丁目2番3号　

☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

イベント情報 第200号
2021.4.1

★木うそ絵付け体験

俳句・短歌作品募集

4月11日(日)　　　　　　　　

時間：午前11時～午後3時

インストラクター：太宰府木うそ保存会

参加費：1,000円(材料費込) 

※次回5月9日(日)

★万葉集講座
4月10日(土)

開場：午後１時30分　開演：午後2時

講師：向井克年先生(万葉博士)

万葉集のつくし万葉について、わかりやすく学習します。

入場料：当日のみ参加2,000円

(資料代込・事前申込要)

問い合わせ：松尾☎(922)7328

★第48回筑紫野市吟剣詩舞道連盟大会
4月4日(日)

開場：午前10時　開演：10時30分

幼少年から高齢者まで吟剣詩舞を通じ、地域の文化活動

を行っています。

入場料：無料(事前申込不要)

問い合わせ：野村聡陽　 090(5472)9987

3階　まほろばホール

★UFO・ミステリーサークル
　 パネル展＆トランスミッション

4月4日(日)

開場：午前１１時　終了：午後４時３０分

古代遺跡、ミステリーサークル、UFOは私たち地球人に

何を伝えようとしているのか

入場料：無料(事前申込不要)

問い合わせ：宮原敏　 080(5888)3137

2階　ギャラリー

体験プログラム

お知らせ

～事前申込は必要ありません～
当日参加ＯＫ

待ってるよ

『筑紫万葉のふるさと大宰府』で歌を詠んでみま

せんか？

太宰府市では、俳句・短歌ポストを設置し、入選作

品を太宰府館に掲示しています。

季節ごとに審査し、入選者には個人通知並びに記

念品を贈呈します。

たくさんのご応募お待ちしています。

フリマボックスに出展しませんか？
太宰府館では、フリマボックスの新規出展者を
募集しています。
グループでの出展も大歓迎です。

※手作り作品に限ります。
※３カ月契約になります。

【基本使用料】
■3段ボックス：月額2,200円
　【サイズ：45ｃｍ×45ｃｍ×45ｃｍ×3段】
■1段ボックス：月額1,650円
　【サイズ：85ｃｍ×55ｃｍ×35ｃｍ】

※詳細は太宰府館へお問い合わせください。

フリマボックス出展者募集

新型コロナウイルス
感染症の影響により
イベントなど予告な
く変更になる場合が
あります。

む か  い  か つ と し

 の  む ら そ う よ う

ま つ  お

み や は ら さとし

太宰府駅前
俳句 ・ 短歌ポスト

太宰府館
俳句 ・ 短歌ポスト
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〈有料広告〉

相談

名　　称 場　所 相談員 料金・予約 問い合わせ内　容日　時

行政相談所
4/2㈮・5/7㈮
10：00～15：00

総合福祉センター 行政相談委員 無料、不要
行政に対する意見、苦情、
要望などを聞き、行政の改
善に役立てます。

各市の
人権擁護委員

無料・不要

差別、いじめ、暴力、虐待、
名誉毀損、家庭内および
近隣のもめごと、セクハラ、
ストーカーなどの人権問題
や悩みごとの相談に応じ
ます。
ひとりで悩まずに人権擁護
委員に相談してみません
か。

総務省九州管区
行政評価局
☎（431）7081

筑紫地区
定例人権

（悩みごと）相談

行政書士による
無料相談会

4/16㈮
14：00～16：00

太宰府市商工会館2階会議室 行政書士 無料、不要
遺言、相続、成年後見、悪
質商法対策、公正証書、
創業手続、営業許可など

太宰府市商工会
☎（922）4345

成年後見制度に
関する相談窓口
「あんしん相談」

4/15㈭
13：00～16：00

総合福祉センター 弁護士
無料、要予約、
電話相談可

成年後見制度などに関す
る相談（相談時間は1時間）

太宰府市
社会福祉協議会
☎（923）3230

大野城市人権男女共同参画課
☎（580）1840

4/1㈭
大野城市社会福祉協議会
相談室（1階）

春日市人権男女共同参画課
☎（584）1201

4/6㈫ 春日市役所

太宰府市人権政策課
☎（921）2121

4/9㈮ 太宰府市役所

筑紫野市人権政策・男女共同参画課
☎（923）1111

4/14㈬ 筑紫野市役所

弁護士による
無料法律相談

4/15㈭
13：00～16：00

福岡法務局筑紫支局
1階会議室

弁護士
無料・要予約
（随時電話受付）
先着6人

経済的弱者のための法律
相談（資産基準あり）

法テラス福岡
　 050（3383）5502

福岡法務局筑紫支局
☎（922）2881

時間は
10：00～15：00

※日時・場所は変更になる場
合がありますので、事前に各市
に問い合わせください。

無料・不要
みんなの
人権110番

平日
8：30～17：15
（土曜日、日曜日、
  祝日を除く）

差別や虐待、パワーハラス
メントなど、さまざまな人権
問題についての相談を受
け付けます。

福岡法務局筑紫支局
☎（922）2881

（電話相談）
☎0570（003）110
（電話は、おかけになった場所の
最寄りの法務局・地方法務局
につながります）

・法務局職員
（土・日曜、祝
日を除く毎日）

・人権擁護委員
（月・水・金曜）

弁護士
福岡県ひとり親
サポートセンター
☎（584）3931

ひとり親サポートセンター
（春日市原町3-1-7クローバープラザ6階）
（平日9：00～17：00、
  毎週土曜日と第1・第3日曜日は
  9：00～16：00）
☎(584)3931

離婚前の相談、養育費の
取り決めや履行確保、遺
産相続、金銭の貸借など
の生活上の問題

4/7㈬
13：00～15：00
4/14㈬・28㈬
18：30～20：30

ひとり親
サポート

センター相談

無料、要予約
（相談日の前日
までに）

休日（土曜日）
無料公証相談

4/17㈯
9：00～17：00

筑紫公証役場
（都府楼南5-5-13）

公証人

公正証書による遺言、任
意後見契約など各種契約
の相談

無料、要予約

筑紫公証役場
☎（925）9755
 　http://www.chikushi-kosho.com

◆DV 相談
（全て祝日、 年末年始を除く）

〇ちくし女性ホットライン　☎(513)7335
月 ・ 水 ・ 木 ・ 金曜日　正午～午後 7 時／土曜日　午前 10 時～午後 5 時

〇男性 DV 被害者のための相談ホットライン　☎(571)1462
水 ・ 木曜日　午後 5 時～ 8 時／金曜日　正午～午後 4 時

相

談
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〈有料広告〉

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
わ
が

国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
労
働
力
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が

訪
問
し
た
際
は
、
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

都
府
楼
南
２
丁
目
６
番
、

朱
雀
１
丁
目
９
番
、
朱
雀
４
丁
目

２
番　
　
　

４
月
~
９
月　

福

岡
県
企
画
・
地
域
振
興
部
調
査
統

計
課
調
査
第
一
班
労
働
力
調
査
担

当
☎(
６
５
１
)１
１
１
１

　
　
　

４
月
１
日
㈭
~
30
日
㈮

午
前
９
時
~
午
後
４
時(
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
)　
　
　

筑
紫

交
通
安
全
協
会(
筑
紫
野
市
二
日

市
南
４-

８-

33
)　

太
宰
府
市
・
筑

紫
野
市
に
居
住
し
、
交
通
規
則
を

守
り
、
安
全
運
転
に
心
が
け
、
他

の
運
転
者
の
模
範
と
な
る
人※

運

転
経
歴
、
無
事
故
歴
・
無
違
反
歴

に
応
じ
て
表
彰
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。　
　
　

申
請
書
、
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
、
免
許
証
の
コ

ピ
ー(
表
裏
と
も
、
Ａ
４
用
紙
)、

交
通
安
全
協
会
会
員
証
の
コ
ピ
ー

(
Ａ
４
用
紙
)、
表
彰
状
の
コ
ピ
ー

(
表
彰
上
申
の
人
の
み
、
Ａ
３
用

紙
)　

筑
紫
交
通
安
全
協
会
☎(
９

２
４
)０
０
６
６

　

筑
慈
苑
で
は
、
施
設
の
点
検
な

ど
の
た
め
、
火
葬
の
休
業
日
を
春

季
お
よ
び
秋
季
に
各
１
日
ず
つ
設

け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
季
の
休
業
日
は
、
４

月
22
日
㈭
で
す
。
な
お
、
葬
斎
施

設
お
よ
び
霊
安
室
は
、
通
常
ど
お

り
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

筑
慈
苑
受
付
窓
口
☎(
９
２
６
)

１
８
９
２

　

会
員
の
１
年
間
の
練
習
成
果
の

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

４
月
17
日
㈯
~
25
日
㈰(
19
日

㈪
は
休
館
日
の
た
め
除
く
)　

午

前
10
時
~
午
後
５
時(
た
だ
し
、

17
日
㈯
は
午
後
１
時
~
５
時
、
25

日
㈰
は
午
前
10
時
~
午
後
３
時
)

　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
３

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー※

23
日
㈮
~
25
日

㈰
は
、
２
階
第
１
研
修
室
に
も
篆

刻
、
県
展
出
品
作
品
ほ
か
を
展
示

し
ま
す
。　

青
峰
書
道
会
井い

手で

田た

☎(
９
２
９
)１
２
６
０

新型コロナウイル

ス感染症の影響

により、各種イベ

ントが中止や延期

されることがあり

ますので、 お出

かけの時は主催

者などに確認くだ

さい。

歩かんね太宰府
今春は新型コロナ対策のため、残念ながら定番

コースは全て中止とし、団体のみ従来どおり皆さ

んの応募をお待ちすることにしました。ご了承く

ださい。

なお、団体のコース設定は、5名以上、参加費は

一人あたり500円をお願いします。

申し込み・問い合わせ

NPO法人 歩かんね太宰府

受付開始は4月1日㈭からです。

電話・ファクスにてお申し込みください。

☎（555）2036      （918）3644

平日午前11時～午後4時

（毎月最終水曜日を除く）

春のコース開催について

お
知
ら
せ

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

筑
慈
苑
(火
葬
場
)

休
業
日
の
お
知
ら
せ

優
良
運
転
者
の
表
彰
申
請

第
36
回
青
峰
書
道
会
作
品
展

◆家庭児童相談
毎週月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時
子育て支援センター内家庭児童相談室
☎(924)0084

◆年金相談
毎週月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 4 時 30 分
国保年金課国保年金係
(☎内線 306）

相

談

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
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へ

問
い
合
わ
せ
は
各
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催
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児
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催
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境
内
で
日
々
行
わ
れ
て
い
る
樟

の
落
ち
葉
か
き
を
し
な
が
ら
、
か

つ
て
存
在
し
た
千
年
樟
の
姿
を
み

ん
な
で
描
き
出
し
、
見
え
な
い
も

の
を
可
視
化
し
よ
う
と
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
五い

十が
ら

嵐し

靖や
す

晃あ
き

に
よ
る
参

加
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。

　

３
月
27
日
㈯
~
４
月
17
日
㈯
▼

日
々
の
く
す
か
き　

３
月
28
日
㈰

~
４
月
16
日
㈮
午
前
６
時
30
分
~

(
土
日
の
み
午
後
４
時
~
も
開
催
・

各
30
分
~
１
時
間
程
)※

月
曜
休

み　

天
神
広
場
▼
く
す
か
き
成
功

祈
願
祭　

３
月
27
日
㈯
午
後
１
時

30
分
~
２
時　

本
殿
▼
く
す
の
こ

う
た
き　

３
月
28
日
㈰
、
４
月
３

日
㈯
・
４
日
㈰
・
10
日
㈯
・
11
日
㈰
午

前
10
時
~
午
後
３
時　

鬼
す
べ
堂

▼
く
す
の
か
き
あ
げ　

４
月
17
日

㈯
午
前
６
時
30
分
~
８
時
30
分　

天
神
広
場

<
共
通
>

　

無
料　

五い

十が
ら

嵐し　

０
９
０(
８

１
１
９
)１
０
４
０　

h
t
t
p
:
/
/
i

gayasu.com/kusukaki/ 

①大宰府政庁跡周辺散策
日　　　時：4月11日㈰午前10時～正午（申込不

要）

料　　　金：200円（大宰府展示館入館料）

コ　ー　ス：大宰府展示館前～大宰府政庁跡～坂

本八幡宮～鬼子母神～玄清法印の墓

～善正寺跡～大宰府展示館前

②水城堤散策
日　　　時：4月18日㈰午前10時～正午（申込不

要・無料）

コ　ー　ス：水城館～東門礎石～大堤之碑～瓦窯

跡～木樋跡～衣掛天満宮～姿見池～

展望台～水城館

③史跡めぐり（宝満山ゆっくりコース）
日　　　時：4月17日㈯午前9時～午後3時（雨天中

止）

コ　ー　ス：竈門神社～正面道～男道～宝満山頂

～キャンプセンター（昼食）～女道～行

者道～鳥追い峠～竈門神社

場　　　所：竈門神社駐車場階段上の広場（集合）

※昼食・お茶持参

定　　　員：15人（応募多数の場合抽選）

料　　　金：一般500円（会員400円）

申し込み：4月4日㈰までに往復はがき、ファクス、

またはメール

④薬草講座
日　　　時：5月15日㈯午前9時30分～正午（雨天

中止）

内　　　容：史跡地に生える薬草を観察し身近にあ

る薬草の正しい知識を学びます。

講　　　師：正
しょう

山
やま

征
ゆき

洋
ひろ

（九州大学名誉教授）

場　　　所：大宰府展示館（集合）

定　　　員：20人（応募多数の場合抽選）

料　　　金：一般500円（会員400円）

※資料代・お茶代含む

申し込み：7日前必着で往復ハガキ、ファクス、ま

たはメール

⑤（公財）古都大宰府保存協会会員募集
当協会は、大宰府地方における歴史的風土と文

化財の保存活用を図るために各種事業の展開に努

めています。趣旨に賛同した皆さん、ぜひご入会く

ださい。

会員の特典

・主催講座の受講料無料（年3回まで）

・主催講座の受講料割引・財団発行図書の割引

・研修旅行（日帰り1回・宿泊1回）の参加（参加料

別途）

・機関紙「都府楼」年1回・会報「古都たより」年3回

の配布

年　会　費：個人会員1口2千円、夫婦会員1口3千円

納入方法：大宰府展示館に持参、または郵便振替にて

　　　　　　口座番号：01780-3-40792

　　　　　　加入者名：（公財）古都大宰府保存協会

問い合わせ （公財）古都大宰府保存協会

 〒818-0101 太宰府市観世音寺4-6-１（大宰府展示館内）

 ☎（922）7811　　　　（922）9524　　　　info@kotodazaifu.net

く
す
か
き

太
宰
府
天
満
宮

古都大宰府保存協会からのお知らせ

相

談

◆一般 （心配ごと ・ 悩みごと） 相談
毎週水 ・ 金曜日 （第 5 週を除く）
午前 10 時～午後 3 時　総合福祉センター
☎(923)3230

◆消費生活相談
毎週月～金曜日　午前 9 時 30 分～午後 4 時
( 昼休みは除く）　市役所 2 階消費生活相談室
(☎内線 348）
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県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅(
詳
細
は
募
集
案
内
書
に
記

載
)　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　

４
月
８
日
㈭
~
16
日
㈮　
　
　
　

　
　
　

県
住
宅
供
給
公
社
、
県

県
営
住
宅
課
、
県
内
各
市(
区
)役

所
と
町
村
役
場
ほ
か　

福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
☎

(
７
８
１
)８
０
２
９

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

経
験
や
能
力
の
活
用
・
生
き
が
い

づ
く
り
と
し
て
、
臨
時
的
・
短
期

的
な
仕
事
を
引
き
受
け
、
会
員
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
草
刈
り
、
剪

定
、
草
取
り
作
業
、
家
事
援
助
な

ど
。
女
性
会
員
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
太
宰
府
市
に
お
住
ま
い
の
60

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

合
同
入
会
説
明
会

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
３
金
曜
午
前
10
時
~　

(
公
社
)太
宰
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
☎(
９
２
１
)４
２
２
２

　

Ｊ
Ａ
筑
紫
で
は
就
農
者
の
高
齢

化
、
農
業
後
継
者
不
足
に
よ
り
耕

作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
な
ど
を
活

用
し
、
新
規
就
農
者
・
次
世
代
就

農
者
な
ど
に
向
け
て
地
域
農
業
の

再
生
の
起
点
と
す
る
農
業
塾
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

　

露
地
野
菜
・
施
設
園
芸
に
つ
い

て
の
栽
培
実
習
や
講
義
に
よ
り
習

得
し
た
知
識
・
技
術
を
活
か
し
、

Ｊ
Ａ
筑
紫
直
売
所
ゆ
め
畑
の
出
荷

者
や
Ｊ
Ａ
筑
紫
生
産
部
会
の
一
員

と
な
る
よ
う
な
新
規
就
農
者
の
育

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

７
月
~
令
和
４
年
５
月
の
毎
週

水
曜
日(
月
４
回
程
度
)　

午
後
１

時
30
分
~
午
後
５
時　

10
人
程
度

　

年
間
３
万
５
千
円(
税
込
)　

①

Ｊ
Ａ
筑
紫
管
内(
太
宰
府
市
・
大
野

城
市
・
筑
紫
野
市
・
春
日
市
・
那
珂
川

市
)に
居
住
す
る
、
ま
た
は
圃
場

が
あ
る
18
歳
以
上
の
人
②
普
通
自

動
車
免
許
を
持
つ
人
③
受
講
終
了

後
、
Ｊ
Ａ
筑
紫
直
売
所
ゆ
め
畑
な

ど
へ
の
出
荷
ま
た
は
Ｊ
Ａ
筑
紫
生

産
部
会
に
加
入
し
出
荷
を
行
う
強

い
意
志
の
あ
る
人※

家
庭
菜
園
向

け
の
講
習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
月
７
日
㈮
必
着※

応
募
者
に

説
明
会
お
よ
び
面
接
会(
６
月
)を

行
い
、
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

　
　
　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
、
住
所
・
氏
名

(
ふ
り
が
な
)・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
次
の
申
し
込
み
先
へ　

・　

Ｊ
Ａ
筑
紫
農
業
振
興
課(
〒
818-

8642

筑
紫
野
市
杉
塚
３-

３-

10
)☎(
９

２
３
)
７
６
２
４　

(
９
２
４
)
１

３
１
３　

n
o
u
s
i
n
@
j
a
-
c
h
i
k
u

shi.or.jp

※

電
話
で
の
応
募
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

　

耳
の
不
自
由
な
人
に
対
す
る
手

話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(
手
話
奉
仕
員
)

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
！
基

本
的
な
や
さ
し
い
手
話
か
ら
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

５
月
13
日
~
12
月
16
日
の
毎
週

月
・
木
曜
(
全
46
講
座
)※

台
風
な

ど
悪
天
候
の
場
合
は
、
振
替
の
可

能
性
あ
り　

午
後
６
時
30
分
~
８

時　

太
宰
府
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室　

市

内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す

る
15
歳
以
上
の
人
で
、
手
話
に
関

心
を
持
ち
、
講
座
修
了
後
、
手
話

奉
仕
員
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の

あ
る
人　

無
料※

テ
キ
ス
ト
代
３

千
円(
税
別
)は
実
費
負
担　
　
　

　

左
記
ま
で
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

※

メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
に
「
手

話
講
座
申
し
込
み
」
、
本
文
に
氏

名(
ふ
り
が
な
)・
住
所
・
電
話
番
号
・

年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

太

宰
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎(
９

２
３
)３
２
３　

d
a
z
a
i
f
u
c
i
t
y
-

shakyo@mist.ocn.ne.jp

　

５
月
14
日
~
12
月
24
日
の
金
曜

日(
全
25
回
)　

午
前
９
時
30
分
~

11
時
30
分(
全
50
時
間
)　

ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室(
春
日
市
原
町

３-

１-
７
)　

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
た
め
の
理
論
と
実
技　

福
岡
県

在
住
の
点
訳
未
経
験
者
で
、
講
習

終
了
後
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
点

訳
活
動
が
可
能
な
人(
た
だ
し
、

学
生
は
除
き
ま
す
)　

15
名(
事
前

申
込
要
)　

無
料　

・　

福
岡
点
字

図
書
館
☎(
５
８
４
)３
５
９
０

　

５
月
６
日
㈭
午
前
10
時
~
正
午

(
午
前
９
時
40
分
~
受
付
)　

福
岡

県
立
太
宰
府
特
別
支
援
学
校
会
議

室　

校
内
見
学
、
講
座(
本
校
の

教
育
活
動
、
障
が
い
児
・
者
に
対

す
る
理
解
と
関
わ
り
方
な
ど
)※

希
望
す
る
人
に
は
本
校
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
授
業
や
行
事

な
ど
で
の
活
動
の
援
助
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。　

筑
紫
地
域
在
住
の

人
や
特
別
支
援
教
育
に
関
心
の
あ

る
大
学
生
、
専
門
学
生　

４
月
22

日
㈭　
　
　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
メ
ー
ル 

福
岡
県
立
太
宰

府
特
別
支
援
学
校
庶
務
課
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
係
曽そ

根ね

玲れ
い

子こ

☎(
９
２
４
)

５
０
５
５　

(
９
２
４
)５
０
８
９

　

v
o
l
u
n
t
e
e
r
@
d
a
z
a
i
f
u
-
s
s
.
f

ku.ed.jp

募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

(
抽
選
方
式
)

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

令
和
３
年
度

太
宰
府
市
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座　

受
講
者
募
集

令
和
３
年
度

福
岡
県
点
訳
奉
仕
員

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

福
岡
県
立
太
宰
府

特
別
支
援
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ち
く
し
農
業
塾

第
11
期
受
講
生
募
集

講
座
・
教
室

「広報だざいふ」
有料広告募集!!

広告掲載を希望される事業者の皆様は、下記広告代理店までお問い合わせください。

お問い合わせ・お申し込みは･･･㈱ホープ　☎（716）1404

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

■=

期
日
、
期
間
、
開
催
日

■=

定
員
、
定
数

■=

講
師

■=

料
金
、
費
用

■=

託
児

■=

持
参
す
る
も
の

■=

申
し
込
み

■=

締
切

■=

問
い
合
わ
せ

■=

主
催

■=

時
間

■=

開
館
(
所
)
時
間　

■=

休
館
(
所
)
日　

■=

場
所

■=
対
象
、
資
格

■=

内
容

期定

時

講　

料

開

休

託

持

所申

対

締

内
問

主
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〈有料広告〉

　

現
在
４
人
に
１
人
が
「
認
知
症

予
備
軍
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

忘
れ
物
が
多
い
、
何
を
す
る
の
も

面
倒
く
さ
い
、
腰
痛
・
頸
部
痛
・
肩

こ
り
で
お
困
り
の
人
は
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

４
月
10
日
㈯
、
５
月
８
日
㈯
、

６
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
~

11
時
30
分　

太
宰
府
市
社
会
福
祉

協
議
会
機
能
回
復
訓
練
室　

１
０

０
円
程
度
(
空
調
代
)　

福
祉
サ

ポ
ー
ト
Ｄ
Ｄ
ク
ラ
ブ
佐さ

藤と
う　

０
８

０(
５
２
１
９
)７
８
３
４

　

毎
週
水
・
金
・
土
曜
日
か
ら
選
択

　

午
前
10
時
~
午
後
０
時
30
分　

６
人(
各
曜
日
２
人
)　

太
宰
府
市

文
化
ふ
れ
あ
い
館　

革
の
特
性
や

関
連
知
識
・
用
語
を
学
び
、
実
際

に
教
材(
道
具
入
れ
)を
作
り
な
が

ら
、
基
本
的
な
手
縫
い
方
法
の
平

縫
い
を
習
得
し
ま
す
。　

３
千
８

０
０
円(
全
４
回
分
・
別
途
教
材
費

１
千
８
０
０
円
要
)　

・　

(
公
社
)

太
宰
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
局
☎(
９
２
１
)４
２
２

２
　

市
内
在
住
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
始
め
た
い
人
、
経
験
の
少
な

い
人
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
を

学
び
た
い
人
の
参
加
を
歓
迎
し
ま

す
。

　

５
月
22
日
㈯
午
前
９
時
~
正
午

(
午
前
８
時
40
分
~
受
付
)※

小
雨

決
行　

太
宰
府
歴
史
ス
ポ
ー
ツ
公

園
多
目
的
広
場　

無
料(
参
加
記

念
品
有
り
)　

４
月
20
日
㈮
ま
で

※

ク
ラ
ブ
所
属
の
人
は
ク
ラ
ブ
で

取
り
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。※

ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
を
お

持
ち
で
な
い
人
は
、
こ
ち
ら
で
準

備
し
ま
す
。※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
実
施

し
ま
す
。　
　
　

氏
名
・
性
別
・
年

齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
は
が
き
ま

た
は
電
話
に
て　

・　

太
宰
府
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
津つ 

川が
わ

義よ
し

延の
ぶ(

太
宰
府
市
坂
本
３-

24-

24
)

☎(
９
２
１
)３
３
７
１

　

５
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30
分
~

正
午　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ(
大

野
城
市
曙
町
２-

３-

１
)　

無
料

　

25
人
(
要
申
込
・
先
着
順
)　

前

日
ま
で　
　
　

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス　

・　

福
岡
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
管
理
事
務
所
☎
０
９
４
３

(
７
２
)
１
１
９
３　

０
９
４
３

(
７
２
)１
５
５
８

　

４
月
３
日
㈯
午
後
２
時　

プ
ラ

ム
・
カ
ル
コ
ア
２
階
会
議
室　
　
　

「
新
元
号
令
和
ゆ
か
り
の
地
太
宰

府　

大
宰
府
と
万
葉
シ
リ
ー
ズ
Ⅸ

-

大
伴
家
持
と
そ
の
作
品-

」　

小お

田だ

和か
ず

利と
し

さ
ん(
九
州
歴
史
資
料
館

学
芸
調
査
室
長
)　

５
０
０
円(
会

員
１
０
０
円
)　

太
宰
府
を
語
る

会
木き

村む
ら　

０
９
０(
１
３
４
６
)７

６
６
６

　

４
月
17
日
㈯
午
後
１
時
~
３
時

　

に
ぎ
わ
い
処
「
ひ
ま
わ
り
」(
国

分
１-

１-

37
)　

岡お
か

部べ

定て
い

一い
ち

郎ろ
う

さ

ん
、
杢も

く

尾お

幹み
き

雄お

さ
ん　

ふ
る
さ
と

の
歴
史
を
学
び
町
お
こ
し
を
す

る
。　

太
宰
府
市
の
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り　

会
員
３
０
０

円
、
会
員
外
５
０
０
円　

芦あ
し

刈か
り　

０
９
０(
１
３
４
８
)６
７
０
１

認
知
症
予
防

リ
ハ
ビ
リ
教
室

庭
木
の
剪
定
と
管
理
講
習

太
宰
府
講
演
会

第
３
回
ひ
ま
わ
り
塾
開
催

初
心
者
の
た
め
の

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

基
本
コ
ー
ス

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

初
心
者
教
室

市役所や中央公民館などの公共施設へはコミュニティバス「まほろば号」をご利用ください。　　
問い合わせ　地域コミュニティ課　（☎内線539）

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

■=

期
日
、
期
間
、
開
催
日

■=

定
員
、
定
数

■=

講
師

■=

料
金
、
費
用

■=

託
児

■=

持
参
す
る
も
の

■=

申
し
込
み

■=

締
切

■=

問
い
合
わ
せ

■=

主
催

■=

時
間

■=

開
館
(
所
)
時
間　

■=

休
館
(
所
)
日　

■=

場
所

■=

対
象
、
資
格

■=

内
容

期定

時

講　

料

開

休

託

持

所申

対

締

内
問

主
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太
宰
府
サ
プ
ラ
イ
ズ
Ｆ
Ｃ(
福

岡
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
太
宰
府
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
登
録
チ
ー
ム
)

は
、
発
足
か
ら
30
年
以
上
の
歴
史

あ
る
チ
ー
ム
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
を

通
し
て
、
挨
拶
、
礼
儀
、
整
理
整

頓
、
道
具
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と

も
に
、「
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
」、

「
誰
で
も
気
軽
に
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
ら
れ
る
」環
境
を
ス
タ
ッ
フ
・
保

護
者
一
丸
と
な
っ
て
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
見
学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で

す
。

　

土
曜…

午
後
１
時
~
４
時
、
日

曜…

午
前
９
時
~
正
午
、
水
曜…

午
後
５
時
~
７
時　

太
宰
府
小
学

校　

月
会
費
２
千
円　

太
宰
府
市

ま
た
は
近
郊
に
住
む
年
中
~
小
学

６
年
生
ま
で
の
児
童(
男
子
・
女
子

い
ず
れ
も
)※
時
間
・
場
所
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

監

督
倉く

ら

富と
み　

０
９
０(
４
５
８
１
)０

３
４
３
、
保
護
者
会
会
長
金か

ね

藤ふ
じ　

０
９
０(
１
１
９
４
)８
１
２
５

　

次
の
内
容
で
会
員
を
募
集
し
ま

す
。

①
硬
式
テ
ニ
ス　

ど
な
た
で
も　

月
・
金
曜
午
後
７
時
~　

学
業
院

中
学
校
②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

小
学
生
以
上　

週
３
回(
火
・
木
・
金

曜
)午
後
９
時
~※

第
３
週
目
の

み
火
・
木
・
土
曜　

梅
林
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
運
動
公
園
③
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル　

小
学
生　

火
曜
午
後
７
時
~

　

太
宰
府
中
学
校
④
サ
ッ
カ
ー　

ジ
ュ
ニ
ア(
小
学
生
)　

水
曜
午
後

７
時
~　

太
宰
府
西
中
学
校
⑤

サ
ッ
カ
ー　

シ
ニ
ア(
一
般
)　

第

２
・
４
土
曜
午
後
７
時
~　

学
業

院
中
学
校
⑥
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル　

中
学
生
以
上　

水
・
金
曜
午

後
７
時
30
分
~　

太
宰
府
中
学
校

⑦
卓
球　

小
学
生
以
上　

木
曜

正
午
・
土
曜
午
後
２
時
~　

体
育

セ
ン
タ
ー
⑧
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

ど

な
た
で
も　

土
曜
午
後
７
時
30
分

~　

太
宰
府
中
学
校
⑨
太
極
拳　

ど
な
た
で
も　

月
曜
午
後
７
時
~

　

青
葉
台
公
民
館

<
共
通
>

　

入
会
金…

フ
ァ
ミ
リ
ー
２
千

円
、
一
般
１
千
円
、
小
・
中
学
生

５
０
０
円
／
年
会
費…

フ
ァ
ミ

リ
ー
１
万
２
千
円
、
一
般
６
千

円
、
小
・
中
学
生
３
千
円　

太
宰

府
よ
か
倶
楽
部
事
務
局(
太
宰
府

中
学
校
内
)
☎　

(
９
２
５
)
４
０

３
１　

d
a
z
a
i
f
u
y
o
k
a
c
l
u
b
@
y
a

hoo.co.jp

　

第
１
・
３
木
曜
日
の
午
前
10
時

~
正
午　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太

宰
府
視
聴
覚
室　

月
謝
１
千
円　

シ
ャ
ン
テ
ま
ほ
ろ
ば
和わ

田だ

☎(
９

２
４
)８
５
９
４

128

九州国立博物館　総務課　坂口健（市職員）

博物館の知らざれる仕事

九州国立博物館は全面ガラス張りの特徴的なデザインで

親しまれています。太宰府天満宮横の丘陵地に広がる緑豊か

な風景との調和をめざしたもので、晴れた日には山並みの緑

が映ってとても綺麗です。今の季節は、うららかな春の陽気も

楽しむことができます。

ただ、九博周辺の森に暮らす野鳥にとっては、ガラス壁に

映った景色も本当の森に見えるらしく、野鳥がガラス壁にぶ

つかる事例が起きています。命を落としてしまう野鳥もおり、

過去に衝突した野鳥の種類は50種に及びます。

そこで九博では、野鳥の命を守るため、さまざまな研究や取

り組みを行っています。たとえば、野鳥が恐れるフクロウの置

物を置いてみる、猛禽類の声を流してみる、ガラスがあること

を知らせるためガラス壁の内側にLEDライトを灯してみる、な

ど。このような努力のかいあって、一時期よりぶつかる鳥の数

は減ってきています。

4月の展示情報

＜特別展（３階特別展示室）＞

   ○ よみがえる正倉院宝物―再現模造にみる天平の技―

 会期：4月20日㈫～6月13日㈰

＜４階文化交流展示室＞

   ○ 新収品展

 会期：4月13日㈫～5月23日㈰

衝突した鳥たちは、ときどき剥製として展示室でも紹介しています。

左からキビタキ、ミヤマホオジロ（オス、メス）、エナガソウシチョウ、メジロ

な
か
ま
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
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ー
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ム

新
団
員
募
集

太
宰
府
よ
か
倶
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部

令
和
３
年
度
会
員
募
集

一
緒
に
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う

公式ブログ

市税・料金などのコンビニ納付実施中！
なお、コンビニでの納付はバーコード印字のある納付書が必要です。

問い合わせ　納税課
（☎内線334、335）
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休日在宅当番医

期日 科目 電話番号所在地病医院名

4/4
（日）

4/11
（日）

4/18
（日）

4/25
（日）

4/29
（木・祝）

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

内科１次

内科２次

外科１次

外科２次

産婦人科

大野城市白木原1-11-16

春日市須玖北4-5

那珂川市山田1150-1

春日市須玖北4-5

筑紫野市二日市北2-2-1
イオン二日市店3F

筑紫野市紫2-4-1

筑紫野市湯町3-13-1

太宰府市観世音寺3-12-1

筑紫野市湯町3-13-1

那珂川市中原3丁目127-2階E1

大野城市中央1-13-8

春日市小倉東1-61

大野城市上大利5-2-12

春日市小倉東1-61

大野城市雑餉隈1-7-17

筑紫野市二日市北2-2-1
イオン二日市店3F

筑紫野市俗明院1-1-1

筑紫野市二日市南2-2-10

筑紫野市俗明院1-1-1

春日市一の谷2-8-1

春日市桜ケ丘4-18

太宰府市坂本1-4-6

春日市大字下白水25-1

那珂川市片縄3-81

筑紫野市紫4-1-10

☎(587)1055

☎(573)6622

☎(951)5219

☎(573)6622

☎(918)8522

☎(555)7716

☎(923)1551

☎(922)3060

☎(923)1551

☎(555)3663

☎(581)1445

☎(581)0431

☎(595)2626

☎(581)0431

☎(571)4307

☎(925)8111

☎(921)1011

☎(922)2770

☎(921)1011

☎(584)1103

☎(588)1077

☎(922)9001

☎(589)1077

☎(952)8888

☎(928)1103

本村内科医院

福岡徳洲会病院

ごう脳神経外科クリニック

福岡徳洲会病院

吉川レディースクリニック

クリニック仁

済生会二日市病院

あきよし外科胃腸科医院

済生会二日市病院

女性クリニックみのり

おおりん病院

自衛隊福岡病院

さもと脳神経外科クリニック

自衛隊福岡病院

まなべ産婦人科医院

杉村内科クリニック

福岡大学筑紫病院

青柳外科医院

福岡大学筑紫病院

城野産婦人科クリニック

みなみクリニック

丸山病院　

こばやし整形外科

諸岡整形外科病院

西尾産婦人科医院

※診療時間は、午前9時～午後5時です。往診はしません。

※午後5時から翌朝午前9時までの当番医のお尋ねは、消防署[☎(924)4119]へ。

※受診前に発熱の有無などの症状を必ず電話でご連絡ください。

※当番医の急な変更や受付終了時間短縮の場合があります。

※医療機関を受診すべきか迷ったら「在宅患者救急時電話相談事業」のご利用

を。（☎：♯を押して7119または092-471-0099）

※診療費とは別に料金がかかる場合があります。詳しくは病院へお問い合わせ

ください。

小児科の夜間・休日救急診療

区分 曜　　日 診療時間 担当病院 所在地・電話番号

夜
間

火・木・土曜日

4/4（日）
4/11（日）
4/18（日）
4/25（日）
4/29（木・祝）

午後5時～
9時30分

午前9時～
午後9時30分

月・水・金曜日
午後5時～
9時30分

福岡
徳洲会
病院

春日市須玖北
4丁目5番地
☎（573）6622

福大
筑紫病院

筑紫野市
俗明院一丁目
1番1号
☎（921）1011

休
日

夜
間

※受診前に発熱の有無などの症状を必ず電話でご連絡ください。
※受付時間は午後9時までですが、診療体制により早く終了することが

あります。事前に電話で確認をお願いします。
※小児救急医療電話相談（☎：#を押して8000）

新型コロナウイルス感染症を疑ったときの医療機関のかかり方

①まずはかかりつけ医へ

②かかりつけ医のいない人は、お近くの医療機関（注）へ

③迷った場合には、次にお問い合わせください

筑紫保健福祉環境事務所（受診・相談センター）

☎昼間：（707）0524　夜間休日：（643）3288

※注…福岡徳洲会病院、福岡大学筑紫病院、

済生会二日市病院、自衛隊福岡病院は除く

※小児で接触が疑われる場合は、必ずかかりつけ医に

事前連絡し指示を受けてください。

※詳しくは筑紫保健福祉環境事務所または筑紫医師会

のホームページをご覧ください。

熱、咳などの症状で受診する前に必ず電話で相談してください。

母子健康手帳交付 －市民対象－

○受付日時：平日（月～金曜、祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　　　午前 9時～午後4時

※下記まで必ずご予約ください。予約がない場合

は交付できない場合があります。

※妊娠中・産後の健康やサポート、妊娠中の栄養に

ついてお話しします。

○持ってくるもの
・妊娠届出書
・上のお子さんの母子健康手帳
・①または②をそろえて
①マイナンバーカード（顔写真付きICカード）
またはその写し

②個人番号の通知カードまたはその写しと運
転免許証またはパスポートなど

※代理人は委任状などが必要です。詳細は市ホー

ムページでご確認ください。

○連絡先および交付場所
子育て支援課母子保健係　☎（555）6781
（五条3-7-1　子育て世代包括支援センター）

歯科休日急患診療

休日の急な歯痛などの場合に応急処置治療を行います。

診 療 日
日曜日、祝日、盆、
年末年始（12月30日～1月3日）

診療時間
午前9時～午後4時受付
（昼休みは午後0時30分～午後1時）

名 称
口腔保健センター
ちくし休日急患歯科診療所

所 在 地
電話番号

春日市春日原北町一丁目3-6
筑紫歯科医師会館内　☎(571)0118

「福岡県医療機関情報案内ふくおか
医療情報ネット」にも掲載しています。
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市内の交通事故 （件）

1月分 R2累計比R3累計

発生件数 27

0

31

27

0

31

−9

±0

−34

死　　　者

傷　　　者

市人口の動き

人   口 71,820 人　 ( −108)

　　男 34,468 人　 ( −42)

　　女 37,352 人　 ( −66)

世帯数 32,258 世帯 ( −20)

令和3年2月末
(　　　)は前月差

4月の水道修理当番

期間
（曜日）

修理
当番業者

電話番号

昼 夜間

     １日㈭
～10日㈯

㈲平山
設備工業

㈱一新工業
   11日㈰
～20日㈫

   21日㈬
～30日㈮

中央設備㈱

☎（923）1468

☎（923）1144

問い合わせ
（保）→元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000
（子）→子育て支援課（子育て応援係）　☎（919）6001
（母）→子育て支援課（母子保健係）　☎（555）6781
（高）→高齢者支援課（高齢者支援係）　☎（929）3210
（環）→環境課（ごみ減量推進係）　☎内線362

4 月

※業務内容によっては取り扱いできないものもあります。

取扱業務・問い合わせ

○住民票の写し、印鑑証明、戸籍の記録事項証明等　市民課（☎内線304）

○所得証明、課税証明等　税務課（☎内線330）

今月は10日㈯・24日㈯の
午前9時から正午まで開庁します。

毎月第２・４土曜
窓口サービス実施中
毎月第２・４土曜

窓口サービス実施中
固定資産税・都市計画税・・・１期

※納付は便利な口座振替を
　 ご利用ください。

水

木

木

2〜4

7〜8

（子）らんらん広場（要予約、0～6歳、多胎児）

10：00～11：00

（母）マタニティクッキング（要予約）10：00～

13：00（受付9：45～10：00）

（子）のびのび広場（要予約、0歳）10：00～

11：00

（子）のびのび広場（要予約、1歳）10：00～

11：00

（母）3歳児健診（平成30年3/1～3/15生ま

れ）

（子）のびのび広場（要予約、0歳）10：00～

11：00

6

12

10

5

1

金

（保）すこやか健康相談（要予約、健康栄養相

談）9：30～11：00

（高）すこやか相談（要予約、健康、口腔、栄養）

9：30～12：00

（子）わくわく広場（要予約、2～6歳）10：00～

11：00

（子）戸外であそぼう会（要予約、0～6歳）10：

00～11：30

（母）3歳児健診（平成30年3/16～3/31生ま

れ）

（環）環境美化センター日曜開放（9：00～12：

00）

（子）のびのび広場（要予約、1歳）10：00～

11：00

9

14

13

11

（母）乳幼児健康相談（要予約）13：15～15：

30

（子）わくわく広場（要予約、2～6歳）10：00～

11：00

月

火

火

15

日

水

木

金

金

金

28〜29

月

火

（母）ピッカピッカ歯科教室（要予約）10：30～

12：00、13：30～15：00（受付10：15～

10：30、13：15～13：30）

（母）モグモグカミカミ離乳食教室（要予約）

10：00～12：00（受付9：45～10：00）

（保）すこやか健康相談（要予約、健康栄養相

談）13：30～15：30

（母）パパママクラス（要予約）10：00～12：00

（受付9：45～10：00）

17

20

24

26

18

19

21

22

23

25

27

30

16

日

日

☎（922）8111
　　090（1971）

9629

こころの相談
内容：こころの悩みや不安の相談を精神科医師がお受けします。

日程：最終水曜日

　　　  ①13：00～　②13：40～　③14：20～

場所：保健センター　※前日までに要予約

問い合わせ：元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000
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太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

今
年
も
桜
が
咲
い
て
春
本
番
と
い
う

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
農
家
は
も
う
田
ん

ぼ
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
江
戸
時
代
以
降
、
太
宰
府
市
域
は
門

前
な
ど
の
一
部
を
除
い
て
、
農
村
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
業
は
田
を

中
心
に
営
な
み
、
田
に
水
を
引
く
農
業
水

利
は
特
に
重
要
な
も
の
で
、
自
然
と
の
や

り
取
り
の
間
で
長
い
時
間
を
か
け
て
築
い

て
き
ま
し
た
。

農
業
水
利
に
は
、
河
川
か
ら
取
水
す

る
用
水
路
で
田
を
潤
す
「
井
出
掛
り
」
、

堤
を
築
い
て
築
造
し
た
溜
池
を
水
源
と
す

る
「
堤
掛
り
」
、
ま
た
、
降
水
や
湧
水
を

水
源
と
す
る
「
天
水
掛
り
」
に
大
別
さ
れ

ま
す
。

江
戸
後
期
に
あ
た
る
享
和
２
(
１
８

０
２
)
年
に
編
ま
れ
た
『
御
笠
郡
村
明
細

記
』
に
よ
る
と
、
現
在
の
太
宰
府
市
域
で

あ
る
十
二
村
の
田
数
は
約
４
３
４
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
わ
る
井
出
の

数
は
65
、
溜
池
の
数
が
37
カ
所
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ
る
灌
漑
の

割
合
は
井
出
掛
り
が
45
％
、
堤
掛
り
が

38
％
、
天
水
等
が
17
％
の
比
率
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
で
４
３
４
町
を
潤
し
て

い
た
わ
け
で
す
が
、
川
や
溜
池
か
ら
田
ま

で
水
を
引
い
て
く
る
用
水
路
も
必

要
で
す
。
用
水
路
に
は
、
市
史
編

纂
に
際
し
て
の
調
査
で
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
「
仕
掛
け
水
路
」

は
別
の
谷
か
ら
山
を
廻
し
て
水
を

引
い
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
素
掘

り
の
ト
ン
ネ
ル
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。
川
や
道
路
を
横
断
す
る
際

に
は
、
サ
イ
フ
ォ
ン
の
原
理
で
水

を
通
し
て
も
い
ま
し
た
。

昭
和
35
年
以
降
、
水
田
は
減

少
し
て
、
令
和
元
年
に
は
１
４
６

町
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
人
口
の
増
加
に
よ
る
、
農
村
か

ら
住
宅
都
市
へ
の
変
遷
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
数

百
年
単
位
で
整
備
さ
れ
、
維
持
管

理
さ
れ
て
き
た
農
業
水
利
も
変

わ
っ
て
き
て
、
水
利
と
し
て
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
溜
池
や
、
管
理
が

難
し
く
な
っ
た
仕
掛
け
水
路
な
ど
が
現
れ

て
き
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
が
点
在
す
る
た

め
、
田
と
田
を
繋
ぐ
用
水
路
の
距
離
が
長

く
な
り
管
理
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
農
業
水
利
と
い
う
私
た
ち
を
支
え
て

き
た
基
盤
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。左

図
は
市
内
の
水
利
図
で
す
が
小
さ

く
て
見
え
に
く
く
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
『
太
宰
府
市
史
環
境
資
料
編
』
に
は

大
判
の
水
利
図
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
を
持
た
れ
た
人
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
文
章
も
同
書

を
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

(
文
化
財
課　

城
戸
康
利
)

太宰府の水利図（『太宰府市史　環境資料編』（2001年、太宰府市）

へ
ん

ま

わ

か

ん

が

い

い 

　

で 

が
か

て
ん

す

い
が

か

つ
つ
み
が
か

さ

ん

太
宰
府
の
文
化
財
431

太
宰
府
の
農
業
水
利
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